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抗 15凶火 1:rrj 1広ザIJ;二日た殺判決ド経路

指 Hiぽl 依Pi存ド経路の総1，[，

1. 'ap;，品ド絞『品

2.p):PI，"¥j1>l指数

:1. l{t¥iEf行犯〔の杉!，H
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5. rl¥口風速分:(Iiと殺平止法ド分イ1IとのWJ係
6 風力調節と1'6ド分イ1I

参与文献

英文摘 EE

緒 = 

'" 
IhYI;:iJ{土物j'fii)JI])目機JLiこ出し， )主)JI]JJU、と LてはJヒ'ft

jJ;IJIj Jiil、合It;(Jlllとして，川， !乙、]Jit，来4ι1¥¥¥!R'、?の

(竹町|物防xから狩l;z， I制改合¥>:!;l!: !l'.:こ'ノヒ公P.，小完全
1 人 l作'P'S にうJ' I~I十「る Jlr){f~こ(応用される。

~t;似 1忠二 r" ，、て i 主判Il('1 ~7{Jの師以!えび lill 陥泊、 l'U~lh て'~い

よもj(リらず，対1i('loj山tillの112d署長では 1fiO)J，!ll:yrによって、

九何;('1物のJ'fii)JI]を行たっている。 従って!ム組!ll1iこI(る件

降 ('1 物のH\ :f 合法日Ijするところ h 二!川 )'(0) ド\:Íi~1 ーの l'I1J立が

ちり， i史rll以外J上の川足立がある。

!山l~f川fηr

人ノ)JりJ、二ニよりI単i科i刻独lに(似史ω)川目するJ場必f什7と， スレッシヤー司 脱ï~

段、1WWf配平のJ1粒}'fii)Jm上決[白としてf0~)1J L，行機的

，二I'!!iしを進める場合と泊、あり，I"fれも泊、なりの殺p選日1]

?を[出合'iU'1lするニとができる。 liij{;，iこついては主と Lて

的だからfj-:j主， 11){J5ミ':j:を!む:くのに(む)目され， {受tiこf礼、

て :1主として ~':é~?:*J'f.，不完全p ， li'lし t ，';)えひ:.r:.. rl~)d等合うよ

脱するの乙使用されている。

!‘jれl

i路各及ひf作守殺車粒¥'1.)選1主i臼日別lリJIυlがあり， 共通した川組としてJVり卜，

rられるべきものに次の作項がある。
1!11ち

'1) 一般tこ所要Xs:JJの出i，、ニと C

12) 11，\;，主分イlî ;[J~r!E\の寸~)札口 IJ なこと 0

13) 11，U)，JI，JDiiJiil、のイリ見HlJなニと。

:4) j)i )ð，\決[丘 (~\iニ íl，'，\径三七二J'J似 if[の )I~~n のィ、似l な

}と。

15) 殺Pi'長干 ilt，二トi社u¥i.J日l転数，吸気11，~ii~~ 十k ， il: 

切似tIのJ司郎が微妙なこと。

可がある。

f ， ~f)l\こ I)l;Jする研究としては以上の却l き， ;/';I:U:Wについて

系統的uこ行なわれたがf究は欧米及ひJX:/J可liliこおいても似

ゐて少なく， )8)主そのものの:fi!U(，u的， )，~礎的研究も父数

少ないようである。本iV[ヲti二おいてはJl:.ず法1¥た的'J!!¥>iliこ

より， ~;~II日干の!肝要t馬:JJ，所 '~)1，\，;主及ひ I!Jlj主分内i;こつい

て測返し， -~~ニゾJ後を継続して殺t:i/~下状態と ~;~ll以!I !j 風

速;川!との|船主引を究lijJした。父1!f，¥，))，JMi市l::jWにまで;住

民せしめ，現在行なわれている )1UJ ，JMi1i'i似はよる彫1.~J: ニ

ついて河、1附{

272 

272 

273 

274 

11，¥'ifμ凶iお4礼げ|ド内J人付、す'Ji二Iお手叫(げHふ}J椛九 卜t粍壬t路各iに二ついてi比じ!爪F一のT呉4る;件今付I符純q吊:士殺'Hれ¥'t:今の

!制刈古祭.~ ~企をなL， J!j一える料IJ'fiit:'生('Jるための条i'lJえびi1:切
似の，JMi~ル/"， il'r'í~ ~~' についてもよl'\攻械什したの本研究泊、人1~1(、

の，i'll-;'¥'，i伝びにJJjj及いについて， /;，(乏の参考資料となる江

らば Y:I~lのでりである。

Jj~liJf 先に;工大'{:I先 5β ペli こ 11. 1 ) 終始)1出切なる創刊行;!千と

(dll%iiノl、を賜わった市松数段i二)<，jL 心カミら/1.る怯，~jの丘、合

点すると共iニ尖jだ:目験免に際してlは工一ムnl!'，川u
i氏亡ω川j救J段受iに二， 九Iilji)lli';iムi二1;11しては， 松)，";11持広， 池|人J.i'idllL
l、 111';ヘ松 t~r'，':j 俊， (/，々木午IJ久¥J判11久)j;. J'.:I¥llIil・

(:i-kIIl ~Uf: ， IJ長It;(III([[-， DIIi 1 1節 fの諸氏及びt211j機械学 ，y
Jlc[:'I:.小れlftii)1rui j tのld11¥&j，:JJ;こよるものであり、'X!!N!装

ii';::~1('li二際して i工1I 1LWllý，松山':;j(íz ， liH:(~~M!，ノ刈f

ぎ去、w氏可:のぞM!I，な1&j，Md'.1たニと全1'(11ーしてl創立、合点iリj
する次第であるの。r~ ， t;長'{IIの一ii.ちは，Ild止j丘刊乍liJj'先伐の

~liìUJJ (JI{州 I:ß{I'.，立川こよるものであるニと ~illμL て感

謝の官、合Jくする。

第 1章唐箕の意義

1，/¥)'(1 :tlt応二よる同f!':iOJIj'lll，はもijEヰ:的なlリ俊民であ

り， 1リ~)Jj する動力均、ら人:JJJBiえひ動力Hlに分知すること

がで主るし ('I!IJ/J' ら 1P.l~ :JhJ( と mH'l ，JI.j :W機用門賞、とに

分担れするニとができる。

第 1節人力用唐箕

F加1，10¥ともいい，ハンドノレを子剣Lすることによっ

て羽恨q(~土['.11転させながら，殺粒のilll)IJ 合行なうもので，

fF染者は右目ニてハンドノレを加し左 Fにて殺粒を/存ド

せしめる o }'fii7JIJ J iì去には 2 つの )jil;泊‘ありつはU~ 1 

阿FI会IJTIll.、風速で;'Iji似し :l砕けには殺*J'i.以外の作成，

';';:N !I'J)à'j~JI~ばし，河)2 llill~ はI1，Uili:を少 L く Mi，じ 2 需

11のものをIl}選別する。他のJJil、としてはみ:i1 ['11 U vこ ~J~J

L 、胤速で述松しみii2 1"1[ 1には l前11のものを峰¥1.、風述

のドでIJ}選別する。

第 2節動力用唐箕

1 単独唐箕

これは 1'. ，;己子処])，1(')\をを屯!日j胤こよって)'1i rlk~するもの

で，)古市l:t1民力以トの4"H1盤iftd屯動械が{史肘される O

ケ 11 ，出家では殺nの (1:上粁iillJ+iとしてニのや~l 片".&I(W~T

~íむ月j しており，従って人)))討山::Yt とj.iJじく稲支，政区
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類及び業種，科，稲黍，務麦， エコ"7類に至る広範囲の

穀粒を取扱うことができる。

2 脱穀調製機用唐箕

!日t穀機，スレッシヤー並に籾摺機の 1j怖を椛成してい

るもので， 他の回転部分より動力をとり，送買い部を回転

させ， 1回の選別作業において完全粒，不完全粒，砕粒，

粋皮，i迄科屑，塵拶:を分離する能力を持つ専用唐箕であ
る。通常 2個の唐箕によってこれらの選別作業を分担

する場合が外く見られるが，我が国g:主機具の中で独自の

発達普及を見た動力脱穀機，全自動脱穀機，小型スレッ

シャー及び全自動籾摺機の選別基準を決定させる主原因

が唐箕の性能如何にあると断言しても過言ではない。特

に)悦穀機，スレッシヤ一等ではl唯一度の選別工程におい

て1番口の精粒歩合を 95%以上にまで引上げることが

必要とされている。

第2章唐箕の形態及び作用

第3節人力用唐箕の形態及び作用

手廻唐箕の多観は第1図に示す如く総木製であり，材

料供給漏斗，起風胴，選.5J1]閑j悶，選別口の4部からなっ

ている。その縦断面図を示すと第2図の如くである。漏

斗 (1)は普通2-2.5斗位の容量を有する四角錐形の容器

で，その落下口には落下量調節板 (2)がある。送風部 (3)

はその中に4枚の羽根を有する羽線車 (4)を収めた太鼓

型又は渦巻型の室で，送風部中央両側羽根車軸附近には

方形の吸気口 (5)がある。選別風)J同は送風部から送られ

る風の通路で，機幅 33-45cm位，断面方形の中空胴で

あり，その下側に 1番口 (6)，2番口(7):及びそれらの境界

に調節仕切板 (8)が設けられる。 3番口 (9)は風胴のl次出

80 

第1図 手廻用唐箕の外観

(3) 

第2図 向上断面図(庄司氏:27， p.307) 

口となっている。羽根車の回転は通常，鋳鉄製小倣車と

内側tj"車との組合せのものが外く，約2.5-4倍の増速比

である。ハン ドル回転数は 30-130r.p.m.羽根車は70-

3∞r.p.m位である。

作用について述べると，ハン ドルの回転によって風を

起し，漏斗の落下量調節板を開くと，籾の選別を例にす

れば比重の大きい精籾等は 1番口に，枇 ・砕米類は2番

口，比重の小さいわら屑，存皮(籾穀)等は3番口へと

夫々分離される。

既に述べた如く，手廻唐箕は流体機械と して見ると，

送風部については先ず送風効率を上げることが必要であ
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(a)吸気口

+一 一上半分

一 ー下半分

(o) 吸気口における風速分布 (杉本氏:31. P. 81) 

120mm 80 40 0 40 80 /20mm 

4ー中ー-
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第3図 吸気口の風速
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る。 1!11ち r， 1f予、の j2i J~，~民))Ii: .1 (hp) ，ニHH~lド'\iihn&))を JJlhp)

とすればj芸風効〆不可(%)1土砂cぷでノj;される。

月二;× 100(判

従って， JJ.I.'人主風速にまで達しようとして二!什lHi{c'i'く|司

転すれば， J肝要I:h)Jはl叶転数の :1采に比例する41)のでn
;1一J'2'IWllm L，方は低下する。ニれは小町')j，i{:T(の場合iこ
注意しf注げればならぬところであり， Jルじ風速を守lむ.lJ/l

合iこi主その;2iEEVi'mの凶:ii8j/:;巴げれば， fiJi謂馬力の，'，五L、!E
Rとなるので，羽恨可i，il!.¥{主守:及びi吸気11の形態，大き

さ等に考!包を払う必要がある。

木fiLの関係 J"吸AIIは知i)l';が多く，吸う(¥11の位i泣及びlffj

!J'1tJ: .1の附加1に対して必要なる要ぶである。吸気11 (，j:1院

については杉本氏31) は次の如く述べている。 ~í:11;>;1 (a) 

二おいて Jノ:~!Aは紙 l面と IUf?1に上 )jから災凶iに I['J って íJfCれ

込λ，羽阪市は矢印の)j向に処!っている。 第:~ 1対(b)に

よれば，ツ巳気l主1吸入11の主としてド、r分より流入し，干
'1' [;j;の íJfC 入速度は上、I~[;j;のものより大であり，叉羽H~カミ

ド方から L万へj'<J!動する/おうj'， 1!11ちi可!のιili1JI;';ij分は，羽

目iがと-}jより f)jへ運動する /íl~分 1!11ち凶のJr:: IHlI の ;';i~分上

りも流入速度が大である。 J喚訂すれば，吸人11に向って

['.'\'"[;1\の左側の(おうよにおいてッ;空気の~M 人は少なL 、ことが

わカhる。

このゾJ!M):iÎをj主の 11UJ ，)，'，J í市 Jii1;に，jJ~必なる参考となっ

ている。

子細川jN貨の 11，~jili分イlii二つL 、て，杉本氏31)は次のUl1く

述べている。 江沼i4引l主泊l:主引I1U路各|内j人付、'liニおいてi殺4没t持卯F下約:仕i/浪存下恥"、，

H恥む主1i:i分I一4布I4企プぺ示二す。日1Iち!孔路1it，;1百からの['，:)さ :lOcm以下で

直

事」

Pヶな

'1 

L......L....! 
luU 〆'00 /llf1l 300 

風』聞の幅

第4図 欧州(殺粒落下/x)横断的1の風速分イl'
(h 11風路氏而からの前:さ)

(杉本氏 31，p.77) 

i工札iMとなり司 5:1cm1:)、|二でi主IMWlkL， 、分イ!i~(ノj 、 L ，

1il¥ニ11，Uれの'1'リと川における11，¥)主泊、ill:下 Lている o

， j.!JIjぷ験と Lてはij;?松， 1川村氏34)守は作(11物日Iji二人fニ

112dぷの1汗'Jtl史J刊について次の12¥1く述べている。 l)h試:ln:i
は大，小jhl，小よ， 17.1，符¥H!，l， =去、米 ß~'~夫， ソノミ， エ

ゴマ等で， íJ丸山，lfYU 主北~Íliìúvこおいて 7亡i主し7ニ IUI人jJ\ ，

(J，:lj長兄弟ょの 2機合(史)りしてた々の)，'i''i'UcEJHJli小ri二jとじ

た1氏M二件材料について瓜選作業を依頼した。然Lて経

験にW-j"くj'fiij)11状況の』士通状態¥，二おL、て羽+HiJq"j転数合

計 iWILて行き，これ在宅'1去~):iL~iニLtこJ~jí守 vこ iWj'Jiした 1リi

'B.! 11，~)宝(:1訴 11) カミら 11宗主下~r.t正の jll1 "jj';iI))ljl<l'心主を \~:I\ L ， 

mjs O 佐藤式(ヒラム且連計)

・{帆式(熟練風速計)

風 51-一一一

速

dJ 
200 rpm 

羽根車回転数

第 5図手廻JIJJ，lfnの:1¥ I~l 風速

-JMヒ較してはると第51刈の/，(11くである。 1!11ち似|付式で

は， (li大，小豆の 5.!im/s， (2) ソノ勺 ;IH~b乙，やr(f-:f!，l~)の

4.5-4.8 m/s， (:1) :f!，l，エゴ 7 の:1.4-:Hi m/sである。佐

，jおにでは， (1)大，小'Jの 5.5-6.1-im/s， (2)初，組 r籾，
小;友， J<r(~手の 4 ，05-4.7 m/s， 1:¥)エコ 7 ，ソパ，流友皮

Lf籾の 2 ， !i5-:~.9 m/sであり， JIl1、竹j注目1111，¥述li2.65-6.6 

m/s のIi~において少しそ :1 j刊に分矧するニとができる。

第 4節脱穀調製機用唐箕の形態及び作用

1. 脱穀機用唐箕

IllH'): 機!日)， q:J'(金分納すれば，ぬi'iI:!\lJJtl 及びりド号機十j'lll~

:渋機片!として犬々例1iの形態をイイし近!I{年|ド」全l'ハi動釧!脱B悦tげf殺』け}機幾
の小}押JI~')別JI化ヒiにニ斗l'、

が比られるよう iιニなつた。以/名JfilJ}えび対降機{、J-m~~型機合

同ぶすれば第 61叫の立11くである。

た々にicElflされている!日明、の十位、ぷjじは第 1去の創1く

である。

'J及7.¥1 1 はliij{初、flJ形卜.ト 2は， Iをliはほi主1'1Jf手であり，

liij .fiにおいて慾iif[似4枚がl吹:1¥11にl[Ji-Jけてあり，後お

においては 1 孫~7)1jの分1武村正を釘する。，吸気 11 における

風力調節Jjil;については第71j(1(a)， (b)にノj;-tkIJく， liiI-fi 
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(c) 取付角。。の羽根寸:五

&(1羽根!l~付角

í!~ ，;: m~ -.0立十t~ 附i lYti 1司l第 6図

1Ii~士止 Jた JII )，1111の J丹1亡

一一一一一
W! ム七 K -- 3 lく一 b

ト一 一一一一一一←一一一

羽根卓
外 rX:内{芋! nJ1ll 394 ' 174) 394 ' 174) 

lI!IlJ 710 FラO

形 f& 、

人 L¥ ノ
二Pl fH *.1 料

1 mm訣 ):JJ. 1 111m iI;た jf:i.
干支 主、r 

4 ft 3 H:: 
取 fサ 戸ち tγ く -4.1υ 一件。

風 ~~ 11出fYlrn IbO 610 
トー
月吸 ムメ¥ ー 11 ):.¥i 形 (、上J ド2段) ぺぜ一一》、 d、 " 、-- 円 形

n失 出 1~ lロ1 ー一、喝で 111m 100 80 

動 力 心: i全 ‘'¥ ノv V J¥  IV 1、

トー←一一一一
主主 H同 と !/) [11/ Jt 1.25 1.15 
ト一一一一一一 一一一ー一一←~
指定問転書士と風速 tiEl F!l b8!1l・l'.m.c 8.4m/s(0.20) 633，・.].>.11'・ 8.5m/s(0.14) 

(所要馬ゾJ) 支丹1931 ゲ =11.4ヶ (0.48) 863 ク =11.6'/ ; O. 31) 

レー一一一一ー一ー一一 一一 一 ー一一一一ー一一一一一一
備 ぢ一 府主 iオt 十k ( 4十文) 七‘ l番選別分流f反布

第 1表

Ik:， f: f'jllj'l'及び 1ヰU5ミ ~íý;こ分断するの ~);lfY(ζの ~'J 徴として

いるが， ;[;1氏[川えび選別 lð~協の恥jEについては待機将;~

1ぷであるため，隊能 I~IJ \-.;二|立lする {iW1tは F~i めて必要て

ある。

'J:~!\i.af:i における.I.\~JJiこついて述べると， 1及活'F.I)でよ

0.1-0.:l5hp でツ;~!\t!~時全TサT要 l.!jJJの約 32-655も生占め

/仁1'¥動脱殺械では0.:1-0.4hpで全体の約:l:l-69%を占

めている13)。小1¥1)スレッシャー片HfJ'I(では 0.8hpで主

体の 665も全占めている。L!IJちIHTLの設計及び取扱をF

は U"lO)1吸気I1，;.プ閉じ， i走者は三ヵ)1 J!;の鉄1'1;:によって

!:i':1¥')(は上l-t:却を閉じるようになっているの羽恨l¥q主juJ

れもプレート・ファンiニ5.'元L‘動力伝達はぬIJH'¥!a1より t芝

ける機構となっている。

1'1')日と Lては;位決別で11'乏制から傾斜似を総て/九下し

た材半}庁、)!fl¥j:i!i~と乏げて芥 11iニ ìfì'lる。{也の司1I は 1 1'存 I1 スク

リューがあってニニに佐Aめられる:f-..mを分流似からの二
次的送風によって完全p，不うし全に分脱する。ニのH;)ß~

i設機においては 1同のj:ilij)lJ;二よってあ'iP，不完全約， rJ-: 
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(a) 扱落型用 (b) 昇降機付型用

第7図 風力調節板

るとその所要馬力は全体の 65-69%に及ぶことがある

ので，唐箕の所要馬力に関する研究極めて重要である。

選別性能を左右する要素としては大森氏23)によれば，

送風機の風速，落口傾斜角，風の吹上角，風路幅，穀粒

の形状及び重量等を挙げており， 羽根車及び渦巻室(ケ

ーシング)については一般手廻用唐箕と全く同じような

ことがし、える。羽根車について述べるならば，羽根の形

状，枚数，取付角及び回転数等が消費馬力，平均風速及

び風速分布を左右する重要要素であり，ケーシングにつ

いて述べるならば，渦巻室の形状，羽根先端間隙，吸気

口面積，関口比等が主として風速分布に関連した要素と

なり，特に吸気口形状については風力調節の場合に最も

重要なる要素と考えられる。

脱穀方法としては，束扱，パラ扱，投込，自動送り，

l人扱 2人扱等があり，束扱を分けると，裏返し扱法

と左右反転扱法とがあり，夫々材料の落下量及び受網下

の分布も異り，自動束送りて

脱穀がなされるため，風路全域に対する風速分布の程度

も一層重要視せねばならぬところである。

2.籾摺機用唐箕

第8図はゴムローJレ型全自動籾摺機の断面及び各部名

称を示す。即ち唐箕は脱F宇部及び高石選別部に装着して

おり，前者は主唐箕とL、L、，摺落したものから籾殻，塵

~等を分離し後者は仕上唐箕と称して玄米中の砕米，

ff皮等を分離する働きがある。

主唐箕の構造は第9図に示す如く，次の3要部よりな

っている。

-1.拡散板を備えた漏斗型の拡散室

ロ.摺落混合物を風選する風選室

ハ.風選のための起風装置

一一一瓢

第8図 ゴムローノレ型全自動籾摺機断面図
1中村氏:19， p.537; 

第9図 籾摺機用主唐箕
(狩野氏:13， p.257) 

即ち 1個の羽根車で1，2番風選を行ない，風路内の気流

の風の流れ方は矢印の如くである。

詳しい作用の説明並びに研究論文については省略する

が，最近の発表には田村，竹内氏32)等の籾箔機用唐箕に

関する研究がある。

第3章唐箕の性能に関する実験

第5節本実験の意義及び目的

唐箕の性能に関する研究については1932年G.Kuhne

氏のスレッシャー用唐箕の研究があり，我が国において

は1948年，杉本氏の手廻唐箕の研究を鳴矢とするが，あ

まり多くの発表がなされていなし、。

本実験を始めるに至った動機は常松，西村氏等の唐箕

に関する研究(第1報.各作物別に見た農家の唐箕使用

について)によるもので，緒言に述べた如く， 1台の唐箕

における使用法は，使用目的並びに使用者によって全く

異った方法で使用されている。従って農家の使用状態，
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コツな少 L でもあ((11'[(ドjに }，U見しそのがi~~ ， 'YJIW¥YU二

ついて十11)1、泊する '85~'~ 生 J\;<I-_げることに仁り， lhl若く)えJ、

;民('1'"への(史JIJJVj放い， !!X; I 工 ~.o: I~ I 製 ('1'1こ際しての /J~I唆と

たること生 11(I'~として系行ê(ドJIこ 'jJ!}:J1合{丁なったもので

ある。

J，I[)'((史月!の IJ的は均‘tcる11¥U's分イ)i~é件ること&ひそ

のうj- {rH二上って柄引きr:i~"I'1 ることであるのト1Uili される 'Æ:Q

pの比，[(，形状，IK分介イj:'キ吋:の1'11迎によって泊、1/1/Cる

風速がJjえられ ，jι.{ iY-j-なる風速分イliによって却IH，'c

る 11\~述においても能本的、，ìV，びにうとIJ'+':1出ニねjきするニと泊、

できるか:í，主主~W l'.すとニん iニイぐた!.w~O)ttJえ IJ 、ある。

第 6節本実験を施行するに至る経過

'J' 1!}:J11}~容を大別すると，官'l!dl~j11Iíì~反ひ j'Ë 7J Ij II~fI}líj~i 二

分げることができる。 11日平1131'1-7 JJ， m~:Ç川波川 J11fT(( 二つ

L 、てその空転Wjlll:fj~~をは :1\ L， :l~ {1-1 JJにはj芸風出合ぷ

frし，羽社4司1及びil，'，¥{主主の形態について仰rぶした。次い
で J ， If:ï(の回り]調節による協~について，j'f制111 二 d先 lリ] L， 32 

fド10)jにはld¥¥路111Mを変化せ Lめ， 3:1 {I'-1 JJ ;こはl吸気¥11 

!ilI約を広狭して風速分イliへの影悼を求めて人た。:lHH'ji

及び羽恨)r-;iJ~W.びに 11\\}J ，J，'，jiYil Hiムについては，その川に

おいて比'1'佼研究uこ。犬々における(，u，，~\t夜、)伝び i 二試i'I機

の附ib ， J111Iι }jìl、反ひ:il\IJJi *.'i~れについては既にたぷ L で

あるが，大同告も::"i己するニとにした。

;，j，'jJ検には代}，((I()j芸風決i仕合!'Eび， 1000料'P::，:: 0) Y-j 宇

たるfl'ifJ1について'J.iJili'長卜 l試験をなし羽fH牧数)えびJI;z

1-1i'jの彩子Tについて出I¥:えとしてなることにuニ。次に瓜/J
，JI，li1il Jiil、i二仁るう〉イliのl!WIーについてltA引l¥1J'Ji'L， :14 W 2 

Jj， 子(liii'X!験全終ruニo tJ!:1こl'iJ{ド8JJには大小，，)，，小
麦，初及び侭友について，二JoJU~枚数及びJ!，< Hi(j と H\~j，!!; í長1、

経路，!長卜分イIJとの|対係をは:1¥L，次iこ11¥¥}J ，J，'，jiYil} iil、に"

るj守的J'lHのうj-Ilil'Jlt {" lt'版il\1J'Ji'した。判に 11UJ ，J，'，l Íl~の

以も I句宇なる iJ:í&~; 二 hいて 'Æ~~t\Jf.の j高下紙日各 ~Mg~ L， 11~ 

j主投びlり.~ U(jの変化による浪卜続的と jj'MM，虫Mこついて

，if創111二比'1攻することにした。 J![lち，(上υjfUの位i白， 1.，1さす

がニれらから(J.とまり， (竹下集iPの以!'El¥ltiJ;求められた。

第 4章 穀粒落下分布測定装置の構造

4Jilti-金大別すれば， j- (IIII試験1えび'j~J日試験に分けら

れ， IIIi 1.1工ホツノミー， !;.:;I1'L';I¥， J'lP乏1"t'0):川;1¥よりな 1)，

1安打はニれ等 :1;';1\;ニ)~々調節決 i泣をう日清した。

第 7節予備試験装置

1.ホッパ-

]'-(1111ぷ験と LてはjL-j"fJ1について必ドぷ験全行ない.

ホッパート川;の浪 f ，J，'~íYi'j似合改良して!民協全J!'xl二日 1) 材

料が均'Sにi'frドするよう Mこした。/ちf"，J，'，ji1J'j似の|羽|汎こ:1

ラソク， ピニオン尚'1(;こよってその1¥[1閉i'lJtlを迅速且つ

IHi有にi'I動する隙陥とした。ホソパーの傾斜角は 50。及

ひ 4:1
0

でいHlIJlには 0.4mm  1'/ の iV鉄似合l!占り，ド手続~~;二よ

るJ1¥，)ミ，土'llf.il，1Zするように考!む3れている。

2，送風部

j2iI1'\U;jjの Itj~IH 1_1 上川;にホッパーをJI正付けた ;t:~め，必m

j九干 111主従米の!lj~l!111-¥上りK'J5 cm liij}jに位泣するニと

となり，従って lり~:I'. IIIこはい]べhl、の伍長作を決着せ L

めた。来'HH点下11は:I'，;Kる限り， 1吹:1 ¥ ~ 1に近く (-i置寸る

ようにし， i'lPのJ会卜エネノレギーによるJjJ-J.1キを少なくせ
Lめることi二0'5めfニ。

3.受枠

'Il'H ii.bこよれば， );1\\)主il\k."i， ~lどんーイ i8/，I，としているの

羽根車タト径ρ2二 394mm
内径ρ，=174mm
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第 10図 子世ii l試験法的
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l村山。 )jl(J工、二|日I-j-る:，i1'it: :!~5 

て可 11UI'I111i，'， 8 570111 m 8.-71.5 111m !，.-1 .;iJと寸ゐ11'.}f Ir~ 

九世\ìíi と L たっ l~::::ii 40mmとし た凸ヘ以下:iJ)"長卜す

る際a二 ~jU1 1一心 J)合|め11ーするへく司 11:，二I'::i，~: ， t~ lnnlの

補助紙作，た('1i). 1TII'1しの 1~，二 'fd J. tこ O 三折、i:工/，てイi8コ司

副ii世l:lコ、 (i，;¥ 101 コで，ニh らの 1'íicどりさ~ CI11の小

110で[1¥1.4.. IJ\tI~ 々 1:11 して全付、の t!\ し人，}l合'作めとした

i:'iP泊、/，:イ，.二 JI~W.z-j- るの合的 [1ーする /UI〉司 [1U名 1 ， I ， jm:] ，士

氾 L.'ニ1¥}fi i ui'j f世¥i)とL、他}fi土'1，'Jl)f(門t.'L， 1広伝

lド吋J汗10千世』凶品 Jの)1;川止 2弘τ と J仏Jhliり;μt 二[似り叫~，えら L αdめJう)たr ニ.I l'庁内，1;~rÜ( 十1:11 工

':2111しと )1，:二 1.卜-1るニと;工1I))，ihu-こちる η l i[ 'íh 二;工士~l-"ィ五

卜11より l'lHlr'i11) cm 11)::二¥I \f~~ イィ!日 1 L ..r，~pJ) ，'高卜終的の

iJ¥t ljl-:?I!~''?;~ /j-: --I'，"'iれ坊と Lた「

第8節実用試験装置

1 ホッパー

311.明車用Tル卜車(175φJ

羽根車純

第 11 図 J、川 lλ!~i)! ;y~ \I'~ì' 
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250mm，中川 40mmのベノレト'F!，--JIiHI子、|λベノレト。二てfU1 (}2 

) )を[ムj主する。

2 送風部

ホッパ-(工そのローノレドバ品、lり~:1 ¥ 1 1 j..川uニjiiするよう

ιJI~ {.Jげる。 Lカ‘ li吹11¥111二つげた'i'tflil土次に述へるnk

l-.fIjの変化によって傾れiljも変化するのでローノレト ~;;ú I:~:\; 

は相対的に¥'iJ--条('1佐保つべくうiおした。

j!i Hl~ i;l~ のゆ，~ Lilj ，:JMmj;ニli00 (11、、IL)より 400 j乞10'】 jI]

h 二 j !i hfl~;'H; lIj~ll\ 11合}.¥'i:コ卜JずるニとにLtニ。

l吸気11;こtoげる)1U)，J:日iiについては江il:IWと¥'iHおこ1，，]

心\']絞り 50~ と'1'\す絞り (45 f立fiJに彬動させる)につい

W;こついてはf'{liii，試験によって浪ドは1IYぷ格下で，充

分なあ1;~~合 í'þられたが，その他の殺pについては部干の

|努，l!l:P とホソパー及び殺Nj\II{ーの問、J~~;こよるイ;J主f-';'高

下~!:， jlifj，必ずるべく， タンパード/-i¥; ~二位平川JI、革命ロー Jレをう5

ii'iL、riliJlJ)'，任動機 (100V ij¥11¥ 0.5 hp/fìOO~:lOO() r.p.m.) 

じてl'川IJ.-¥させ，強;¥;1]/長トせしめたっロールの¥Ni!色合ノドす

と ;~n 12閃の1mくであるの !!IIち外作 49mm の }\ìij/í~'; に、 I'， :j

第 12図 供給 p ーノし

さ7mm， 1¥lhi 7 mmの1)1JL'i'J鉄レーノレ合)，'，j)!illこ白木野付迂

L司その1IIID!it¥'こは'111111'( i;j ~か熔践してある。J:)jにはi\'(f王

てた々 ，JMi)ii似を附した。

3 受枠

これWj~ I-.i I j ，J/.l uii iこえ-tLて古見下，'(0){'}十卜['，:J-主力、14tiニ ウ'.L

[1吹:1¥11ドi';i;工1):25Cm'lと/なるようにINH1';;jさ合"日jui'jで

きるようにした。

第 5章実験方法

)， 1\:)'(の 19i'皮切~))， IIj~II'， 11 風速，殺粒J九下状?'lL，1立中，1分

イlj~.~\; ニ!見lする社11J'i" J r，:nえひiIlk Jiìムについて述べると次

の1mくである。

第9節送風馬力の測定

冠動機は九十u分j1(，8.101機 (0.5-0.16hp::20()()-li50 r.p.m.) 
~(史 11] L， γ ベノレトにて動))~{ム注 L ， I'Ji決¥IS))のilllJ';i

iこは1'1， i~ぷ1包))，\1 (hYii"J"H llOV ， 5A) 合{山 11 して I'I ，\~

させた人)Hピ屯!助機tYI'l:llIj総よりぷめた11¥))1こJ喚't'，Yして

Gヌ

第 13図 臼，;己式石)J，iI'j':;'i紋!ズl

J.B←← 

l白
トt!6 

力
04 

(hp) 

J.2 04 」。

第 14図 屯動i制定J!一線|刈

二J'J社i.'¥iのi9i要民))とした。 1'1，;心¥:'，ll}J;iIのが:線111¥11:1

1>(10) I{II くである。電動機の村I'IIIII~よは第 141><\に 'J~寸血l

く‘ 九l，ij'lli;日'j在俗i二4淀川二1111*民を{'riIJ正して付いた。 J!IIち.

この 1111静止に上って件r1 1~'ftiこえ、Iする市111応力企ぷめることか

できる。

川転数illiJ'ぶには， !::;i!ト ;~'~('Iil肝;~~ハスラー I\'J.I "Hム什を!~

!日 Lfこ。ヰニj飢J1J.Hi{jJえひ枚以のよi二'11むこ1;祭Lては，すべて

I"J-I可転数とL， 1¥及/ぷ 11; 二 fゴげるI1l~))，;IMi1iiのi払fTでも純

正i巾\i.L、数(主として縦約!えび 8川r.p.m.\ て、í\\11'~L;こc

，'c[c;総}，fi切牛{ち 'd::けいにi二上って;¥(めた。
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たたl， Jl': 1瓜IL(IJ，H mm)， Q: '!;~'ぷの l~L h~: ¥ mJ s; 

である。

第 10節風速測定

1. 農機協会式8)点両時測定風速計

~，ρI~:yli故fJ，: IX宇iU\の考'i:によるもので.その他Jiiii
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第15図に示す如く，傾斜ガラス管{勾配 1:10)及ひ銅

管よ りなるピトー管があり，ガラス管と財閥の水槽とは

第 15図 8点同時illil定風速計

ゴム管によって広いである。風速ìJlll定 illli聞は 0~20 m/s 

である。今，傾斜管の水位に相当する長さを lmmとす

れば風速 V(m/s;との聞に次の如き関係がある。

112 
J ニ ←~ . x lO mm
16 

筆者は比重0.84のアルコーノレを使用し感度を上げ， w¥<iJ 
管11指向性を考慮して，外径6mmを4mmとし，鋳物

の交持金具も笠気の抵抗の少ないものとした。なお，木

風速計による値は目安としては比較できるが， jFしし、10'[

を求めるには次のピトー管が信頼性がある。

2 ピトー管式風速計

これはゲッチンゲン標準型lピトー管及び料宿rE力ぷ|

(鳥浄GT-IfliJ)を組合せたもので，ピトー管先端はl吹11¥

日断面と直角にして測定した。

風速の~--;t llj式は次の 1m くである。

l' = ，j2g H" 

~に V:風速 (m/sl g・m力の加速度 (9.8m/s2) 
H，，:動l王

ピトー管使用の場合では

11 = k，j2g H" 

となり k:ピトー管係数二Iとする。

湿り空気の単位休h'llft量i11'は次式で表わされる。

L293 h r， ( A A~A '? F¥l ru' =今 一一 x ~'.:" 0-(0.378 ': I~ 11十0.00367t) .. 760 l¥ h j J 

但し t: ilut度。C

h: 圧力を 0。の水銀柱両さ mmでJZわしたuu
F: 合有する水蒸気最大張力 mmHg

'1': 相対i!il¥度

今，相対以度75%，気ir!i150C，大気圧 760mmHgとす

れば， rw=L22kg/m3となり，これを水の弔量J二 1000

kgfm3に比較すると比電 Pは

r，，， L22 
ρニ"二 0.00122
r 1000 

となる。 t'tって k=LOとして， 7M:iH，(川)は
引 2

J-I" =ρH;= Pζ-辺。

の関係があるので，風速 l'(m/s)は

vニゾ子瓦;
において，アルコーノレ比亙0.84とすれば，次式によって

三jとめることができる。

vニ /0O~~OA-xH"xO.84 =ω50偏 (m/s)， 0.00122 
第 11節穀粒落下経路

i架下口より|当然落下する穀粒は風によって加速され，

放物線を描し、て落下するが，条件としては風力調節の1.1'

で最も均一性のある半円「上後閉」の状態で，各向転数

毎に， 1吹次上1角「司1別にi穀お殺i*桁粒1主'c/務名干
その方方ii.法去としては主に1写写与写，真百記己録によるもので， 主光iJ!;(と

して 500V，人 lilillJJ光iF，(として :oOOWのフラ y ド)JiJ.1)フ

レクター電球を使用した。カメラまでの距離は 210cm

で， JMI吹条件としては7ジフイノレムネオノマン SS(ASA 

100)絞り 4，シャッター速度 1/50秒で充分に感光した

が，電気íÆ:lJ討によると格下 n 附近の!何度は 65~130ノレ

クスであったので， rlt及び秤~~，二の感光性!思い材料には

20β00 )レーメンの閃光電球を使用し，カラーフイノレム

(ASA 10)にも充分な|古J，u，司写真を記録することができたの

尚，使用カメラはアサヒフレックス IIA'i¥jJ.及びライカ

M:1-Jf，りで1Mれのほほ小央にレンズが位置するようにした。

第 12節穀粒分布測定

第7i1i'jに述べた如く， '-I'liiii試験においては主として籾

について測定し左右11¥来る|以り均一に孫干するように

せしめ，落下調節板のIJ目度lOmmで3秒間i'I然依下せ

しめた。穀~liは一旦務干して後，ホッパ一千却の傾斜阪

上を流下し， 1火 :1\1-1上 /~i~の傾斜似に IIIび衝突して流下す

るため，穀半、:iの初速は始と =0と見てよいものと!己、われ

る。落下註は約 1kgであるが，これは毎昨日00k起に

相当し， ~別世としては一般 I~I動脱殺機における毎lI'y

:350~400 kgの工程より l主力、なり多い。

決下 i立の彬響については務下，ûMílí'j似開伎を 5~14 mm 

とし 5段階について比較iJ111ii:'した。

'j~用試験については供給ロールを l f.i:'同転 (55r.p.m.) 

させ，落下，uluuiH即日度lOmmとし，大'1， 'j、立，小麦

は L5kg (770~900 kg/hr)初， ~jH~支は 1 kg (515~600 

kg/hr)として全品ーを/名下せしめることにした。fJl、給ロー



~:.2H ~ヒ ifllj江大学伐と;':;':1; Jl í 文紀'!l.~ :x:: 7 {i: ;~n ~ ~; 

ノレの)<'，].i七l三"ノ〆じめてよえとJと， 外i;SJ)cc Iヲ:lmm，1"卜HiJ
λ;:;S r.p.111. ¥こじ;十<:)1，';Ld'.l矢口 l工

ー/入¥.
， ， 
付Il

IUilm s 

::xli.:lx:'i5 • HU，・nls 
lill 

J!]Iち， '，'，. O.lH ITI'~ な J:.~ 't，'，:の j.'J'~)(i) i七とすんことの、で

云タ
eJη 

iが卜して，2!'I'(}i¥'j(Jiliこう}{Ii L tニ以下"、工 1fJ，'，I'J'っ11:，'，:寸

心1111'1りに 1.11I1{¥'li11市出11¥:0.5仏 0.1gまさ什 11¥:Ilfu包)。

lJ、lーはわ(li)j'(li，こっL、てi'Ji'¥fニ-/J¥，{;九ニ ~:r{jJ-イ1) につい

てi{へふと， 'I I'J ィ主けの上 i-í;:: I~1ρ 、 \'Úんらて、|λJ~) 1にしたうf

{!iと }~U フ Jl <J ()γて、 f存卜経路ιi訂ヱY)-とLよ似し司 /，ーイ!

?竹j'，~( (キjl]iJj::二年，iJしにものである。 fhJ長卜 lltw二対す

る作'i1]Ui司、，，1"f(i，Uじヰ;(タ)，~ねじけイ1) という。Î:i，[ j} イlil 訂正4

i's .Ilυ)JめfTi主1'11]11が ]()OロとJι1)、 )1，U'主のJ{:IJI¥する
につれて il~，'，:j jf {Ii J) (，'/ ii"仏、法))へ彬'f<}Jj-る。父， I"j --I，jl 

述i 二 r~，、ても 1'): I ~ i(1 ~， 0 l'iU 1..;こすると‘よりJ長}jへ';}

イ1)するハ

第 13節風力調節方法

l!正にみ(~ :~ ':~IL 二 Iづ L 、て，ì:liべに I~II く、]， iJ ，心 ]'J 災 1) 50;";、1Ji..こ

.'II'J絞り (ill/<jj'!.二っし、てぷ i、';)イli~と i!lI]￥した。 J! lI t )

Hれも/djU)lv.z'.i¥llli!iW合 lJ2iこ絞り， IIIj r， 1 工 l'iJ心 1']I'j'~

i二受行l工、1'1'J(ドJ，二，J，"liYiH-るもυγ三‘'l'I'J絞りに r;，、て

(土/14イiのIVl'A¥1 1，州市似合l'i]I1!i'i二45山一!っJiiI転三せる。

このjJ-U、は11，l)) ，，1，'，liiiiにとってJはもイi効で 11.つ機怖の比

'¥U/IY)'{'手幼た hil、であるが， IIij!iの1，小心1'1*主りでli'jmli'1サ

h 二 l 工惚 1if な隙hW~!ピ't!すると !LIわれる。

第6章供試材料

f)1、ぷ Lt.:-]'lPのllli防司 115:¥1:，比i在、合;J，よf，()kび 1()0()P 

第 2表

士止 I1li1 I Ni Jt 

大 日(大平:!) 卜 nJ~ 1< !f 

大 ぱ(小中止) /1 

1，'. I'J .ff '1' '1 

た 十L11見秋小よ

1¥ll ょ: ビク|リー"

If('S:¥二つしては;β14UIii二，r'主ぺゐ通 1)てある仁

第 14節供試材料の諸条件

;付，[;J， lfiCの J l.d波う Hl い工あらし 1) る条 ('1 のままで 11c1，!í't;~

:1るF 作1]えは耐については，1'11， 牝，寸、Ki、事:(， tJ1波及ひ
'+:Ptl.1ri，IS泊、あり， 大山ニついては，ン己~~:p，イJノし全p 止

l ， r/?1.
I

S: があって，それ ~r;二ついての風選状態について

iJ!l]>iすることは IE'~，F々 J ~ U;{Uであるが， ~.;'j~l\<Jii こ h ，、て .1.

LとLて完全pの)1Uit;状態合主{小としてil¥1]';じした。 fiIiに

ついては，初， 41L，司、隠れ 1えび ff:i殺の 4 係を(J~，;)\ L.'こc

f!1、ぷX';:Pはすへて北il仏i自大γ:1;千Ih.込山 1/111)坊p(:で， }よセ

のjill何‘ lt'I(， 1000 j:，'( ，f(， )くさ7えひイ守;)，'十(，:，-'1，f;Lてよ

リ、 J-，Ili工泊三六の!JIIく三あるの

江¥~ }<'j'，大リの大小午、1とは九IIHiil5.5mm以上のも

のをJ，:'J()ぐP)，5.5mmUドのものをk'./(小下旬と向、

Lている。

1 t If(のiW)>i，二iとそ Lては司 ゲーリュサックH;ltifi IfJi ~(Iを

IIJ L. :守/)"1

uこO
r-H引，，1.の!'E1)11i二124してi主大hc.)¥;;]、1I!li'E1)1) )，1¥ ')'(をfY~1¥1 

し :J:JtE'¥iI"J'j，ょ、主主 :lO()r.p.mーで11，¥選 L，1前11に保めら

れたものiこっLての人IJI、試するニとiこした。

li11えひ/卜」ぶ二つL、てはJどi二官'E11])氏uil:iiiを(史JllL， :!.2 

mm  IIU、lメ1)もの，土品村、，';と Lてね節目11L. 1.9-1.7 mm の

もの合rlc とした。ィ、R主p と i 主 K~'j~せ-]":二 1'1~~ となったも

ので米pの全く 11'%え Lていjtいものであり， j'/h?U:.I;t， 

t，'jff:i合tJ1jr付ぬこてがi/存Ltニ卜祭t二:1日I'11 i二])111¥されたもの

である。

I~';J ， 'j、 11 ]，ジ\!\iÍ!:こ I::H ては(jh忘れローノレに工る必中，1 のm(~

j).~ t~ られたが‘微々たるものであまり Inj~W とはならなL 、ご

主としてた以のH¥f加工、l'うハニ川

()l〈ぷ f~ n 

す1 1000 rUF 
!手み恥¥: }ミ ~m皿
(Jヒネ) 合水不

1. ~5 ~O日付4g
5.94: 7，lO: 7，11 

8.0;も
(1・1.:20:1.:20) 

l.:25 15:2.81 
5.47: fi.4liβ41i 

8.0 
(1 : 1.18: 1.18) 

1.:¥:2 114.:21 
4.6:2 : 4，91 : 6.8:2 

10.0 
(1 : 1.0fi : 1.4il) 

l.:lf予 :18.7il 
:2.lili: 3.1:1・1i.58

1l.0 
11 : 1.1il・:!.48)

1.05 :!9.9吋
'2.'27: :2.69: fi.28 

1l.0 
(1: 1.18: 5.8) 

:fJ1 1ヒ 1.185 '2fi，02 
'2.'2'2: (}，85・:¥.55

9.0 
(1: l.fi : :1.(8) 
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第 16図 供 fA穀粒 (1cm jJI恨)

ける程度であり，籾はぷ米と似波に分刀、れる。 は，従来のnfJ(より狭くなり，更に1'1';制畿の自動化(全

自動!日t穀機，全自動籾問機等)に伴L、，ヰi恨車回;1民数を
第7章所要馬力及び平均風速 必要に して且つ充分なる風速を得る限度以内とすれば，

送風機を使用した段機具としては散粉機， ミス ト機，

乾燥機等があるが，これ等作業機に使用せられている送

風機は渦巻削l\機及び!1~hìiK送風機(プロペラ・ファン)が

使用されている。唐沢.に使用されている送風機はii:，¥巻送

風機に属し，羽恨車i副主に比してl隔が広く，瓜路内の風

速分布が均一で更に効率を高めねばならぬところに一般

送風機とは異なった使用目的がある。

唐箕送風f;11は唐箕全体のー古~Iを構成するもので，送}R

部が選別風胴と一体となって始めて唐箕としての機能を

発締できるものである。従来の唐箕としては，主として

木製のものが大部分を占めているため，各部について検

討すれば，プレ ート・ファンと称する;J'J恨Iドは2-4枚の

仮叉は鉄板の羽恨からなり，渦巻室の形状は木う~ならば

流体機械として当然である対数渦線叉はアノレキメデス渦

線をとるべきであるのに，未だに考lむされていない形態

が度々見られる。吸気口は角111!或るいは円型で，羽恨I巨

の内，外径との関係はfoJ等のj堂、fllJもなく，経験的合理化

に頼るところが大部分である。

唐箕の所要馬力~t，かかる送風f(jlの形状によって大き

く変化し，近年に至る作業機の小型化に伴う唐箕作業師

所要馬力も必然、的にjfllえられて最低限に近づくものと思

われる。これは吸引式唐箕或いは吸引式釧!準決ii1にも関

連したことで，全空z伝馬力にも彬??Jするのであるから今

後一jtiの研究を必要とする。

一般に送風機の回転数を変えて逆転せしめると，No 

r.p.m.のときの!瓜量，風圧， ifqll馬力を失々，Qo， Ho， P(。
とし，N1r.p.m.のときの夫々のf立を Ql>Hl， P1とすれ

ば次の如き関係がある。

Ql _ N1 
Qo No 

H1 ー (N1V 
Ho ¥ No ) 

P1 ー ( N1 ¥3 
Po ¥ No ) 

f!IJち，風昂:は回転数に比例し，風圧は回転数の 2乗に

比例し，所要馬力は回転数の 3乗に比例することになり，

J~~量 Qo は風速 Vo に比例するから風辿と回転数の聞に

次の如き関係がある。

V1 _ N1 
V;-N; 
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本市においては刷用脱:設機及びぷ[11;!il<f~\ ，'11; ~~; iこつい と Ilfぶ。〆十Jtt~ll(外 i 正 :Nlmm、 1)'1任 174mm で-'どと L

て， Iりi-lJY馬));えび平均瓜述を社¥1J'Ji'したがI収合述べる。1)lj たため，取Hilj00 iこえ:tし，後退又はliii傾向ではよ];]lWI!oiは

日益

箕

ち， :j'HWI'<Hf1j，枚数，il，''\ 径三〈と 'J'J 似先;t;M j;\j .I~~!，瓜路恥i ， )ぶくなり， Ilj(J¥')のふHHiこはl'可端内iI'Ilを斜めに切除してあ

IY.zス IllirWi，〆1'1似 11;~k':~;についてたキのぷ!民を比較して るので， 1千々 のJll十Jifjの羽似もこの部分を|寸ー勾配で切

は たl'徐3余:した。

4 1 脱穀機用唐箕 よ犬乙々:2， :1， 41欣丈の l場L払;合の)所肝攻裂~.~馬見力をi比七4絞1浸主すれiば工h第ínη71附

先ず4瓜u川川lリ1:2人J以技動j力J川!脱l目悦』兇tよ殺2ド隙;次民:2f刊的，f'品b二ついて司 その!所肝t波唆呪EE5.¥，1川l
j力)}戊えびヰ平λi均りH以丸}述主4企とJボlヒ:ω以め〉てlえ大ιfたこ。 44

0
が段低である o :¥ WJでは :3，4枚共に 44

0
が似た

機的i主l沈に述べた立11く，J¥u;Pfi') (j放/長Jfi').l及びこれを 1111 をノ~~ L， :2枚ではJI"，(付ilJによる馬力の走は少なく， h 

改良した fif¥リ(1市11スロア一千Jiで， IjiJ [，1土4枚ふi払L I¥jlにおいてもi戸l様であった。第 18161(a)， Ib)は務下11て

i長自は3枚羽以であり， l!f~\路側はた々 760mm 及び ()10 の、F J:0))!f~\.j t と所企i ，IX~:J)とのIfM系企ぷすが， (j )¥，)では， :l， 
mmである。 :H似J!lHf1jはJ¥会式1)見知機:1Jí~及び 6 J¥J)i二 4枚が始と I，i)ーが[を示し 2枚では 3，4枚より幾分!日i

j ，J~IH せられている 1 ，liXf、の :Hfl{取Hí1jが 440 (後;!l:1ユHHl い。 J!!lち:2枚羽似が余計の馬)Jを必要とし且つ均;.j.(

であるため， _440合後退fejの限界と L，_~20 ， 00，十220 の低いことをノJ;す。

十440の5手'TiT"lとした。 (IL しぶりーはぬ，;!lí1j ，ートは lìíi 二々の J~~fj1~の指定|司船、注文における平均風速と所生2・ HリJ

傾向で， 0。は羽lH:I'，11傾斜ilj，12 = 900であり，放射羽tlt との関係については第 1ぷにボすQ¥Jく稲肘 8.4~ 8.5 m， s， 
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支用 1 1.4~1Ui m;'s にして，所要馬力は :llWfis肘O.20hp，

麦用 0.48hpであり， ()JWfiM日0.14hp，麦用 o.:nhpで
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G引で 2.21{;'¥となり，何れも!万f'攻防JJii，-;:l，.l:Nする O
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れl工， 2， :l， 4十えにおいて:;Jfi')1工0.34，0.3:2， 0.29 hpで，
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第 18図 平均風速と所'n勺t;)J

/会ド 11における干均 11~\述(v)は枚数， Llii-Ji与に関係な

く，すべて羽恨市同転数 (11)にiI:比例する。 vと1I1t.i>:
の立11き関係がある O

lア二 a.'l

ここに，aは比例i市数で， :Ji 19凶に;rFす通り， 4枚IIIi傾

向がI~ :Jく， (を;lli1jになると11ι(、J-ilj()O iこ比してi氏ドするこ

とが I'IJ然と Lている。:3f)とでは4十えに近く 2枚ではが

より lìíi傾向 iこしても交IJ~~がない。慨して三枚ではl川.Jfll

の U;併合乏;↑ t.n 、ょうである。 11~\~t1111;¥ 0) 3% ¥，、{ヲ)¥jlの}jが

:lJ引よりも 11~\， j釦土 rf~l まって L、る。

第 19図 落ド口における d の仙
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(:l) 1吸~\l 1 Ifl山{を!ム j文L，一石 )1\\W~111I， \i二対する j凶'l!dJ日 11

よじ及ひ j):]，，を;1とめ， '1'.;二ifi{.小))γI'i'J 羽以 Ir~ ~): ~ ~~ 
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主とj!/，Jt!J

*Hwr;;I)~について比較すれlふ 」般にliij(tt[llIllfljヰ1¥11;;'

依)U;J;lH~より，)" 111!し主泊必i く，絞り :llノ~hこなると Hüt

低下が抗るしく，〆J;I十11.11;状によるぷは始ど/ない。 191，&[1;

))と平均以i'主とのIXJ係tc:;J;I似枚数jιニi七')iをする々ら:!
:1，41主泊、、王iよ['iJ~1 1I 1*)LL:.iニ，r(;なり， 2 t文泊、こ才t，t 1) (，Yiか

M 二 ['，':í い .II~))企必'!Jiとしている。

800 r.p.m. i 二 hげる総jli'~、hヰtを比較すれl 工， 2 ， :1司4l~

のlII([iこI'，';jくたる((YIJえはおおiヌl参l111i。f守二J:J似について

比較すれば，江:~ 27 [ぇ1，二Ij'す1;11<、 41文では;J:J札!.F)えv、O

泊、 [":J く (41%)，羽 tHB では :~95も， :1枚ではド及ひ Coか

40.5%" 。泊、:17%，2千文で11F， 0， Coが34)る， B t)::U 

71 である。本法i位では絞り:川、1;庄がを1J ヰZ[i~:j く，IHJ 111t:!J 

0.15 B 

(¥') ~I]、すと;正Pl}乙の /;)1 くであふ。

J![Iち li)l'必I，I;})1工紋 1)4 U、['.と Lても呼?とJ;'ilJIIせ J¥

、ド J:'JI~ll述 11校り :1 が 11え大と，'( 1)，ニhJ.)1'，1¥及'/¥11合jlLif

ると， 1，[1って l~ll!'t1L\; トの WI~'Jがはれる(WIIえ 1 j''::X~ 2(i [;<1 

最古川効ネ !"I 及び風速自lIi l，，~事 ID)第 27図

m/s !l!! / 
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ぷf'Fill 恒.~ ì')-\;υ;~ 転 H判刊l 凶

(;FJtH F司 800r.p.m.) 

第 26図



KJji戸字引芹ヤ司
:::l開封1::I~矧|

白~I 1 I I 1n1 ':fTγ日下町

州i可 34mfIJT-
jux 一点
2校jill立さ洩 24手 L3-

|封印)，'1'1主にIYJする研究

第 28図 JI日殺険川 !51主の風速分イl'

it;止が[はjlIjである。

第8章 風速分布及び風速偏差率

~f~i名作JflllÎにおげる j~ 卜 }j I~ ， j の 11\U主分イIJ を 'TI iI'(jj'イlî ， !，: 

fi}j I~，j の~水ムドうよイ\Jと Fト L ， ノJ，、ド分イl' の f'''IJrI;<:~ヒ較する

乃.ニ風速IIrJl~'f( (1))でぶ現した。!!Ilち， /j(、ドうfイiJの、ドYj

且}ιを.iI(m/si，符干引刊i1以Hリ止，1，1
次九」λLでJ夫えわされる。

f)二 σxlOO (f<) 
1¥1 

1)，二よって〆1;IfW!，:Hi(J及ひ校数、こよる;J，半分布、ド0)化

乃も:皮を比較するニとができる。 J)の111(11低L、千日， Yr' 

弘二flLhてL、ることMこなる。

第7同，iJfJiニ2JfiH ，二分けて'jJ\6!がi 日~ ~<: ltJi¥えしてはる

:と，こする。

¥，脱穀機用唐箕

Jhド1111'1卜の分イIJ及ひ 2市:いのうfイiJ;二ついてiJliiぷ私以

を述べると ，!T~I((';} イlí で i 主 j.. ， '1'， ドとけく江1iこ IJ~~ くなり，

Ili傾向てi主上， ，\，}支が )J~l くなってくる o pJ L， lVH!(j ()。

以下では2、{~.おこ íl1 f L 0' U j..でl工あまり iリ]li'{j，二j1Jリミが

現われない。 21~ より 4 市文の }jカ冶 -'r{I\/~、JJ ~~(jせである (;;H

却i司Ib)参!((()。

1: 'Iijj' イ!Î\ 主主(~281ズ1(a) iこぶす1mく， :) 'W¥主'/'llqjj'れ

2:35 

2手t m/s 
12 

IO 

B 

('O 

15 

10 

k
d
 

胤

述

偏

正

幸

l' 
』、日

初版収 11角度

第 29図落下I:J風速似l::率

(i 1¥11，1主W'()':lj分似合'，¥L，Hれもl吸'，，¥1111U1はIJrtll.、。 :1)¥11，

は概Lて、jLJI.c)化 L ている。 21文ではllHJí(j のhぴ子.Y，~少なく，

41女では lìíj似打1にすれば Ill(j~;品叉は 'I'~との強t\. 、 ì\l~分庁、 U..'.i 二

jJrttくなる。川、文では W)¥'!.の傾I(村、iリ]MIーである。

以辿I1IJ/C，本によってlL<Hi(j!えひ枚数のb15f4'fr比較する

ことが容易である。

;:{; 291記lによればIj，i:jLU(jが(jll;ぷ，本尚く司 げより liii傾で
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l土砂]!ifl;こiJ¥:ド Ltcc、。{予引では 41Y:i土2伐の約 1.")

に{!i:ド Lて、|λJ0JiI二Lている。 41文でJ[，Z(、J-ilj()O_十

220が 5夕、以ドで(山ヒりもig、ニとが知|られる。

2 試作送風部

(1) 渦巻室形態との関係

十j 札，~，\(同恥;数i 土 40() ， 600 Iえひ日00r.p.m とL，

夫々 ニ]olHULd、][(jJえび枚数の t;t;~M~~ ~~比較 L た。ばí :l0 

1刈(a)によれば，ケ-"/ング 1¥土 -440 がι'['，
トと 11'1)!MI'jiニWI}JIILている泊、，十440ではじ '['

v之内け泊iくなるのケーシンク1Iて1土:¥j'y:で 440力、
ら十440までli、|λiiして114加lするが、 2枚では ['1]

?!¥と Lたた日1)がつか々 し、。

水、ド分{rili::{i :lO 1可1(b) i二，)、すI{IIく，ケーシンク

Iでは'1'央仰のやや{l¥:¥'、¥¥''(I)i二(J).、fニ分イl'合I，::L，

II -C は\， 1円分イIj~r!-~するの l!11ち，11.及:"'(II{lUlはIJUtく，

4 j欠ではliij傾向i工俺，;g[ljの;](、[I.分イ11.に似て九点の11¥U!J!"は

)';1 }Jnし司 +440では2，4牧:Jもこ[1.1[，':[;1主111f、][ij00よりも減

少、 L，1"I"í1;li~tiニ )';Q }JII する。Il'C は:q文で +440，4j.y: 

で十22
0において '1' [l I[ 川知、~左手1Iされてくる。

以上のがi~~を 11\\i'Ji(11J i'(~;f;によって比'Iì交すれば ，:X1 :ll[文i

の立1Iく .hi'} IりJiI耐となる。 600，800 r.p.m.におL、て， 1で

は 00_ 十220が{氏く ，:l， 4枚では87も以 Fとなり司 JIで

l主2，4 f:'::が +')')0で 10%以 l、;;枚は +440で 8%以トー

2 t:文

r.p.m. 

800 

600 

400 

3 4. 
，t¥ 1'1 ，;2:; 1，吠 ií'l~ の I!Ell宝~)拘j

【

C
5

o
d句
l

ケ シシクゃ I

800 rt.m， 600r.p.m 
4奴 F一一一ロ ト一一一口

3"6---<:1 1:>ー---1>
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とtなる。 2，4枚i工十440，こなるとf1111れヰf庁、Ifi加し始Jうる

ので YJ--I'[:.iこうこげているニと r~j1'- している。

叶笠i こ〆loHH先~;Mli~l;京てど!ムくすれば，\'[1 11の V字 I~!分布と

なり (1111 ぷヰ旬、l七校(j'jl~í く， A: ~;MI同時i1がj央くなると. ，¥，央

i'il;の'1'11.11出分力川J1tくなり，もly'ドJ1.il)分拘iとなる。従って

向，I，"('A-¥i主j、[lって{氏く，平均化u二分イIJとなるのヰ]恨取付
[Ijは (f-十2201!11ち， ややliij傾向の低れていることが知

られる。



:2:)7 1，lfrti二|均一「る(，)1冗

1o 1~11Î ，'S 

目当土

p
a
 
r-j
 
ty 

(a)垂直分布 一-
1oλm  '5 

l五よ
(b)水平分市

rn s 

10 

15 

10 

る。 1!IJち， () U) ;J，、lん分イlil主江¥:l:¥1刈(b)iニ'J;-J-/111く司 1，I，j(l111 

l 主 ~J~J く 'I'I"I'W.分布となる。

十HW丘二比較す;jLI工， ;];]札!Fi主(山よりも LI強く‘ o

のうfイlii土Fとj、KJがf仁L、oBでi土'1'1"1U) fi:í[I~ωÚ~ く、すえり
(j で111111111ヒlU、l' の f二ふう Ilj~:1¥ ¥ I \川 ~;i，j f fz I二;日iIf，~ ケ'1:
-Jる。

H，U'ßíllii;(ゾドf) i二よって比'Ii~えするえら 11 ，1( 1むこ Iゴげる

校 i):2，:lでは 5~6% で jl\";い。絞り全lil] (111] ¥ 11ヒ 4.0) 'c 

i工8fc';ニt't:IJII-tる。 lillll比:1.:2で;工;];JlJ!F Jえひ oが低く
(4.5~5 .c )5(.) ， 111111 比三:14でも{氏L、((iロ)。

1'&'^\IIIi'訂正 f) と If，~~お Illi ，\ L の|対係 ~r:総JktJ L( 工，])ケ

あ i)，:2， :l， 1(枚j七105;U、卜のilか'C;;.j"-(で 4枚が1¥1もHc、

illilll比二l.nioL 合 Jぷ !~4:2()mmì と L たJ払 (ì' 工]):

L~ 1 : 1 .4~:2 .1 (IJ日111じ~ l.75~:1. :2) で(いわれ杓工 5~ 1O%

であり， 11lも、jifjjヒしてL、る。 11111111::1工:2.:¥4上)， 1:とLて

も，も (1やその ~'!)~~i 主mわれ tc ~、。

(4) 風力調節との関係

)I (I，:(，ûl下J:こは 1吸え\11 又はl引 1:111(Ii W~絞って HUJ ， J ，'Jùíí 合

iiたうことは考えられるが.実際1:1ムーくはられ、 11.つ行

妨 Jなる jjU、として IVl'AllllliW 企 *'1 るニとヵ、"Ï5'~~，h てい

る。これwこもI，;J心1'J 1'1') 1こ絞るhi1、と、、I'IIJ的にJ:'{!IIjヵ、ら

絞る )h];とがあり司{受(';の)jU、が吋引内である c

IfU'布 1111>\全 yl~; ニLtニH/Jí守の i吸う<\1 1 ~~1 1I\l I~j の If，\!'.主分イ1 1\二つ

いて1il¥t:こ(:2);二[i¥，、て!'fへたが、 I，;J心I'J，;I，'Juii及び、I'.IIJ

，J川市t二ついてj<¥'iへるニとにする。

1，山二、IIJ50% I~Iでは抗 :141寸(日)の>rE Ii'(jj イ1 1<こよれ l 工， A

;工うそ11I¥lIIJ上りも 1、;';1:11，U's泊、jhN.'レL， B，じ では 1"ド0))1，1， 

泌;'~.:少 tc <司り では1:1 1I\l I~j と、Hi して卜市民!'ßが仰い c

お :141寸 (b) の点、|ムうj {jj 'CI工全般1'I')i 二 '1 r] "1の似 I~リ合.[.\つ

が、全IliJ11 ~j と似たうf イli ~をぷす。 {II， L ， Aのh.IV}~U 11111Jが

(品()()r.p.m.) h民路帖iと|困li.fノザイjJ

(2 風路幅との関係

証~ ~，IIXI:ニノJ;-tJIII く ， L 二1(:2()~57()mm .こじL、て 41';:;1;1

~h ， íl， J ぷ;ド H;; U、卜で段れている c If，U'r jj' イ\1 1 二 t--j~ 、て-

:; f 'c J) 分イli ;;tJfUお 1\li，\が!ム\、と 4 牧町二 ~ljJ~ 司 SkL、と 2牧

こ})1¥11::J(:t:，こうfイいする(抗 :1:21，，]1，川、 (b)参]¥/5，¥( 

吸気口面積と羽根形状との関係

:illえl工;X¥:1:11、，，](a) 1二ノ(，-)-/1IIく， >r~II'()dli: 1校 1)全¥111よ

1) 1!. : ~の }jT) ‘ 1: ドの風速 Jf 大きく， ド I\\~-jj、ーh"/JJTItいo ;J;] 

~(F :工 B.t i)も1:下の1氏1七F1ンレJtく、:2， :1 V;: ，t 1)も41文
乃1仏、111しι、(く大である。校 i)5 i二Jなると， 1'，卜のJf，l， j'主;(-~:

伸、')て少fEく，絞り (iごi主'1'、 トi;-¥:泊:~J~J く fにと)ftM'J();jろ

fBiJ自主
C f) 

←-1，20-→11←向→In]is 

3 

Ll¥主直ブ?士有 コヱ出コ $I.Z~
5ïl~ I3 n: 's 

刊 F1J己JU入734:斗
， 2 

吸気 11絞りと風速分イ|

(4.f文， 800 r.p.m，) 
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第 35図 )久)}調節)J;l，とI{l¥速臼11'1益率

(4校， 800 r.p.m.) 

と，'cるつ風速fj"jl千本(工::+123111;二，)汁-I，IJく.被1)75与

1， 1I Jぶこ I~-:J く (().I)~8.5fc) ， IIでほ絞るにつれて漸減し

Ji: .{iの点、IL分イliがnf((，なるニと合ノ)，しているの Iで::t5:¥ 
~().()fc で， I~及 'AII 絞り乙よる 11~;七分イlîの目しれは lit、めら

れ I~(¥.、。

以 1:の車内~~をt;U，~L て IIL:Lすれl 工;:欠の/，11 くであると

(1 ) ケーシング寸i1、i主アノレキメデス・スパイラノレに(，1:勺

て ìJとめ，政大羽tH先端1: 司 I~:H 土 Ilkt\ll-l r日i さの 1':) (:lOmm 

とした万が， 2.':1 (70 mm) よりfI"Î7;"f~が低く‘、IL均 i tL

ている。

(2) lrl)三〆ドJtl~先端間約が :lOmm の )jli 41文・l!lf.jiij0'. 

2<11文で1il!:z 1、Jfij00~ 十 220

が f1 ，J 産本低く，十.j.j'コ

liij傾向ではJ、flってfI"iぷJ私的く， 11:\;主分イ1I の，ríLh~:j~i、

)]サく， ニれはl吹:1¥11ト川tこれ/1のノ七ずるためである。 J!1l

ち， A一でC引i土ニ才れL上以よ 1--のjd，凡(¥，J力J

ている。江):-35 r記|はた々 のI1l¥述内Il¥;Yシf(~ 寸'I~ して|立i 示し

たもので， B， C， ])では全IJIJII寺と大ぷl(く， 7~8.5% で

あるが， Aのみ 2l.59もで全!l日lI:jの少しそ:2f~'~，となる。従っ

てL孟570mmでlil'iJ心IlJ50% mはぷ交えないが，L> 
570mm ではHまLくたL、ことがオフカ、る。

、1':1'JI!fJに rò l，、ては，第九5111に上って fl"i ，'f-:+~比較す

れば， A では下I~jが 10% で )1土n ， lliij-j-，J聞が日夕?で

JI土!止、分イ1Iと，'f:.る。 Bでは「 ιー伶」併l泊、 :¥.5%でJIえJl，ド
|キlが :1470でJI土:lli，Cでは["1:一役J閉が 4%でJI土n，liij
|ヰlが 24.5% で A土 ，\U!~， Dでは俺聞が九%で段以 liIf閉が

19%，で以 \lf~ ，と，'f:.る。日 11t:>， 11l¥if名称初、異なれば， /1l¥;七分

イ1I の J改良及び故~llj、の，VMiií'if，'ii百合異にしていることが知l ら

れた。た々 の断、¥;oj{分布a;xト¥41文1(a)， (b) iこ/J ~すj喧 1) ，以

iiうfイliではJj(半分イ1Iはやや'1-'1"1の傾向があり， 'fiJl'(j)-イ1I

も全rJ日時l'iJ様下/日;がIjUiい。紋忠うj-{Ii~比較すれは， B， 

C， J)が1"1れも'1'11'1の V'いw分イ1Iを!i1するに対 L，Aで
はi吸'J.\ IIIH1jiこれ IJ:を'!=.じたために州地な '1'1"1 のう'}1Ij~J!~:

し， Imll'(う)-{Iiも従って下山がかjい。

(1)において件ケーシングのl汲え.1，11~ 4070 まで*~った

14jfTの風速分布について述べると， ~:-3()1刈にノ)，す立11 く，

1[i;1r'(j)-11iは全開 (lO()%)で下段が峰(1，、の iこばし，絞り

50~60% {、j;ilより1'-)立がせせくなり始める。ノ'!'、子分布li1 

では絞り()()%上り W';-:J¥IJから U'{:J¥りとなり， IIでは

75%で V'c:J引の傾向1iえも怖く司 40%では絞かな U'戸別

第 34図
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第 36図 l'iJ心['J絞りと風速ザイli (4校， ROO r.p.m.) 

れてくる。J\::~:iJ li~ 昨日 70111111 の }jは 4 f'l:C はJIι十Ji{j

↓ ~~O 司 :l 枚で i 土 +220~ 十 440 司 :! 1':<:でl主十:!:!O1);(1，，1ぷ

本(氏く、V.J0J化している。枚数を比較すれば， (を!!lf{jで

よ:l枚の11，，1，'(~;キミは 2 牧 M二泣く IÌÎi傾向では 41文 tこ近く

工る。 2 枚の fl ， J ノ、Ç~:4，ç( 主 8 7< tソ、 1'(， )1えも均什ーが劣る 0

<)1 風速分イIJ は :J;HWf;~):iニよっても iでなるが ， -'WぶニIVk

米11側が必く u'r~J\リ父は w't J\') けイU~ど lilするが，キl

tli先端!日JI;jJ~ 70111111では V'r:J¥')分イ!Jと江り， I瓜f孔k日路告'1いIリ火と

J仙;1

ると， (後灸，;)巳liρ的{Ji主 l上 ぺ1'， 卜の川([iニ I i' ({:lill'!'~; こ 1)9t くなり，

liijfti1f!jiこなれば， l:， '1 ，(立川';1~ くなり， J:， ドの|孔辿

，:ci:t'J、となる。 2枚二HtHではJ!:J.i、Jftjの泌刊少なく， 4 

tC::Uliii傾向になれば分イl'の，fil，tl泊、IY11IJ:(!こ瓜われる。

~. H，\~お似合:l()()~8:!Omm とLtニ lf/] {fに， li，¥，ti'品川，¥1):)ム

L、と， :1十えのli，U七分イlii主4t文iニ:dIすき， i:k:¥，、と:21'文と

の'l'li¥li二分布する。)立ilsl瓜『品川，:ii4:!()~570 111mで4

枚の 1I ，J ，'(ンがは G.5~75も Cl!之も、|ムJLJiじ L ている。

lil¥ ~{í '1'1>\合 Jぱと L て l吸 ''<\111((1王合 1~(i -:127mmと

すると， 4牧では!I'(i{:!50~:!9:! mmカ刊llJ11~ 〆十.;i1\ く， :l 

は:!十えの111([;こI":Jく，tる。 II'(i王17ii111111付近より '1'1"1

から'1'1"1分イIJとなり， fl ， J ，'(〆十，Z(ì ，"~tl 外l，点、I;"} イIJ は

，iLれ， ifq(("j'イlili'I'， ドl立が ~J~J くなる。

，b 羽IWI;l止についてはliii傾111i1(u;1什Hが1i，，1江本低く，政

射羽fHと殆とjミJ(一dj;，'(¥， 、。ニl'IfHの 1 ， I ，D:iriIJ~ijl!l を斜めにりj

Zすよりも， 均二名lij'，:¥卜るが外ijl!l仕切1>:'[;した)jが分j
'1;的でIi，J，Y，〆がは5夕、以下となる。

:7) 1吸7.¥1 'IL(1主力， lil\~M{，\ Lとすれば， j): L二 1:lA~ 

~.:lがI句づ上イIJ の~Dï1 1to十iである。

IR) liUJ，J，'，JiiiJはl'iJ心1'i 閉泊ミイ，]'土 iこ悦れて L 、るが，、l'I' J1~l

にr;\，、ても~土n分内iの(，iiì'ì では ~iニ、|λJ!.J iヒ L た分内J と

える。 (IlL ，そのJI)( (-j位 lt'~I:ι;~I~ ると以J止、分イIJ と /t り，

Ii"iぷJ机工 :107c以上で， '1' リリ、 ií-I;の風速が ~1iji.~;M¥ニ必く

Jなる。

、I'I'JIヰ!のu土J17fイli(，iii'i:i工li，¥，ti'{i'l'{，iiこtって日S1¥ i)， 

J， cR:!O mm 'C は卜|手J， L=570mm では、 I.~ 1:ぬ|羽，

J， 二 4:!Omm では I'~後間 ， J，二 :IOOmmでは 1'.後~ほ

1~1がた々 1iW"j' イIJ と Jなる。

1りイι Ji，\j'.主うf イli~乙jとめることが 1 ，liJC-1ド;1ぐの使命である

ヵ、ら， J;'r)"'(のぷ討、 i製I'Fiこ際しては， 'Lc.、Ji，¥!I主Ii"i;やがの

(11;¥'、ものが、|λj勾化したう}{Iiであり， ikに， :nう寸-;4枚:J'J

IHとLて， )主11，¥，'i1;合rO:;;1すると Lても，ヰIHWHf{jO);立

'止を I/I~らぬことが大切である。父， )i，\W品川及びn及 '，(~1 1 (1'( 

i王、Il日11比， lil¥}J川iY!'i似のJI)(i、1ml、tこ|探LてもIi"htニネの

大小によってJl併を決'七することができる。

第9章穀粒落下経路

ホソパーのj高下11から/名ド， Jii¥j'jlj ~れる;if1:Pの飛行料

開企 lリ lii'{l にすることはIiU名内のil l;l)糾 I~:Jさるdk:'ぶするニ

と， J!l1tバI'Jr，:を('Jるためにlt~ も 'F要なるr: :J:Wである。然

してlヒ，f(I[-;;1えを児にする7竹下絞れにおいては，吹卜J{IJえ

ひJi，¥)宝ω変化iこiI'ってJlth紙日告は全く民たってL、るの J二



~4() 」ヒ iflfi丘大 ~'f: J1~~下 (;1;1品交紀'~: 7 {主 ;:-:¥ ~ ; 

il; 主父、み卜 :1~:' 11!丸山 4二へ/Jl;~;~ のよJ) iι(\'(lìl''':\二 l、 J てし

+11;(，':してい~，)') 

ノi，~，.Iyt ，'，: (;β.iji.，二，fUJのIJILi七1;主刊句二上っご ['1然/{守卜 1-

~Jめ fト 宇ぷIf'li七4¥二よ〉て"5:1-.i'1/)、()'1え.:>(f0 ，二1;，、

てみ:~ :li IXI，;) 111Iラ:長 l、村山A‘f，tU.':hゐf 通川、 Ibtj引絞川

J 

1ベ ~ 之、、

(o1 0えi角目。の場合

第 37図 ぬ判 決ドれ附

1jutの1り:IJ!I:主:l()-IOJ;之ごふるため，rJJ.i七、 1'0二()と寸

れはー』由物Ij;U)!'t'f<J;}jf'，' λ"二よって， jll~(í~'I ，:~j( L:1 
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F'aa 
であり司

刊で45"に h，、て ll f.J、 ~'I' 同H. LIll" 

I~tna:\. 

で).(;1)211、Ivi必)fl¥I'主 γ U)~耳t;ニ比例 L ， 1り':l:i(J u二 45'
のJg(iiニJLt大山IJ組合必犯とする。LiJ、L，位t:rの1jつり
(土'乍%の11¥:l/c Iえ ú'<{:九ド安ヰうに仁って i!~'，じできるものでは

/( ~ 、。

イ/11';;と‘ jJ，l， tlt ，小[念P.，二ついて，決I' .i七 )~~Iピ i!\IJ" L L 

てλf二{，，'j~~i 土 ;l~ 9 }び)/111くであるの
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第 38図

心、n~Jlf'li七と十IHH'['州立、1åとの Iyj(;{，':e ，)、せ :f;;~ ;)品川人

f~Jlì の 1111 くであん 3 二 υγH0，う日 iげでよリ~I f ¥ I 1;')，ら外}j

d\ \15~ll け-[f'\.[~'Ji 工点、ドとはえら 1" ， l'， 1ト[~'J と JEJ て I~)~ ~ 

t~/d-:\J、 åc\ニあ心。従って広卜 ifJ13 り cm "~Ii'乏 1\' 1:，二

「代、て泣}jへ飛行 j-るlt'Fの'1、主い'flt. i:J).，，\:J~/S~( 工ニ J) l;~; 

ずI;.~(三げるハ〉し j長卜一 t'，';j ，~ :25 cn1 で;土主瓜の U~~!，Y，~~三汁

j¥ J.f，I，h'九/j，;:.)卜i工仰のj'J，f(と HI¥..iili:の{i}J泊料I!'liと/r;-.Jて

jl削うlj k:~it:l1:;二ぷトーjるぐ

1-.1表向!の'{IJI'(I氏"主jj-{lj~ t止とJと‘ 1..， '1'， 卜のI¥I(しこiA

〈江 1)， 1..， '1':土If'l注汗(小少で‘ ド F11 工、[l.l~J 1孔!'f:0) 

10タl?1である。

ヰItH.，¥q"l転記1~)I]; 二 J長l'経路 ~éM!'~三すれば司 ;:ù 刈 Ixl' ii 

wニノl、-t/lllく町主HI¥.はんより .{iへ点、iペニ115:i!， 'f~'P li 1::判

より川物*;~/'YI州 4 、て活卜する〉

f長1、(:j:::りcn1，二 ri，、て刊は 5()()r.p.m. (り5m川 HiI

11) 子守11~~"1*~il:\Jリ二飛行するか、主HU'iゃいでは II'(flf 的、こ

II~i j-J-心。 7引()附οr.p.m.仰9.1日m/川%叫1I十什、l 近ヒり主!以fl\刈I\~i陥N焔J品4ヤ'1'; ニ f机3孔L 、

ても J 山 1物句i年r~Rι刈:1状l

t粍長E路名泊が‘ 1小f"今1ソJf々Jにlり)f台Tつて必卜するようである O 司、f!~~'P:i (~(I 

r.p.rn. (7.H m 引か‘ら H'\Ü' í'r i 二 lÎf って 1\~nL ，十 'tl:外への )I~i仕

分イti)j(も多くえるつ J九¥'，::1215cmにおいて，全般，二主

HI\.~.fr 1人l の II~h~lil社(泊、 ;:!Jかく.'( 1) I!ficl)， ニhl士1:1+が主民

υ)U5r:; ケd乏げてい;J-，;:，いものとj(iもさで i!る。 九材料の続行
~:'点目作泊、 IF~/にっているつ

市 I、仏さ ~5 CIll i二i八、て王!日いν:lI'tCi二段はすニと，

めどはられ「‘ f長1，'lllt'l卜¥二三1羽生i泣くため， 400 r.p.m 

(5.~m.'内でも小松下"攻ひ初段の !iL外 M:I\J:が始まってい

る。 50()r. p.11】で i ij'，(l!えび枇の}I~ii'f:仙沼が ';/!J 寸d古A

(i()() r.p.m で i 主分間I!していることが MI'~ミできた。第 4014

は行刈主りljに付利の飛行日1':Xlf と〆J;jflHLI' 川\!-~数との関係主

二れは:l()秒ストップウオッチ i二上って t寸{[人J，'，:j三:U:l

m カ‘ら{存卜主せたJ必 f?の j，:'ì!llli二よるものであるがノ;モ ~t

との件、j~HJ\lj'LI 工寸、低下fがたで司 j存ト 1ωメ I:!:仰の 12 以卜

となる。%際iこは何l~、↓十!ι1..七~C ドするニとによって LI

のよJJi主1)';Jj えられ，司、斤ーなる Ifl\!'.主~!:":1げて飛行するの

で，必すしもl'iJ -生~p カ‘ l'iJ-'{:制誌にì(ì って JI~h 寸るもの

とi判決らにL、ο

第 15節吹上角度別に見た穀粒落下経路

J~IIt't十lぷ.Mrとしては主と L て，初， .lIe，不K:PノえびKJ)I没

、二ついて :¥50-出)()r.p.mにおけるタテ分イIJ合併 l'，'，':j .~ 

β， 15}えひ:25cm，二変化Lてilllj'，jょしたdlo j'l-&r!fl;二日す

(il)r.ツハ一氏 /;i) 泊、らの i寄ド I\:'~ ~ f t)(々， 1i， ~li)えひ、 :l(icm ておるの
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第 39図 予備試験(，'，.:，さ ~5 cm)における籾その他の

縦分イ1;2えび務下主Y:Wお

小したもので司，':~2-~5 cmにおいて， (iOO r.p.;nのとこ

んで初と 1比の\1{W~吸の分自，\l L ているニとtJ冶わjJ..る。ニの

場合の1:r'¥!'s1工7.8m/s である。 fttJえび小松下\'i は，'，~j2-(i )え

ひ15cmでは分自(iせす，これも 25cmにおL、て 400

r.p.mからう1'11縛している。みii39 \X:liiî~ ト.i:;j2-25 cm ;二

ti:tる飛行経路 (:{j!HiJ)と縦分イ1](左illIJ)ij: '1、す。

九材料における|日l転数毎の飛行経路及び縦分イliを比較

することによって，泌合Lた材料を日比る斜度まで):fc¥ML 

('トるHHなゐ¥;HWを¥ll、だ L，I付1:~切リ十似kの j泌白、吋l竹1\1なる(卜、J川1

ひ巡泊j、l竹')11臥丸〉巡1七iをぷめるニとカが通できる O 初けのうI出!il工400

r.p.m. ，ニおいてVI¥少となっていることがiωちをできる 0

tiOO r.p.mにおいて， 日\，鮒 ~9 J::えひ(j3cmiこII:Vjff)(';'ぺjt
けるとlミいことになる。 {ItL， tJt I 'i二tlt15% t川'l~人し，

flt' i'iこ似lOJoが泌人している。 f会卜.r'， ~J さ 15 cm j;)、ドで

はた々の似人l立が多くなり，分閣は次第に困難になる傾

向fi.児ら才Lる。
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第 40図決ド I'.":j ¥.と部ド h1.lr:II:ill 

'j 、 11 1，;よ !~6!;二[，けるlりょ:1¥11 U) II;Î!S: 工江~ 4 t\'刈~ 7 i市の J'(IIII

， ;A!~0iU)ι U) と I tl'， 1)てたり、 Li，I;;'長卜(ケiifが 5cm liiJ}j 

K二';12i) :1'， L， IIj~:I'， 11 卜山と 11 )()cm liijf乏しているの従っ

て 11\~!'liìlllJ'，iの附 IIiii土山 :l8 111 c 治、点、1'(;li代、 h ，う、何[~'I (11 

100) 0) f，'iii'Iと/c1) ‘ f'{jl も村rI点、 II'(J丘三;十る Irj~l l\ I r 附

l()jull10主1;(1¥l1J'どした。これl工;;H:l8 1 記!の '.'J， t~í で '1;'j'llll く‘

fI:JI j¥llt0rlfliでi土!引1)，;二、i人Yjl1\~!生泊、 I'， :j ，、つ

115:!-.i1jげでl土11:1， "日日友のうfイliにめとぷがはら!l-J'， 

liO() r.P，Jl1， U l'.i二[""c f'，' 1 の，y~ Jlt~ 泊、:1 ¥ ~とるの イl存ド記長路

1， 1'1問、としたiベ別ρ、はられず， ß.~!ω ， ('j初、 i 二)込 }jへ JIHi

している。，ト1ムに["、ては司 7()(}r.p.111， 19.1 m/si H;ti.1: 

り;j'-向日がlリJlli，(と/¥:1)， 800 r.p.m. 110.4 mいではjふ '1、

.'Jと;土分:hlilているが、1'1:1}えび Itt~ よほ f!J :l()タ ~1 ~人 L て

L 、心。 大， '1")ではlO()(}r.p.111. (l:l 111ぷ)力、らうれ梢 l'lfi

めているが Míi粁Jiうでは ~-4 cm liij)jへ移動ずる lYI丘

三、 ¥llo/!"としU 、(江川1111参l明。

11):上r(j10ο では 600r.p.m，で'1、」ム仰のうJ~，相が ，1ll:; く，

R()() r.p.m. iこして"卜iJiくうfi縦してくるが、。。よりはivlくえ

ってくる(江i4~ 1刈参!If¥)o

1り:!-i(j~OO においてもlOO とよifr と定、ら.'" 、か主11¥¥によ

る lj~~子守必乏;十 11Mめ， 800 r.p，m. iこおいては初及ひA忠之の

J 長 )j飛行経路IJ'~ ，?~I，~ニ j主くなる(抗 4:1111 参J!kUo

i1j~ 卜:íiJ :¥0。 においては 500r.p.mーより初，m{~b乙は主 11\~

0)影~J，~.~を受(十始め，その U;J~は 600 r.p.m，で心、11.， ROu 

r. p.m でし [~'J となる。 11\ ，j ，"'，.は 500-600r.p.mでタテ分

イjJに定化ながLている。小支，籾l主ROOr.p.mで 1'11然と

している。大，小山主 800r.p.mで分断 L始め， 1000 

r. p ，m では主!瓜の l~t;科を交けて 3 }えひ 4)¥JII iニ犬々故大

ld会人れ， ゆくとf{j()Oよりは、1'11然としてし、る(お441刈

参11れ)。

115: !-.i(1 40υ て:1 40() r.p，m. ¥5.:l 111S) ，二 h':-J ふ r~ ， \i~ 

w以J;dt'¥iヤUlI工， i仏おじの 1以 Y~t~it: 工主 1凡 i、 l【， 1; より次与1

i二位:')('jるの C"，)、jlって115:IJIJげよけ七分内:ii'/j':，'[i¥く町二

の)1);(， :1(1υJ i1i ケ 1:1 て主 11\\; 二，;~っ:r く.0 }f()，l'g、とl山、

it ふっi'I.i，出主主 [1\~; 二沿って，100 I. }jへ11)~，? 1"，:-)ーらil. I)~ 

.I'ji L ，三:IU孟でj長卜するの ニの iJ:í!引工4り~ ~'~ーで ilJJI恥二川11:

::る。 50()r.p.m. (6.8111町一三i主枇泊;l!正.二11'Iν)1'11ほとI'ilt.l

w二欠 1七し たり~rL~で j存 rするので wうj' {[iと吊n.fLtlfic¥l)心
従ってこ，t L以上 !1\\.!'d!:~，/';rtì く L ても 1位均史ととるわけてお

る。日()()r.p.Jl1. i こすれば，大、 'J 、 Uのう}:~Ii 品川 111(，(と 7仁川‘

l吹 Jjlj:l(Y よりも均以IYJ となって JJ~われているの W!えご

;l\ 1，~2乙ではi"tサト j}i!汝 7 }えひ 1.，¥;;で， JIHi1五ttf'r;主r口、有L町佐
ょのI!1， :lH~ ~乙が主 11\~の U~~M~; '~'1:十て初より I'， ';j く 11)~ ぎ|;ト

r)，!tてL、る(泊 451叫参11日)。

第 16節穀粒落下経路の総括

1 穀粒落下経路 (:xr 41-461刈)

!リ~ IJ(I 00 i 二七(十る子山lぷ !，~lでは;長 h'，';j ~ ~5 cm -:J. 

11¥¥のt;};判Jが交11Li二)えi王主寸¥り()Or.p，m. 1}.8 ms)では初

段び枇のI;n界線が分断i.Lllfiめる。 400r.p.m. (5.~ mis)て

l沈に不低下1及びw伎のi"t'Ýト分散が始まるので [1\~選の明:

は充分にあるものと考えられる。 ;'t;卜一I'，:;j~ 15 C111以卜で

i工作々のぷド経路はiff複l， 11~述の変化と関係がない。

従って主[1\\に5ìl:~悼の受It ~(\， 、佐i百に{[υ')+1:<をl以付;七飛

行協ドする伐Hがjl出物静止状iこ決ドするも1度の風速を必要

とする。日1Iち， Mは 7，9m/s 以上，耳、K:~:LI 工 6.5mls以

上，制伎は 5.~ m/s 以上あれば分出品し幼い状態となる。

飛行経日告さと比較すれば， 350 r.p.m， (4.5 m/s)では不訟

判， fJJ 'f~:t:~~ ~主既iこ主)凡の 1;t;1'~~ ~を '2:十， 400 r.p.m， (5，~ m s) 
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4OOrpm 

Lハ電 400rp.m. (5.2m/s) で=-~\

blim 川町

1 ヰ孔 ，<， 'x 

件ヶ~ぷ-x- ふて"" .，T百五
タリ 500rpρ'iJ 

立町C勿

%1 叫 m.(山/り -L I 一一一一二十」
1 )J品 川い、 ー一一一一一一一「

立よー- L- l 5 10列 6沈7rpm え
J決I{'m

hJJLJl 50~ !}、主
ハ己主山一一十一
%1 700rpm(9./(η'/s) 

501- 'J，''̂ "1 十

トf 勺 m
Lぺ/¥X¥四九
3ナ¥5 明可 J川 J

10手'i

叩
川品
寸

1

1

1

1

1

1

tt<分布図 落下経路

第 41図 殺pの縦分イlilえひi為ド終日れ (1火1:f{J ()O) 

大豆，7山)

一一ノJ司

て:;t枇泊、 11'.\~名 'I')'): よりt1 111斤 L Ili'id)，ィ、松下i.liIJ'):より 1111 こノJd-j)おニ1司lはほ)()r.p.m で11大IJ{J()O ::工 J;1]11 がJl~

析する。 大分布 lit と I~( り， 10。で 4 ;Ij 1 j， 4()o.:: 4す1]と5;1]との'1'

ωo r.p.m. (h.5 m/s)では仰が主11'.¥iこより 11'.¥路'1'['):より 11'，);ニ移動する。 1\住友も ;1\ ヱ似たうf イ!j~{ ぷ L ， jhtこ:l()O~

11I1~íL 始め， ~ltií斜め lìíj)j 450へ孫ドするので浪ドI:';j:" 4()Oでは没、{ヒfi'少，'n、o iJ、」乙ではほ)0r.p.m. ()。で 2刈11
~5cm では1悶のw界i 品とJf!~~j士し司犯に 1氏述がJ竹 fJlll ヵ4士大分イ!illl(となり， :3(fでは :13t1][j ;二移動 fるo 800 

れは，籾と持tI工分i析することがわ泊、る。司、T!'(~P ， 籾伎は r.]l.m におL、て， 'J、'，iii()0~4()。で (ìJrlA:/f，が 2 刈↓ I fJ、

既に11UiH土1.iおから1II111IL司へうへう1((線(1']:ニJ九干するが・ ら :lダ1]il iニ修fゆするが， )( 'Jでl工:lO。において :2)iI]日が

ffi::if'I'外へ飛散する。 11土大'，'人となり， Jcpも小:pも大たがえい。 J!IJち， 1吹上:flJ

l吹上fljの4、1;~~合作士郎\'t:(，二ついて比較すれば，抑制似 (r よりも 40。の hが材料は述 )jへ飛行し‘ :1()O から材料
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600κp.m 

¥1"叶布図

10" 

調て

第 42図

落下経路

殺宇佐の縦分イli 及び i存ドれ~1í (1次 I:frl10') 

10旦l

縦分布図

50 /OOcm 

m
 
u
 
m
-
-
1
4
I
l
l
i
-
-

議責

11大 1:)) の-，'1)沢がでてくるが」地物付、のせ~)!IJiこより 45'以上

第 43図 殺杭の縦分イ!i:攻ひ治ド経路 (1火 1:作1200) 

落下経路

で \iir.~[-I{-や均れがない。

800 r.p.m におげる II)~ [j(1日Ijのタテ分イ!Jをlヒ絞すれU:.，

大小 1.1は400:ニIゴいて，、¥，IJ然と分断し小 I，'L，小友は (f

仁りも 20。の)j)う:，1)~~的となる。小友， :fJ，Hi 300のJjカ‘

H，、と，I41われる。
しかL，1'11，枇， 1:11伎の分離ではiik.l二5(]00 の)jが後

れ， 4()O iこするとぎは{I一切阪の位iむを1L~ 米る jíH り J:lfて、

J1\\~各じ近つけた }Jがμぃ。 ニの場合の11¥¥速はliijおか 7.8

m/s ~必要とするのに対し i走行では 6.0m/sで充分と

!ili、われる。

1111ち，殺約 1WHiの大きいiJ.王([では空気との降、JtH山'/1.. 

が少ないので刷物体のは;¥¥IJに従って述Jjに飛ぶが，W， 

~IH~ 友の I~U き W，fjの付着!したものでは飛行 '1 1におけるt抵抗か

大きくJtり， 10~ 0' U子られて失}一生した ;1k!L~ となる。従っ

てjJ!奈の'1If}'GiニfゴL、ては!'li:る何度でI吹き 1・げ， 必ニI:hー

では傾斜似があって 11\\iJ:~主流されるが， 'JJJiでは，ニの

ii大上f々が~!;1'キし，特t ， W佼ぐ干では'l主流特'<1こ沿って飛行す

るので， I仕1上1:1;1切'Jl似4伝式4合/I日:ゴ{げfて1氏ji宝iずるj幻j，カ!うj、r良'1lいと!巴Lどi

2 穀粒風選指数

九A'H'い二ついてい1ー縦分イli合している場合の適当|司転

数合吹1::1今o。及び :10。にて比tドをしてはるとみiOO夫のtill
くである。

:1'1<1主主としてl吹1::111:10。において凡その凶転比ギ'士

ぬげたもので， 1りょ l二1'100 の143合は指数泊、らJ主'r，i"して‘
r.p町m.を求めたものである。

k見当主として1'l'i仰を.ifiiび，*~t分イIJ の同ーのものを泊、咽

転数として籾の 450r.p.m. iニ於げる指数を 1印)とした。
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400r.p.m 
E 

円、:一二エ
内 4rβ勺/"時

1/("pm (6Om/'; 
ν 。列 500r.βmo/ 川

Ju¥! 

九
五O

% 

口

/、表

/¥~ 
5 10列

IOOOr.p.m. (115m/s) 

1011J 

縦分布図

800r.p.m. 
E 

so 

平

50 

小麦

'----------siJ¥、

組

50 

落下経路

第 44図 :at粒の縦分イ1)及び務ド経路 (1火上f11:¥(0) 

IOOcm 

l 
IOOcm 

1 
100cm 

/品VJc，勿
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50 

ザ
ル
移
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/品Ocm
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/ジ
九 定主
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/jー-，、、

Ol)()-=>CJ:: 1 γ~ザ主主む信耳下一×一一一一一
10事:J

句
史」

/0 ~J タ卜

第 45図

第 10表 材料別述、Ji1什l恥;数(1:後間)

i火上 f{J 0。 i火l:f!l 300 

íJ~ ，j，¥村市}
羽祖~ll'Inl転数 | 指 ヰJH~'li.lfll 転数

f.p.m 数 l r.p.m 数

籾 500 1.12 450 1.00 

』托 ょ: 500 1.12 425 0.94 

i乙 日60 1.48 600 u:¥ 

880 1.98 800 1.78 

大 IJ 小平立) 1000 2.2:¥ 900 2.00 

大 ~子(大粒) 1110 2.48 1000 2.2:¥ 
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ー 一一-10 /1 /1 /3-9'1 

第 46図 l火上f{Jと縦分イl'

1!11ち， l'大卜-JfJ:moでな大'J(小平:L)I心rlJの 2ft;ロ)1"1転数合
必l?J..iとL，大'J(大約)ではII}に到)J"ct，;っとする必l!kがあ

る。逆iこ lH~ ょでは 55も ~Nで允分であるといえる。しかし

吹!-.f{JO。でi工30
0

よりも 11.2%附のl'iJ転数合必!}lーとし，

flj と』住友は全く I ， ;J一分市であるため|可Ilk~ 数も liiJ ーであ

り.他はlり~ 1 '.ifJ 30。とI"j一比例l指数にてほほ充分である

と!よ1われる。

羽1ルド lul'I~; JZi:と風速とは:il:比例するのであるから，ニ

の指数はそのまま H心主の比例指数にもなる。 -WIJ~第 1

wのIi倉6J¥リ11児殺機について比較すれば，稲の飢忘)瓜述
、i8.5 m;sで，友は 11.6m/sである。日11ち， 8，5: 11.6二

1: 1.:)(iであるから，J-，J.との指数1.3;)li.'J、ょとして)@~Lj 

であることカ'，iJEIリlできたことになる。く二の指数はmt犯t
~~，スレッシャ一等のJJf'll設計に対する!え準となるもの

である泊ミら， 111Y)iこ比、じてベノレト市の凶径を変えて羽似

中同転数合lJi1l成する場合の11'(f王をl}.とめる比例j指数として

もi，fjl目することができる。

3 風選指数の検討

殺pの臥i:rrに関する初)¥)]の:fi)M~として 1fttitによる選

日IJ~)主 !i1fと L ていたが， (I，'.J11; の I/IH ，司、mWJの Ir;~bli:ぃ

l 工作士:~t\l!.の ü.~{ì物と L て l[!.j放う I以JfTi こ fリí" ~\jl比吊\!，iI; ~J Ij，'(る

'A"見が広くほ!日されるようになった。そのぬ， '̂alth肝

心 Brenner L¥:;6lによれば位半、，'[の"i-!~\) Yr:(J'JI'[:f[合杉山
して， r:1の制11長引度、 JllJ)'UJ，l中!えの状態当から1111，;:rrの

京本となるのはGぽ比によるものであると述べた。ここ

で Gは例休屯tlL F(主l吹きつけられたf冊子のl函Tt'lであ

る。I-LBlenk氏3)によれば活 F速度7(1は次の六で夫わ

される。

/2 (; 
W=yρ 'CIl，xF 

主主に ρ: 空気の街皮

G: f!T([-のif(:，t (kg) 
F: 約のItJiffrih'1(m2) 

C'C:低J'iL係数

(H¥ fの1[;状， i'会下安警うにより)1'"なる)

日IIち， (~ll' を加えるニとにより，経験と一致したニと令

述べているが， J主 Jjj\予の附 fliJI~行 '1'に G/Flヒは炎、化 L

てくるが長前hが瓜I~'J と j l' ([(1になったとき，肢も速)jへ飛

行するといわれている。

第 2)<によれば，比自主小友が1.:36で 1系大きく， ~IH~ 

f麦が1.05で以も小さい。日IIち，小!l:.， 小包，大豆，問、

再l，~!i:.の)町{となるが， 1000 t:U!i:では，大豆大下:;，・ 'J，t:i， I卜

~-i.， 小」己， ~H~支， 1)1の111((に小さくなる。し泊、し司ニれで

は'jミ際のI，EI，選指数のlIIilif;とは， }{~友一， 1)1カh人れ符わって

いる。 次に G ~どれーの 1 例区 (g) ， Fをれーの長市Ihを{!iむItJi

luHN (cm2)とすれば夫々の G!Fl七及ひ1111，JIIj指数のI1弘二i土

;'{¥ 47はlに示す白11き関係ができた。

!!Ilち，こニにボした指数は1り~J '.f!i :¥00における111'[であ

るが，これを似に子細!万')'(の羽似'Ii同松数合初と(也の殺

れについてt附べるとおI;;11 }<O)WIくである。 (IlL，殺N

の合/J(:，¥:戎るいは 1000Pif(が異なれば全く制り、JIY0指数;

とはならないが， 1111，J:iIiしようとする殺粒の GiFlじをぷめ

06 

日5

G/F 0.4 

0.3 

。
18 l，~ 121 24 
)j¥大大
E 旦 E

D 大

第 47図 風選指数(吹 l工作J;，00) 



248 北海道大学i史学自~i\，)îl文紀要第 7巻第 2 号

高き 6cm 高さ 15cm 高さ 25cm

第 48図 予備試験の籾等落下終; ~~ (附子は lOcm)

穀粒 | エゴマ | 務麦 | 燕麦 | 籾 | 一戸~戸*[ 大豆
指数 I 0ω I 0.74-0.88 I 0.95 ∞ I 1.12 I 1.19 I 1.12 I 1回

ることにより，その風選指数がわかるので，I;!f;K使用或 場合について受仲上の落下状態をm~I，11 された回転数にお

L 、は設計する際の基際的数値となる。 l、て比較した。

鶴子の(l.'q(tについては，例えば燕麦の 2粒級や設頴の 予{IiIj試験では籾を{共試し 500及び 600r.p.m にて落

付着した場合においては，Fの値が大きくなり， 従って 下せしめ，実用試験ではl吹上角 00で，籾，小麦及び大豆

タテ分布の務下距離は更に町内加する。完全球Mに近い稀 (大粒)を供試し， ITII転数は400，500及び800r.p.mであ

子においては落下分布距出uは短いものと思われる。 り， I次上角 30
0

では小麦及び大豆(大粒)を供試し，回転

数は400，600及び 800r.p.m.である。吸気口は全開と

第 10章穀粒落下分布 した。

l吹出口における風速分;(liと穀粒落下分布との関連性を 第 17節籾の落下分布

見出すために，先ず羽恨枚数及び取付角について比較す 1 平均風速

ることとした。即ち，空転時における風速分布が羽恨枚 2，3，4枚における取付角毎の V及びDにっていて図

数及び羽恨ljけl角によって夫々特徴ある分;(Iiとなってい 示すれば，第 50図の如くである。羽線車回転数制

るが，穀粒を吹出口全域に亘って直上より務下せしめた r.p.m.における平均風速 Vは3枚羽恨は4枚に近くな



吹上角 00 吹上角 200 吹上角 30。 吹上角 400

第 49図 各 材料 の洛 下 経路 (裕子は lOcm)
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5'_440 00 十440

羽摂取付角

第50図 、11.兄J)oJjl速(V)及びloJjlj主似ぷネ (D)

(6D() r.p.m 令:1)日)

1)、←440 よりもo。の)jj);';1¥くなるが，十440にしてもlw
IJllf'，¥皮は少ない。

2 風速分布と風速偏差率

2，3，4炊におけるl[，Hf(jl手の11¥¥述分イ)Jについて同心
すれば第 51 凶の立~I くである。 Iffll'l 分布においては 1'. ，

'1'， fViとIt'i線的iこWilm-j-るが， 1州、Ji(1がliilMとなれ

ば， ι'1'(交が強く t(る。水子分布では 440から 00へ

と、ド行的にl竹加lしているが十440では，41交でl吸気IIj)iiJ

より|人JMI出で附加せず，もiV'ド1¥1)分イ1Iとなる。 :1枚 2枚

とJなれば， IÎÍI傾羽似の効取がないようである。 ~50 凶

に fゴげる11¥U'JiH"j，τ:本 Dイピ比較すれば， 4枚では ()O ((1.:1~ 

6.570)， :1枚では00 (6.9~7.:3%) ， 2枚では十440 (7.9;もj

とたっている。 1!1lち，1U付f(1(jD叉はliilMの}jがnいニ
とになるが， ニの!問!日悶i司1:凶l証辺ilにつLい、 vて亡((主 f第t詰~ 2械幻37)にfおゴいて，;f

副紺制11仁、に二コ!'sベてある。

3 落下分布の解析

〆I'JfH.JVHi(j日11¥こ 1:，'1'， ド伐のIJ(刊民Li'主うt1li合lt絞す

れば，干段はHれも絞いlJ' P:I)うIイIJであり、 440 ごよ

卜:， '1'(交が W'f:lf;l)うよui合小す。 00 ーでは'1'央川泊、、ILJぢ(ヒ
し司十4どでは1，I，j(JIIjが強くなり， Pfび W'子引をふJミす。け;

i こ j長卜分内iのう~'~ ';}-イl íI，I:IIII~~RiI)について比較すれば， ;~n 5~ 

1-:<1より 4枚二トHW二f:;¥，、て 440では:全体が W'j-:I8，1分Ilj

となり， 0。では法)jが絞L、U'7~IWで 6% 以との線11:\

タIJfIにほほ、lλ均化して分布している。十440ではIl}び¥¥・

't J~J 分イlî となり，風速sm~ 、分布の(I.'，j所は :l 分され， (j作

総 (6~も等分 .M :，tll\)~品の刊行)が :1 カ!貯にノ t:: じている。これ

は 11\\)七分イ)J，こ .tòlt るがi~~ とほほ宇致した分布となり， 11¥ 

E品、 卜:， '1'伐の水、1;11¥¥!'j{jj' {Iiがj長卜';j'-イlii二M5"f年すると二

ん大であるといえる。

1牧羽似において， 一440でlは工2夕釧刈iリJn'企土剖!旧頁貝〆j点l

{毛愛刻tぷiにこ)ヘ¥ヤつ1一や1，川'iJ---主勾J門Uで7分〉イωliLているカが、'" ()σ
。
Jえひび、 十44ど

O

で;ユ土

:1ダ仰州IJf日lイ企土引l庇凶l口1.1，!ハI、と して)古前ii泊ii1徒をにヘや勺ムや守似fたニ勾円配4でう分fイ拘IJしてい
る。十440 では 6%線が4刈uに及び， j，l.jil!lJの 1%減か
J;~t くなってくる。 o。では 4 枚の -;jが均一性に催れている

と !~Jフれる。

2枚羽似のltliii主，一440 も00 もW 字引分イ)Jを'，¥l， 

ほほ似た分イ)Jであるが， 49も線がlii[}Jへ1T![れ始めている 7
十440では89も線がなく，上り均一な分布となっている c
ニれは1:f¥¥!:t:H，J;モネがliil傾向では7.9%に減少L. 他よ，)

低いこと力、らHfLてもj[)ーな分布の起り件るとニろで
ある。

1ヘア'ドIW"j'イIJが汽しくなればホソパーから均こ活卜

しても， 1恥Ji"j'イ)Jのせせし、制l'9iに仰が流れ込むような現笠

を "t:. じ，たとえ糾，)，の似てど縦方 I('jlニ片山 L ても:Ii.:t iJ~ 下

4枚全開600rp.m

5 /口町's

よー十一←ー吐-Q-4-

中斗一一二型':~~ー
下→一一一ー すさも i主唾

2枚全開 600rp.m

5 IOm/s 

よー十一-""Q¥.，万オ一一ー
中 I'44

0

":;過こに

下→←一一一一←-'OU-ー

(注)

第 51図 予備試験における風速分布

[叫;土下JJから上/Jへ風が吹いており列 11から列と直角に材料が分内jL ，写Jlと同一分布になる。械の初刊
を「列J，縦の相子Ijを「行j と呼ぶ。 千千析の?もは分イli総;取量に士、Iする I'I分ネを示す。 同一%をがiんだ線は;~守

分布日:1111線と.f<!l、L，地l苅の等高線に相当 fる。
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第四図 二HIli.試験における籾の務下分イli (600 r.p.m.) 

とはならない。これは風速制定率が8%以上になると現

われ， 10%以 I二では，その傾向がゆJllj，(となり， 2， :1及び

6，7行目に特に多く分布する。

ぬor.p.m.についてもl刷、Jf1jJJljに比較したが， 4枚， :1 
枚を通じて取付角 o。付近が比較的良い分イliを 7J~ Lてい

る。500r.p.m.における偏症率は第50閃に示す如く，ωo
l.p.m.と殆ど大差がなく。変化の傾1['](土全く似ている。

以 kの結束の '1'てt段低の刷系本をノjミすヰ~j1H枚数につい

て落下分イliのi':!cl.、ものを一括して)<ぷすれば第 12Xの

如くである。即ち， 3-4枚では取付角 00，2<1枚では

σ~十440が最適格下分イliをノJ;すものと忠われる。既に
述べたIn1く，風速偏差本は何れも 87も以下であり般

第 12表籾の紋適落下分布条件

UE長l扱 J羽根i原準偏差|出品!日fil:2
r.p.m 枚 1取{.j戸1¥ m/s 引刷、j.ftl

ωo 4 I 00 I 1O.9c+:0.71 I 6.5 i 0' 

刷 3 ぴ|川土0.73! 6.9 I σ 
側! 2 +440 9.4 c+: 0.74! 7.9 I 十440

制 4 I 00 I 9.0 c+: 0.57 ・リト440_00 

白川 :~ I 十440 9.1土0.64' 7.0 0。

にfllli，，¥，ぅギの低いものがi'frト分布も均一に近いので， fj，oX 

本の低L 、ものに/九下分イliの H6~土決'ぷする、1'Ii'Ji'JWi，I，をi汽

いて，ノ平交えないものと，Uわれる。

J.Jい工/存 f，'，':jさ 6cmiニおげるJ存下分イIJの創;*につい

て述べたが，次に'jn日ぷ験， t!1lち，部下18jさ:25cmにお
げる籾分イIiについて述べる O

沼田区1(a)は 400r.p.mにおける吸気11全聞がlの取{-J

fljによる分.(riの変化につき等分1jl註11Il線を示したもので

ある。 l!¥lち， -440 に I礼、ては W~ Î':I\') 分布~~ ~{~:して :l 行

t~ ， 6，7行日に6%線ができているが， <)Dでは 6%線が

3 列目にほほ ~j白線に分イ1) し， lìÍi後に 1 ，1J ー勾配で分イli し

且つJiijfjの 2%及び 1%総は1誕めて)1'(線化している。

+440では再び W'戸別分布となり， 6?ら線はJn...'i.の 1タIJ

日に 3ヵ所にIJ:り分布してL、る。 I，!，j似!の臥〕七が強t¥.、ので
:2%及び 1~も線は W' j-:Jfj'l. ，二分イ11 している。従って j長ト

I'，':jさ 6及び 25cmにおいて， /名下分布は';;'i 'l以11年の l!f\~述分

イ1)の、IL均化したものほどj，'J.¥，、結果をアJ'し，且つ{l，O江本

はヰl恨1¥1:回転数にIYoj係なくはi士一fLなので， 11'cHf1jりIjの

変化が比較11¥米る。

第 18節小麦の落下分布

I吸イベ.¥11企IJtL4枚 500r.p.m.における取{、l'fljのhU?呼合

小支について比較すれば，お 551寸(biの1)11くである。
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-440では緩かなW 字型分布を呈し，2列目に最大分布 第 19節大豆の落下分布

線が~f'.び 3 及び 6 行目に最適分布量を残している。 0。 吸気口全開， 4.枚 800r.p.m.における取付角の影響を

では3列目に 6%線が平行し，全般的に W 字型を呈す 大豆(大粒)について比較すれば，第 55図(c)に示す如

るが平均化している。次に +440では両側の風速が強く くである。 -440において，W字型分布を示しているこ

なるので再びW 字型が明瞭化し， 6%線が左右に 2分し とは，既Iこ紋l及び小麦の分布に述べた如くである。最大

てしまっている。 2%及び 1%線は W 字型に分布して 分布は2タIJ目で， S%線が 2，3及び 6，7行目に2分して

L 、ることが観察できる。 分布している。 00においては上，中段の風速が高まるた

-440 

00 

4 枚 3 枚 2 枚

第 53図 予備試験における籾の落下分布



市川 1，'1'11;二l対する 1，)1究 25:3 

し7こ。

第 20節吹上角 30
0
における落下分布

め、故大分{Iil主3列Hへ移行し， 6fc *~泊‘ 2 ， :l 11j 8 I刈)j

tこ亘って分イFしている o4， 2， 1 ~も線は 4 71Jn i二千均して

平行L， lol ，îßUJが若干:7r~び山している。十44
0

に tòl 、ては

更，こ風速が強くなるので全般的iこ171]遠方へ移動し， V，r 

字型1.;)-仰の傾向はn)J阪となり，初，小麦とかj十jむこ故大分

布団引の例所が3ヵ所に児られる。

lり;上向。。日1Iち，主1氏が水、1''-JilriJにl吹いている助;iI1，

大立においても， 1自の士1PとH憾に11'zHf?IO。の決下

分布がより均一t'l'. i 二，~!Íい状態となっているニとが 1'1]ゆj

'.11干のl匂さか ficmでも 25cmでも羽以11ぇHf(JのJil";1寺l工

夫にWJI僚に現われていること全知lった。本i1iiにおL、ては

Ilj~ I:f (1 :100 l!llち，主1瓜が 300 J二}jへleJってl吹き上けてい

る場合について，羽社VljHf(1のJjt刊を比'1浸してはた。 {jL

ぷ材料は小麦&0、jミゼ(大*;1)である。

-440 

ir可
づJ世主規

4枚 800~.ρm 全開

。
15m/s 

1V4十[!?三千十1
4にふー

，tb 
6 

+440 4 

3 

第 54図 i火 L-_f11 0。における風速分イli

』戸五
提言三三皐↑t

7YL--J/ 
8 6 4 3 

。____I ，、、~ -一一一ーーヰ'--1."同
二三y 斗斗|、モグfー¥?ご引!日
/8 5 4 3 2 /8 7 5 4 3 2 

(a)籾400r.pm (bJ小麦500r.p.m (C)大豆BOOr.p.m

第 55図 l火 lf(JC。における決ド分イIJ
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第 57図 吹上角 300における落下分布 (小変 印or.p.m.) 



IYi f;¥¥: !hJli二¥Y;¥する研究 :255 

l 小麦の落下分布(川57凶l

うLiftのが{LI:;う、わfJl、給ローノレ日)JI;1、lがト札わてIN')'¥(iであ

るため， :(.~f: \[l の J存ドは1'， I ~ iドりのうfイ1IとJたった。従って

全般的l ニイ i 干りの K:i~泊けに ll' 下 JWí} イIJ と，\'.，る。 1()() r.p.m 

についてIヒ'jiをすれば 14" て 2ダIJII;二8f;}料!泊、多くうj'.{!i 

Lているのi二九JL，+'Wでi主GfZ似泊、，)ヤIJII;こも 1えひ，

~;c 1，えひ 1;~ ~:~il. ~dUμえすれば、 十.. W;二fil、て1，I，j(!liJ泊、必i

iι:， 1YI~ ぐと乏けている。り()() r. p.m の li~\!郎主 ..!40~ 十 44
0

8こおいて 1O.:1~11 付 n1 ，' S ¥こ変{じするのコ!()()r.p.m より

よ!主}j;二分イliLているつl!¥Jち， -440でほ4ゲIJIIに 41l料、

かあり司 :1 )えひ(;ii 11 ì 二 5行部，}~があるので W'(I\II. うf イ1I

の ~!;1~~t( <2:ナているふとがjヲかるの ()οhこ↑礼、ても 45;)総

か~ j} Lているので'vV' (: "iJ jj' .(Iiの似|りが伐 i)，+140
• ,. 

ょ :1ロ紛が 5~ (i ;1111，こうfイ!iL、 -~，!Jg 、うf イ11 0 ) 刈 l く M

~~てきるか， :2， 4， 7 i j 11;二:1.L)，.1.0， :¥.7;;のうfイJi:I!:泊、あ

るため， 1デ心主企卜:Jると， ニ，tL':-!~'カゾ1 えんうj'- 1'ji ~r' IJ、l'ょと

がちえら，¥l心。 iiEって W'(:II;IIの{ばll(tJ(J '~JJ~\ くえるものと

史、われるの主、主と i リH泊三:~，\::\. 、泊、‘ (f泊、lじl校1'1'0、nり(ヒL

1--，一

-44' 

:lh三三ミ司↑i

一一下一一一一「 一寸一一-， 一一一了一一

Jト風

iJ .; 3 2づ|向

Irーア ー---. -1-

'87 5 4 3 2 

第 58図 i火 1:flj 3(jOにおける落ド

分 .{ji(大，/800 r.p，m.) 

ているということ泊るできる。

2 大豆の落下分布(第 581記li

大¥j()..: tり M二TゴL、てはケli551記1I仁川'iJI采i二品00r.p.m.，ニ

h'l 、て比較した。 440では W'いf;ll.うfイIJイピ小L， :1タIJ~I 
w二段大分イ1IがJjLわれるか司 H71市!州、 5ii 11 iこできている。

げでl対立い W'(:司1)とよιり、 67も総泊、 :¥，1¥タ¥111;こ拡がり，

:2 j}- しているカ汁 1 1 火 /~ijの '1Ijl Ijは治とない。十440 ではjI}

び W'j-:I¥I)となり， 1¥ )iIJ 11の111大分仰はが :1カ!好にで主る

:状態M二ある。従って大ぱ (kPIにおし、てもljjHjij00 ，二

f北、て、ド均化したうよイ1Iである二とは，小交のiL;fTとJ¥.'i;;;

iこよく似てL、る。

第 21節穀粒落下分布における総括

tJl司'卜友 fえび大 '~L IjとfJ l、 tiA してのふド分イliì\ll l/.i二払'í~~:1ピ総

括して;1;/¥る。 i吸う，(II'dJ日司 J山、.¥j[ii]'1己、数iこ[ol、てl'JHHJ:

'!1z iえひ JI;.I、Jflj の J;f~~M;~:こっし、て比較して見る。 イナIJ合 (j()()

r.jl.m. ，こと i)，+Yjl1，¥!'t企比l校寸れば， IIii (I1HJ似が)I:d.，

強<， :1 I文，mw.t4¥文hこ紋;IJ:してL、ふ。 11，\Æうfイj j(主 iそ~;1l

ilj点、¥¥・，(:11;'1.うdli-2 't': L， 11& '，，(11 ulJltJ必¥l、のιk.Jし，}j!z 

射ニI'JlU(lli Hi1j ()O)では絡カイCW'{:II:I)と/cるつ IIIi似〆1'liU

とは 1，I，j1l'11)えひ'11リミ/i:ljが強くえるのでI'}びれマ，(lIil)合lllす

るが、 :2¥文〆川社どでは欣射〆H十Hと(J:J.ている。ニHIW以{、Jfljゼ

IIii似に変化しても， 1:， '11r~ の J"IJ1t く /c り， 卜Vz(主金、化

Li仁い。 11，\辿 (1 ，，1 ぷ、十くによってこれ苛 ~(-.Jl~すhl!江í 50 

I~Lこぶ寸 I!I\ く、:\， 4似;でi主()'， :!牧では十440;iJ¥UWi，llli 

-'j: /]、し、 (i.5，(i.9 Jえび 7， 8~~ である。この (M，:':本は羽似'1':

lill'lk;数に t って営化するふと tJ 、少 I~C¥.、ので，斗:'Iiz.Wr;こら

げる、V-J匂化の1'i1'i.EJ見刊i を 8~) 以卜と決めた。

主11，¥の1-.， '11， 日立における点、1"11，¥辿分イ)J合JI;.Hill'J)lj

M二lヒ'¥iをすれば， ト!'ZI1I"JJlも緩い U'ドI1ヲ';jイ1Iであり，

_440では，1-.， '1'↓立が W'j-:J¥I).うj'.(Ii ~土がす。 00

で i 工 '1 1火

\'íl~ が、IZ Y-c)化 L ， 十440では 1-.，'1 '11 JI，，¥，I，jlJ&. SzU 1 MlがIjrrtく

Jなり， 市び W'j:IJil)念日1するのかカミる:1)、ィ見は:¥枚ニドllE:二

tò\. 、てもI，~られるカ\2 枚で l主11;1、 lflj の ;iぴ?主が少、な L 、。

三??の孫卜分イli-2比較すれば， -440

は緩い w字)1~J.';}

イli念日しげでは外)¥合がi弘、 W'(・Ifil)であるが，故大分

イli位!と;1主、Hi'L，liij 俺共I，;J一勾配でうI拘iする。十44
0
と

はい1ω¥11がJJTItくj主:Jjに分布するので羽ドド1¥1)のf¥:([I(，j7ぅ:強ま

り Lかも11え大分イlil主li'lは日分される。 :l¥文ヰl似でもiU，

た傾It'jがあり， 2 ~、文羽以では十 440 が、|ム均化している。

)以内i主主!試の，J日 '1'伐の)!f，Uili:';j'イIJの1¥1)に大きく交門己主

れるものと考えられる。 4支什付与(í~25cm において殆

とこの傾向は変化せず，又， 1り~ ¥jij :¥00 ¥こ IゴL、ても ¥'¥1然

とi主し以いカ;W'j-:I¥I).分イ1Iの(ば[1('jl);J.¥され7ニlJ 'f・1¥'1.分イli

~ ~!~ー L ている O



256 北海道大学後学部邦文紀要 第7{全 第2巧

:¥， 4枚では取付角Go，2，九 枚ではl以付向。0_+440ヵ、段

通/高下分ず]iを示すものと忠、われる。枚数については4枚が

後れているが 3枚でも偏沼会終:t4枚tこ近いので 2枚より

は効栄的である。

これ等の結果については， 1'11.小麦，大立についてもほ

_440 

。。

+440 

麦r
 

大豆

第 59図 l次七fJJ300における落下分布

第 13表 {J~r.iJ\回転数 ;及び風速

(取1，1fJl 00， 4枚)

↑ l火二l二向。υ 吹上筒 3D"

供試材料 r.p. m.， m/s I r. p. m， I m/s I r. p. m， I m/s 

l 5∞ | 90 i 400 | 7お
600 10.8 I 

A A 1 400 7.35 
小麦 I 500 ' 9，0 I ωo l 110 

大 ~J. ! 即日 14.4 800 14，7 

ぼ|司様の結，治を('Jるこ とができたので， J以付角0'付

近が段通分布であると断定して良い。

上記測定におけ・る材料別のliil転数と風速を示せば第

1:¥表の自IJくである。

第 11章風力調節と落下分布

風力，JI~ Díj恨の取付位置によって瓜述分イtl\主広範囲に

変化し，吸気口全開時の風速分布とは全く塑を異にし

ていることは， ~況に詐!，j;38) したとニ ろである。手廻周

唐箕のl汲気日におけるiWt入風速については，第2章第

:~ 節に述べた良Il く， 吸気 11 の下半分が上半分よりも強

く，これか単に，庖y(風速のみを交配するのではなく

て，風速分イ])にも枢めて重要なる意義のあることが予

想!される。従って空l伝時における風速分布の型が果し

て穀粒落下分布と如何ような関係があるかについて測

定し，単独1;lf筑及び専用府箕に広く応用されるべき結

J誌を得るミとができに。しかして，風速偏差率の最も

低いものが均一なるy4<r下分布を示 し，最も高いものが

不均 -分1]iを示すことがド111列したのである。

本実験、に|努しては吹 I::fi]00， 600 r.p.m.において.

籾の務下分イ1)を比較し l次上角 :¥00，600 r.p.m.におい

て，小麦の/品下分布石f比絞した。装置としては， 1IIj者

が子制l試験，後苫がリミlil試験なるため，風J)，調節板に

よる風速分イIiは夫々別fI，'~に測定した。

第 22節風力調節と風速偏差率

;1~flUl'< 付 子iJ 00， 4枚， 600 r.p.mにおける吸気口全

11ft同心円閉 505も， 半円閉8区分について夫々の風速
偏差率をlヨボすれば，みf)60 I泊の立[1くである。!!IJち，吹

上角 00について述べる と， 全聞では 6.5%，同心円閉

50%では 5.7%半円閉8区分について比t絞すれば，蘭

閉から上後閉までの4区分に同いて 3.5-6.7%であ

り， ~t，こ判定脱却\ 8% 以下にある。 後閉から下前閉ま

での4区分は， 11.5-29.0%と2、微に矯/;目してLゐ.

以上の結果:について， 第 3#).38)において既に発表し

たものと同一傾向にあり，吹上角 30
0
においても偏量
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下

開 閉
、-一一一ー一一一~一一一ー一一一 、一ー一一一一ー「一一一一一一}

良 不良

第 60図 臥})調節と風淀川ぷネ

卒、主 ()Cのがfとあまり変化Lない。従って全1:11:1 ~j の fi.5)~

J)もの泊小l心l'mJ50;';及ひ、1".1'1絞り liijl子l泊hら|ぬ聞に

州、てfj，J，'(三本l工:t5%;こなっているのは、11って l:r~\法 'Jj'­

Ilili;- (i-j~j iじしたニとをイ、しており， i也の 41メ;7f，↓!IJtヲ司

政'.'.¥11の下，¥，:jjiJミら流入する7三%を遮断すれば， 11~\!tjÌ' 

Ili，ニ乱れ生生じてツ包気が11大:U11' l'央iこまで11及人されず，

¥" i 可l 分イIj~\\するものと JU、われる。平均 j氏述について

比較すれば， 公|泊lI ~j' 10，9 m/sのものが吸気，¥11を 50昇

絞ることにより 7.8-7.9m九l!IJち 27-'l.8%i成少するの

九こ1刀及び小£のj会下分イIJについて!氏述';)-イliと比l校し

ながらj主へることにする。

第23節籾の落下分布 (1火上[ej(f，第 61-6:1¥，，1) 

|川，i]，心L心、i円可|閉子羽]5ω0%ら力か通ら、平lド':1ド円I可j閉のi前ii狗ij閉よ り上{後美刻|陪閉幸羽lまでイをを 」

1括rjlてt比t凶L中絞ト支すると， 1瓜氏j迎主う分〉イ布lいIでは， ¥，口ル}
ド j共七緩やかな U'ナr:づy刑凹分 r布|いj~をプノIβミし，平均点、ILjj' イIJ と大 y仁 /c

いか， liij閉では1-.が UアfltlJ.， トーが J~立 U 字!?l となり lìíJ

J: 1~.li :l:. W'þ:i\lJ，上|羽 l 主|川端が (l~い。(下段に「品、て押し

L、)

u刈~'1 では下川が必t\，、が，好?と、ILJ勾化 L に)}イjJとj，~て

J~ ¥、。

J品下分イliについて述べると， I'i]心 I'JI~'1では '1 '1 "1の U'f:

号I¥j{jj合';}L， lííj閉では|刈~;M よりもいJíW] 'l. 1升Llが ~J~J いの

で.8%総が左右i二2分し， IJIjl:.聞で11W'(JW分イjJとな

りf，;め，~分した 8央線は (jJJ]JJへ移動して1O~も線もでき

てL心。}:閉で::1:.8~る総が lìíJ 聞と I':i]様 iこ 1 ， 2， :lJえび 6，

i.8行I1包こ 2';} L， jlllj~;iljの 1!I\Ut/J 引&J l 、ニと~ノj、すが)~

方 l~ *~U 主治と -[1'(和~R と々り、|勺勾 1ヒしている。]:後l!j'l で

11緩やかな W'f:i('J分イIJ在日するが， (j、 4、2fも，をはても
殆と Bド均{ヒしてL、ることがわカ忘る。

(同;(H.'，o)I':;j¥，、 V 'f'!\I) うHi~~止する川分について述べ

ると，後聞ではl火:1'，110)'1'， 卜l立の'IIj"1分イIJが始まって

u ~ r'.J1iIJjj'イJj ~ll~: L 司 8~，総は :l ， 4， 5， li rf 11の'1'央;';1:;二

集'1'しているη 伶1、!引では全体iドJi二¥'7)1il)と/(i)， 6， 

BfcJ都心こおレてlリIllf，そである。 トーliijlJf]ではソ1'1'.1:泊通 V'f:

mであるため，市下分イliもV'j':J¥リと /s:り， 4行11でl主10
fc，~ぷがでぎている。 卜閉の帳、，¥!'主分イliは 1:'1'1立が V'(・JW

で， ドf上0))j'イlil:1:.1]ムげられた U 'f・Jf;IJ_~(いするにめ，¥'，( 

JW/存トうよイIJ"'土今そのトJJi.~二 j主する η1 ダl]n'l' リとには 10昇段

ひ 12f千株主で56'1.Lている O

iノ~ ].の 41メ:7fi 主 V' 子 J1ilJjt，として， íuJ.h も l:r~\!七分イIJ と ~I

'i;~'にJi く 1以た何[I('J の決i'jj'イli~を 1)、しており，分イlil;(I)え3

"j !，~ (;1) fil-fi:ll均からも容坊に制官をすること1/>でさる。

以上の分イlI~と '// ~~Gによってがせばi正~ 6:ll><1の I~II くであ

る。 J![Jち. l'iJ心1']I~]IJ、ら、I" I 'jli"141三分 (lì Íj I~1 より 1'.彼IXl

まで)IJ: 2す1111を以大litとして日夕IJIIまで， へりや、|ムI勾し

てう〉イliしている。

l'iJ心I'JIULliij川、 liij卜-.J羽ーでは4タ11L11付。)1]へも分イliLW
下引分イIJの傾向化liIするが， 1:I!j'1lえび L:伶11'-1では， 1， 2， 

3タ1]1I1付iこJI正まって平均化していることがiul祭できるつ

後閉カ‘らは次第に V字引分イIJとなり，後ド院]，下聞及び

ド後聞では占引り11可である。

第 24節小麦の落下分布(吹上f{j:1(
0
) 

lり.~ I:f{J :lO。における l:r~\) ) ， J，'~ iliiについて，その風速分介i

kイ、せば弘ii791可!の I~II くであり， 1り~ IJ{J 0。と l ， iJ~傾向を

ボ Lている。風速fll1ilネを/1~せは;;[04 去の如くであり，

1，，:1ノ卜すれば;:HfiO 1刈の/，(¥1くである。日IJtコラ l'iJ心1']1井]， w.び
にliij]羽から]:後聞の 41五分は仙J!1~ヰ〈が{氏く(:J.0-6.6%) ，

i長時1からド lìíjJY'] までの 4\メ;分が I~:j く(l:l.0-27.4 5も)なっ

ている。

第 14表 I火 l二f{j30。における !{t¥))

調節と仏?!差率

吸気 11，調節 松 N'iI"i ぷ l風速侃J壬率
m/s Fも

ノ二f、 [:fl 11.2 ct 0，fi2 5.5 

[IIJ心 ['J I~C] 50%， 7，9 ct ()，52 6.6 

IJI) 1:11 7.8土0，4竹 5.9 

111) u 7.9ctO品目 7.4 

11 7.9上0.40 5.1 

後 " 日1 ct O.'l.4 :l.O 

後 IY] 7，8 ct 1.01 l:l，O 

{炎 ド " 8.1.iニ1.5:¥ 18.9 

ド 7，7 ct 'l.，ll 'l.7.4 

下 IIIJ " 7.7 ct l.40 HU 
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第 62図 風力調節と落下分1'1i (1次上%100，籾， 6JO r.p.m.) 

第 63図 風力調節と落下分布(吹上角 00，籾， 6∞r.p.m)

同心円閉では全開n~f よりも偏差率 1% 高いが，風速分

前は上，中，下と次第に中凹の U字型分布となり，落下

甘布は全般的に緩やかな U字型を呈し， 311J自に最大量

が列状に分布している。

半円閉では調節位置によって1::. 中，下段の風速分布

が全く異なり，しかも主風向が 3JO 上向であるため，風

速分布による務下状態の差異は敏感に響くものと思われ

る。この場合も吹上角 O。における籾の落下分布と同じ



:!(i() 北海道大学技学 1;1\)1\ 文紀~ ein'{主 (定:2-~; 

同心円閉 前開 前上閉

!同打」 ilj干三1 ~E矛ト1

第 64図 (a) 火l一角:)(jDにおける風)J調節!と風速分イp
(羽 fl~取十lf(j 00，的()r.p.m.) 

上閉 上後間 後閉

il/つ二千j ~B主三l ~仁{す斗

第 64図 (b) 火 l二fTl:1()0におげる)<fUJ調節と風速分布
(羽根J/;;:千j"fij00， 600 r.p.m.) 

後下関 下閉 下前閉

日土ヰ i日十3 ;ELJ 

;h 
]刊lイfffiJIiD~ドみ司

第 64図(c) 吹 L:11j 3()0における風)J調節と風速分イ[J
(乎j恨取{、lfTj(f， 600 r.p.m.) 
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〈、前閉からl:後閉の4区分が平均化Lて分布l，残りの

~ 1亙分がV字)(!J う〉イlj~~止して L、る。既に第 20白iJl. iこ述

べたIiLIく，イ斗日[在においては全般的にイヲ下りのう}{Iiとな

っているため，平均化といっても右下りの状態で子均化

して分布している。

~t:lt';} イlí~:!R 1 斗:XPì51文lによれば，述万へJ九干ーする殺p

よ 1..伐の J!ft\の彬千'~I~~'乏:t ，近く t二;r;干ーする ~'}:PI土干↓立の

Ifiの影~~~をけるものと Jど、われる。ノì--仰j 合， IÎíU :I羽攻

:上院iで比較すれば， IIii上聞は下段が W'よ・I¥I).';}イ11をし

ているのに対し上閉の下段11，!並U字Jtl)の'1'1日1分布を
日している。

議下分イliiこよれば， lIIi-!引主緩い U'r:J¥').であり， jlIJ~;-品が

列と平行叉は上り気味であるのに対し，後者一は全般的に

l占，j~iti\ì刈と、|正行か， 下り気味となって L、る。 日受閉の

6界線は :3タIj1=¥に、[L行し，近くにf高下したものは下段の

風速分イlíに}j[~i得されて， 4， 2， 1%線はやへつ'1-'111¥0ヲ分イ11
となっている。

V'f:J~)分布について述べると，後閉では 1 ，.， '1'段がu

字可L 下↓立が V 字1~).JH1jを日し始め，後下閉1えひ下院lで

ii下↓&I{19-( ì'íi;が -kl~~J くなっているのに)えし， 1，1，j(!lJJが'Jrtt

(.'J:り極!支の V字)':')分イli会!iiするが，下 IIIiI羽では)1立に，

1J1'1' :Jç;';i;が ~J~J く V 字j刊う'"Y- {jj ~~ ~I~ している。落下分イlíiニ

おL、ても'Xにゆ]般に現われており， Tliii聞と後下閉をlヒ

較すれば前部主 65'も*~しか/ないのに， 2，1 c;る線の V ~(:J\' I. 

うY{liカqlfしいのは， 上段のl!ft¥j'，主分イ11によるところが大き

いことを示している。後，2; 1147えび GP志向lが V~P\'J分布

し， '1':たぶには 8及ひ 10%線まで)1:'1している。

後聞には 8%線がなく， 6Pも線が1カ)リII二分かれ V'(:

J¥')分布は緩和されてくる。

以 l二、jZ:J:I.-'J化した分布と， V'fJ¥')うfイ11について述へたの

であるが，I"Iれも風速111I)''f一本8%を判'必mi¥l¥とLて， 8)"千

以 FではY-)づkイli， 8%、以 l~は司、均.';}イ11 と t;!. f，\'x:して l14

いことになる。

材料のj九下状況について述べると.均一分布では各行

の合計111Tが左右8行共大危ないのに対l，V千円11分1iiで

はl!ft¥の弱い'1':た:iおの孫下hi:が多くなる。この以内はホッ

ノマーから格 Fした籾がI!ft¥路と、ド行に飛行せず， )凡の~]~]い

}jへと討しれ込み，比 'Ttの小なる材料では{~の吹きだまり

と同様に主瓜l(iJ とは全く j)IJに1~C ト寸るものと jU、われる。

(jh試した殺約の大きさ， ;j(分台lil:及び比'Tiーが必ずしもI，;J

一物でないために，日見るL、はホ yパーカミら左.{iJ句二J出

干させるニとが問燥なために出土街な均プ存ド条1'1はi'tら

れなかったが，以 I二の 'j~験 )jil、により'ノ;qll以Il'j の i1，Jì長率合

以って下Ij'rとすることが版めて容幼であり， jlつi則的iこ阪

劣を比較することができた。

l ザ~I .í守:lO。における小交のJ会下分イ11 在任，:IMfjí'jil、 11]:1 こlt

第 65図 吹上1(1:>0。における I:E¥))調節と部ド分内
(小女， 600 r.p.m.) 
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較すれば，お(jliIglに刀、す1，¥¥くである。 !!IJち，全般的に右 でいるが，j改止、分布の下院lでは9タIJ目にも及ひ， 上後閉

下りのうfイ'1ではあるが， 1，.;.(;、1[J!U-Jから半|サI*Jのliiil:41互 に比してゆJ(itlなるt二見をILEめるニとができる。

分 (Iiiil刻からj後IU;I壬で)は 2，:1， 4行列|二li二分イ1Iするが， 第 25節 最良，最悪分布状態の材料別比較

5刈日の分{Ji状態を比1脱すれば， 1，.:].心f'JI::/-1とIjii聞は Ur'( ];iTJUこおける臥選状態のH.討を同定するのに， 1火山口

Jfi'J分イli，Ijii 1::1::/1と1-.1::/1は似た分イliであるが， 1:後1!fI/J:1; ニr.，;(-rる臥述分イ¥1のfllli;L ~おが 8% 以干のものを「良」と

宇IJ日少 く々 ，1¥3:[!分イ1Iとなっている。 i女、1'.4区分では後 し， iO'1o以上のものを「不良」と#J、するニ とができる。

1!i'JfJ'ら 1í' ij 日 1 1 1 リと にもうj-{Ii し ， V 字!\'J.のW \ ~'J ヵ 、始まる 。 ;5f~ 11 i;~: ， :5g ~:~ ， 24 i)¥1によれば， 籾及び小麦の務下分布

後]、|別及ひ下liiil!i'1ては V字}¥4JのいI，j端が 8i'ijD Iこも及ん において， ~;: lltL'川

第 66図 風力調節と洛下分:{I; (吹上作1300，小変， 帥Or.p_m.)
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~Hli も ， iま;1平均化し， 1"ヰ1，、ものがj長卜分イpも小均一と

tっている。以上の比較検討によって， I~-，:上向 o。 及ひ

JO'において も同心円閉 50%及び、1'..1'-j閉前 4区分が比較

((JHく 後 41旦a分が V字J¥;)分イliであり，もはやl火J..(I.Iの

!mに|長|係なく.J:-.後閉をii主n'JHli， 卜|羽を政!色分イ11と
似定 して， f也の殺粒についても丙{@，i:.tして見た。

供ぷ;花t机は大 '~i (大t:t・4、*;i.)， ' j 、 !.~L ， 小麦，似及び ~IH~

tで， I次上(Ijは 00 及ひ 30。とし，;j;JtlFI.i凶転数は分イli

状態が容易iニ刊日Ijできるような過 ごろ同転数とした。 J~l íÍ， 

羽島!l刷、J("I00， 4炊である。

l 吹上角 00

における材料別比較 (初 (j7 - (j8i ~l )

(1)大豆 (大柱) (800 r.p.m.) 

風J主力、司、 j己したため分イlïU I~雌は短いが， 4， 2， 1 ~も 総を

比較すれば，容易に干1]別ができる。 位以状態ではタ1]と平

行し，最盟、状態では V字NJ.分イ11をがし， 6-12%総が，

17畑中央;二日と'1'している。

(2) 大豆 (小粒) (800 r.p.m.) 

263 

これも)瓜述が不足しており，供給ロ ーノレから均ーもこ/品

干しなかったが，2，1%紡lは 3yl]1d 以内に玉|λ行づfイ11して

L 、る(i艮μ状T主)。

F閉ではtil土び 8%総が lタIJLI '1 ，~たと 2 刈f1 1 ，! ，jfl!JHこ:¥

分 し ダIJ1-1 '1 ' リとには大変(大机)と 同じ く 1 2~も 線が先

生している。 以上の車内以を'チJ!(によって側主ですれば，tn 
(i81叫に小すように，上後|年)1主2yl)11まで，下IU-)は:3$'1)11 

まで分布し.大粒も小'1';Jもほぼ|白JlJの位[I ~'J である 二と ヵ、

オっカ・る。

(3) 小豆 (800 r.p.m.i 

これは比較的均一に似ドした場介で，J:: 後I~)で は. 8~も

風

向

-
Al
l
a
-f
i
l
-
-

由主恋分イ1;

第 68図 以以，政悪分布 (1火七fT:IOC)
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線は 2ylJ自に殆ど均一に平行して分布している。一方 (1)大豆 (大粒)(800 r.p.m.) 

下聞ではV字型分布の傾向を示し， 6%線が3カ所に分 上後閉ではやや右下りではあるが均ー分;{jiを示し， 2 

;{riしている。4，2， 1%線は V字却を呈している。写真 デIJ目に 8%線が平行して いる。下閉では，吹上角 O。ょ

によれば，前者が3子IJに平行して分布し， 1走者は4;$"IJに りも V字型の傾向は明瞭である。

亘って分布， V字型の傾向が観察できる。 (2)大豆 (小粒)(800 r.p.m.) 

(4) 小麦 (600 r.p.m.) 大粒よりも少しく遠方へ飛行し，上後閉では， 8%線

上後閉では務下状態が右tこ多く分布しているが，殆ど が 2;$"IJ目に2分しているが各線がほほ列と平行してい

平行して分布する。下閉では小豆同様に， 4，2，1%がV る。下聞は大粒よりも明瞭に分布しこの状態は写真に

:宇:型分;{riし， 1子IJ目"1'央には8及び 10%線が発生してい より 'I'IJ?!!、とする。

る。写真によれば，前者は 2列目に集lドし，3;yIJ日は少 (3)小豆 (8~ r.p.m.) 

:肢であり ，後者は4-5列目に及び， 3 ;$"IJ目中央部は少量 小後f!flでは 6%線が3列目に平行し，前後に均一に分

である。 布し，左右もほぼ均一な落下状態である。下閉では6.8%

(5)籾 (500r.p.m.) 皿一一ーーー.--.--... 一一--"・・・
上後閉は少しく中凸型分布であり， 6~ら紛lが 3分して

均一族下しなかった。下閉では小麦分布と似ており， 4， 

2， 1%線は V字型分布を呈する。写真においては，前

者は4ylJに亘って平行し，後者は5-6ylJに豆りV字型

に分;{jIしている。

(6)燕麦 (5∞ r.p.m.) 

務下分布は上後閉は左側に多く分布したが， 2， 1 ~も線

は殆ど平行している。下閉は籾の分布と全く似ている。

写真においても籾の分布と奥なるところがない。

2 吹上角 300における材料別比較 (第69-70図)

士4匡孟孟主
2医三三玉ゴ

最良分布

第69図 最良，段怒分布(吹上%1300) 

段良分布 最悪分布

第70図 最良，最悪分布(吹上角300)
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械が 2jlJ L¥'I' ~た iこうy イli L， V'{:IWとtなる。

41 IJ、麦 IfiOOr.p.m.) 

'J、友については筏i24 iilji二↑孔、て，i'(制l¥に述べたので，二

二ではすi刊行する O

51 籾 (450r.p.m.) 

ニれ iìJJ 、'，{のう〉イIJ と 'j~; ニ HljJ;l.したうf イ!i ~iJ、 L ， ，ヅ([に

よりl七'll'1:するとlりJi'-lである。!!l1t)，i1J~ 1，.11) :100 における

刊450r.p.mーの縦分イ1Iに111'1うするO小，;].の|可恥、数'18()()

r.p.m で 11c~j 'iti j 行 &1主 450 : SOO = 1 : l. 78となる。

6，燕麦性的r.p.m.)

ィも下分布のか:í~1土 IJ/y~に仁って的lちでして九々その11 徴

fdt較することがで~る。

第 26節風力調節と落下分布の総括

1 風力調節と風速偏差率

ヰJIWIJ.I、J11)()ヘ 4枚， fi()() r.p.m. .こおける11cUJ，J.'.1ili"i}j 

辺、についてた々 のHh'sfllIl'"(;〆本企比'¥i主して児ると、 1，小L、I'J

開校びに、I'I"J聞の，iij院初、ら 101を聞にやる1¥1メ;分では 5.7

ロ及び :l.5~6.77c で Hれも 1'1]'人じ!判中の 8 S( U 卜にあるカ、

ら， :t':)_.分イli;二1けする。 伐 1) の 41メ分、 J! l1 t~ ‘ iを|子初、ら

下，ìíj俳i 主では 1 l.2 ~29.0S(，となり、 jむ l' 司干|羽の fllli ，"(;;.f'(

:.U後Ti-Jの子)8 ii'¥iこもJ主L， l!fc~i主う} {Iil 工乱れ司 1必 ~;Mlc ¥r 

'nw分{Ji~，止する。 1吸気:¥lllltiWを50;;'に絞ると、全Il↑JII:)

の ~J~!主の JLそ 27~ 28 ~{ il，1(少する。

2 籾の落下分布

l次UI)OOにおける Hliii;'会卜!ρ¥!¥ii1iこ「礼、て， 1，jJ心I'J聞で

は水、[LI1cU七分布と I"jt，)';i こ '1'1"1 の ~Û~ 、 U 'j: I\II う〉イli~' ，': l， 

liiil羽及びliij1'.併lは羽ド下町iうfイ11<二 jな1)はじめている。 1'.

閉Jí.び1--.1者.riJで l 土子fI と 0)-. うf イ1I と tなり司 lf~ ，'，':j:1't:O)Jf!出合

比較すれば， Uをr1'-1にr;，、て11土n分布であることがJ、め
られる。

1堂、l'4 [)('Jj'については，係111カリ1'["1分イli，なので，以!日I

分{Ji:止は'1'央市へ集'1'Ufiめ，ぬド聞では全体的に v'(:

m分イlí と Jなる。卜|羽では主風下却が ~J~J く， )ミき:clJ 'r: 1¥1) 
分布合する fニ èh~ ニィ為卜 ';f イIJ もリI!'1，11.1"1') ¥"子1¥11.うfイIJとlc1) ， 

17IJfl'I' ~': Iこはねに ~-:I\の村料泊、流れ込む。

3 小麦の落下分布

lザ:J:il):\00 における'だ!日 J九ドぷ目~~¥二おL、て，材料はこ主

風とは:lO。傾斜 Lて活トすることになるので，風速il¥1J'人ヒ

[~，i， lìl吹 LJI)O。とは 30。傾斜 L た '~~Ir'(附 Irtiについての打11 1

iEilIlであるが， 11UJ ，JMílúiこえJする 11，~j'MflIJぷ本はlり: I-.il) ()。

のl/，\f\" iニ比~lをして，何[ÍJ'JI 土全く Ul似 L て L 、る。

従ってI¥1I¥l:ノキ;8ro以トのもの在学げると， l，iJ，心1'1I'.i-¥，

lIij併¥7)で上役聞で， illJ江本はた々 6.6夕、， :1.0~7.4?もであ

り. i堂、l'4¥人分では1:¥.0~ 27.4 ~ó で l、 1:11 のIt，J 江二ヰ\1工!後

聞の約9U~.\ニ注し、点、ILI1，~j主分イ1Iは V' f: I\'J 'C ある。

治ドうよイ11はwと似ており， l，jJ心円開校びにliij閉乃で土
俵閉では均一分イjil， 卜j愛|羽が十段れ， 1を閉乃寸てトーliijl4'lで

はV字削分イ1Iをli::L，ド|羽泊、jiitE、分布となっている。以

上の結以を'デ真によって観主きすれば， J~に lり!阪である。

J九卜分イliは一一般Mこ主 11c~の点、v分イji;こ 11くって大きくんーイ i

::れるもので，どちらかといえ(工， ド↓止の;J:、|ょう〉イliが市:

要であるが司比'¥ij'(I')'!(f..，、材料は 1J1o)点、|λ分イIJIニ/IJiさ

れることが大きいので， IIVHlDl:くに/会下する材中い〉以

選~n くする fこめiこは L仕の 'J(、lんうyイji~d~) _.{ヒすること

が守!ま Lい。引に風間中111111.ぶき 2人以!日l:(!lf幾，あるいは

スレッシャーにおL、ては府皮なcj;:Jjjである。

下 1 1 ]，;)司 i1í\j~li:r~ ると司 V' j:Jljll 分イ1I と /t. り、 f， 'j .QliPは峰、L陥

'1'央i二昔、'1'/存卜 L，11cU'{iの1，1.j1!IIJ(1吸気111!ilJlは以述も仰

いので司町内:i(主2あ'11;二人り， '1'央川こは不完全'P も ü-~

人-jること泊ミ考えら:hるの

4. 各種殻粒の分布比較

I.~~'k!般の*，Ii~~ ， 1ti.Hうよイ11<ニuを1!iJ.lti.:止、';j'{Iiiニド14-J
ケ j:ili CJ\Ilj~ HljO。及び :¥00;二 Lてj守的知下L(J:.:._¥i，小u‘
小」災乙ふ、 1籾F羽以/皮えびA燕!担t 」友己企土げ{供!共I~Iυi山h試u てJ杭九 ト分イ{Ii~企士 1比t，絞|ド!吃交し dう~ ~f引C 

にて .すfμt凶t市較1吃主を容』坊bとLた。 イ必l存長 卜一';1ν)、~r}忠1'::に二[閃込刻j 係ふ乍仁 くlLi.μi目l司

111.1巴巴

イ1為与ド条 I'I~セ士 i内lリ}る fたニぷめ)1にこ‘ I!fc~!'Mflll\X:ょ不全日;~ 1)、卜とするこ

とが守iましい。従って以)J ，，)，'.1iííiに際して i 主、 1 ，小心 I'JI~I泊、

父はliijlヰjJうで l伶I~Iの 1 1\ 1 でい同íWiすることが，T('必ずである。

|凡))川口ijについては併にl攻泳Illr!iW合l'Jj';ニ校る場合

iニJ，;，、ても，jdJ心川父l土、I"I'J的iニ絞ったと Lてもu、卜U)
1，11き全く分イIJの民たるi劫fTρd'lUラれるので.加11'心二Ifc8!

える川辺jであるヵ、1;，{f，J、Hすることができたの u己のMJL
ltl.'{t分イjii二おいて， た々の快速11ui，'('::杓土〆J;HH'IQlll似主主U)

1';':(1，1(とはめと11'fJVo!係なのでち i小iドt刻リ川̂{(、日l(，、寸lは主"与与別1.μ一<:1川川lリli，I代()(、kニ

Iゴ孔L、てi似史山)川川III上:の主11似11以iμ:とfな仁るのiは工!胤凡1力J，刈Ji刈M仏J

えられる。Lf)通して， 11c~~'{í父は 11 1;1)似の依hW;二よって )1日

、'~ 11c~迎合りえるべくよJ:Hl! 'l( i"I 'li.-、数含 H~;IJIJ-l-れはrg 、ニと
， ，一、プi-Il屯}。

1，1¥)'(j;;i l!fl~;"í1;の佐川~J r-~rL~ 、h1、の KYtlが 11c~述分イli，iV.LJ汁ニィ'iを

ト分布に!えばすjj:.;~!'~;'が l，~jめて大きく ， IVÆ'ぇ~1I 1、Jí山こ JI/.I.J

げるベノレト 'lj判1'"1山のI，iii'iIえひ、大きさてfに土ってもIl&人

情、Lの流述iこ11'1被I'J'JJi;"; ;b~，~がある。例えば派) IIIJ~~:f1機父は

nLIJI，，!J¥'j)日t位機iニf';，、ては， 1，11')"('lilltのベノレト合1(1伐の)\~な
る他のベノレト '1(と交換Lて十HH'liの1"1転注度合変化主せ

て司 1弘、友J'(\Jえ lf'次官H二十一る九{中古川 ;i~(11t¥j'[liーする1!)j{t~こ，

JIAI、1"I，'l.i，';:，大きさ守合光うj'，二;汚!台、L，j)jせて 11UJ ，J ，'，j ~í"j，こ

際 Lても11nI，';'フキtの，:なくなら山ょう{l:，色合払うことが大切
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である。

5 風力調節法への試案

)氏))， jl~ iliJil、には， (1) 1吸気11凶iHi1プ絞る }jiL(2))五 I~\~ ，:;i;

il，'，¥径三〈のイ出合間|子lするJJiよー， (:l)吹:1¥11合開閉する }j.i去

の :lんiiLがあり，ケ11では (1)の刀法が!ムーくほ)甘されてL、

る。I![lち，二の hìl、にはi欠に)~へる 2 条(HdJ、 (Iiii L なく

てはなら!i:.い。

1イ) 以))，uMiy!'j;血UI1の!ムーいこと。

1口II!fU)，j，.ぬi'jiこよって全IHlIIをよりも11¥¥iclijナイ11カ'liLれ寸
、VJ'cJ1ヒLてL、るニと。

I，E¥ J) ，jMilij似のJ!jHJえびの士iJ絞り IIliW:i:l¥米るI;Hり大き

L 、こと泊、守(空しく， ~tM.i立の M I'I 'iこお L 、ては，行î); ， 1え|

「ドの1Jiには点のt:!H(:，'(も粁く，枇，小低下;;がみく(，1

A守1，tI，[の!日~P1J\J/L も大き く裟1よ長と王引刊i川河川千干れ科II午lA1の社μt人も4多bくなるυの〕

で，j以放似則)リ刷lル川h川IJI川"川i司1転z数:文【lは工!呼山千“iリ

)川川1け1 するニと力がh 守多~lい、 O 従ってベノレト(.i助隊十倍 1:，1，lfT(の*1

fH'j(I")'Il!.;数も 10%削J)IILた状態と Jなるので， I1¥U) ，jMiYiHど

充分に考!恒Lておかぬと，f，';籾の 2需11 JI~ I\Ïlも多くなる。

l!f¥¥ J) ，j，.，lili'j m.ムとして， I，il心1']， jl~ílíJは製f'H，JdliiJえび機桝

!ーから見て|村燥であるが， TI'j，j!.j節の}jがじしろ容坊で

ある。 u己'Hotの品，';)l::， J二|羽7えび 1-.後r+1が全m'ln!jよりも

(I ，J;t>f~低く，従って第 711司の如き状態iニ 1HWflするような

機構が最もlH、万iLと!ど、われる。

!札|句

ーーー・-

第 71図 吸気口最適調節O:i/'J'
(斜線iij¥分)

i百|において， CD 111瓜 I~'l と千行， AB :U¥¥I(']と450M 

き， li日苫がと閉， {走行が k後聞である。従って三カ )j卯1

，1司節仮をlljJJける場合には・ガイピ交仏他}jを'f[動部と
..---一一、¥

するが， A叉は D/，i，、を交 I，J，i、として， ABCD会閉じるこ

とが理惣的である。 逆に AD1:1!+1じるニとは風速分布の

百Lれを1{-;くので政けるべきである。たとえl吹卜J内が変わ

っても， 1刈における ABCD の(~置は相対的に変化する

のみである。但し，本mムは j): L = 1 : 1.()8~ 2.28問)に
J孔、て最も 'A'!J史的方法である。第 351叫によれば吸気11

¥1'(係1)が'定で， I~\\~各幅 L が 570mm 以上となると i!

は，風JJ，lIIJílí'j方法によって段良，段!巴の位置が全く J)~な

(i七) 吸気口 l白径J)=250mm， I:TI\路幅 Lニ 420~570 mm  

るので， J:ぷ j):L ltを守ることが守{ましい。

第 12章唐箕機構及び取扱に

関する諸問題

r旭川 1 ， I f:f(は(9~)fl ftの以以Jjil、ひとつで， ，'，'Mj色ギで札

)十JYJ:に市む妓物f，'iJ'ili片H幾J¥であるが，それだけに経験と

熟総合必要とする。 民家の(alflJjil、を児るに，例えばfE
J己の選別hil、全学げると次の 2Hil、がある。 J![lち， C第日l

のj力jil、lは工j以lはえ初初jノ、ン ドノルレ|同i司司叫'1転i

1料:;ぐ企ど 1再孫干iけlにj焔存l， れコミ)えび司、4j己全キ:f.~ ~吊 1 1\こl吹き

分げる。次hニハンドノレluJil民放を Fげて低風速とし司 2j存

11I 二 J存主れた )'i'[ ゴミ及びイマj己全p~と I!}I，瓜J'ilil，ィ、〉じ全p

'1'比較的lHUs:もの合 1mllt二ィ為す。

;X~ 2のJiil、は， 紋初低1!f\\J i.主で'ノ己全允'j~N とイゾノL全'P~士

1市11に絞め，次i二l孫11のN1:故初より少 Lく'J1(l、風
速のドで!i}j'i!ilJiJl， この'1'の不完全半¥';とどう}I~j{:する方法で

あり， liij，J1iと{走者は全くJi主の)hLとなる。簡単と忠われ

る子lli肘円yfζにおいですら，使用民家によって全く逆の

JI;，J;止hil，、t/iなされている。

近年， fi位lしの{にわりに小型l電動機合使泊する動力1ft

Ih<f初、昨及し始め，変速電動機又はl汲~ÜI を絞ってHUJ

，uM節を行なう場合とがある。

みi¥27 ili'jにおいては円出用及ひ動力肘l，tf):"(について，ホ

ッパー傾斜1鋭角度，務下量，ü，.，líîíJ i張関度，傾斜+ti ， 送 PS\{~;

1[5状，J1tj別):iUlliiJの形状，(1:切板の取付位置等についての

機構峰びに取扱['.の治問題を述べ，m28ui'iにおいては脱
殺機用府箕のt支制下の!悦殺物分布，IU~t穀傾斜板，風防

1苛さ， ，おtNの初速，吸引式抗1曜装置との関.lli性， ~北ti1，泌~j近自

で停使l周する際iにこ考!忠むすべきざ"点l

!肝汗7労箕守王、の特徴，D:L比， ねi問機用!汗11;の羽恨枚数及び取

付角，取J:&~'Çiについてうた々の問題点を，既に述へた九待

'，k験結果に基づL、て述べるニとにする。

第 27節単独唐箕の機構及び取扱

l ホッパー

ホッパーは容量が 1~2 ご十で，下部の溶下J司自rj似を f:Î;守

iこ開L、て殺粒をj喜下せLめるが，ホッパー!長i刊の傾斜似

何度及ひ各陣殺下1.に適当した調節仮開度があれば，ホッ

パー内の殺粒は停滞することなく， );見'，{の溶干l立を保持

しながら治下連続するニとができる。しかし，ホッパー

氏;'1↑:傾斜+riffJI主力司、適当な場合では，ホッパー|付の殺粒

流動状態が変化し， ;('):粒のi三面判lrl'l'程度，芭の信組f:，n 
のMi)~及び合水(*~~};::;二よって五jーな j九干が ítþ られないニ

とがある。
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第 72図(a) 玄米のi/iE!U速度
(庄司氏:28， p. :15) 
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第 72図(c) 流出量の関係
(庄司氏:28， p. ::37) 

ホッパーに関LてはJEpj，小笠氏等の手綱11なる研究28)

があるので，そのー却を紋せるニとにした。

傾斜板の fÍj度及ひ、底t1liの丹10j度がïfiW\速度及び流II~J立に

及i王す影響について玄米及び籾の特性は第 72凶(a)，(b)， 

iC)に示す如く，傾斜角の大なる行， btUI¥速度l工大となっ

て L ゐ。 In]ー開度におし、ても傾斜角。1()"......300 では~ilJ]合 l徐

に々， 450 ~(j00 では3iこ述度が階大する。これは|用度凋

節阪[HJ::'!l央部の流下速度最も大なる[おうIを)準際その他

の fí'用で干渉している両1~JJ の;花a:ut'fが，傾斜fljの大なる

位，氏の斜面で滑かにi珍導された配列方向合終えられる

と九二しかも!氏の斜面方Injに沿って流動する粒子.rr'fの

水平分速度は益々小となって垂[l'Ciift下(;{jへの合流的 1二{歩

。ω
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第 72図(b) 籾の流!!Ij速皮

(11:: ，司氏:28， p. :16) 

1'1')討を小ならしめるためであると考えられる。

約一 j工のi~f J\\速度 l 工， I，i]じ容加に対しても収容するね f

の l'IJJ~iこよっても異なり，又，氏l封傾斜í(j及び 1m度等に

よっても交配されるものであって， しかもこれらの関係

は約 j二のiT!UIU日;の別減ということに悶AしてくるJ丸Il目

度，JMiliiによって流11¥:止を加減しようとする実際問題のトー

には豆まさな怠'11とを }.j っている。 J玄米のーíl:'l，J:~ìftt:!'，する

に裂する|時n~ と開度との|対係をがせば第 7:0I珂lにボす体l

くである。

i'I 7J，¥ iftl : 1'，する以小限界関度は傾斜il]00 でぶ米では約

7mm，傾斜Fl(j(jDでは 6mmである。籾では布主将の

ためれ尚も之本i二比して相l維なため， 5ミヰミの如く傾 f!'J'

さの :J(古とはならず， 傾斜illOOでは 17mm， :ooo~60o 

では1O~12mm となった。

以上のiiW先品刊さじよると，穀t::L)<[面の:rll治程度のみで，

i沈に1氏阪の|羽!固ま 2(g・のノ去が生じている。父，ね!の如き

sec 
100 

80 
mm 

流 80

出

時 60

閉

40 

20 

り
λリ、y卜幅

第 73図玄米(一定引の流出時間関係

(庄司氏・ 28，p. 38) 
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表fIli相l維な殺:pでは傾斜f{J合 :lO。以 1:とすれば， n目度も
狭くてすむことが士¥¥られる。しかLて，符tHi:l，ビート

I?TN紐子等をf，'iJ:iliして完全f-:i合1'1るには，できる限り小
151:全絶えず.t!-j--に j高下させるために，民fljl!IJち J九ド 11~~ ，jM

i1Jj板金nr-振動させて的「相互の昨燃によるホソパ一|い内人付! 
の十竹刈『

に!氏氏1板車挺i問度，全を 宇公気河Lにj拡仏μ(けげ)'るニとiは土;流可れ削u山iハli川I~: ~合，)附t判q大せしめる
ので，風選状態の不n~うlぐたすItí (J刈と tえるの

子五回)日I.'fT(のn;r:U'，'lx50()~70()kg巾r であり， !高卜

;PMi1JH1li問度はJFt15 mm (11，¥W制1M:熔Omm)においてビ

ートM;r:iHfrでも 500~ (ìS()kg/hrとなるから，i)-附rに
k、じた則定IJfJnrを<1'るように11I11見¥:M1i'冶1I)(，\'itJ~合{、j-L， Yj 

Aなる 11'\Jtt; ~'1け』るようにすることカ過大切であるの liilli

，J，'，J節機防と Lては，ラソク・ピニオン{判'1'に上るものカ‘

4かいが，}Ji Jël伎の不シヒ ~~;>c f(l: UIーと前決とi二j、って(判

¥([jのi'j!:びに広j央合11:じ， ピニオン体1'li'li!I¥合担当 LてもIi日!支

F1J~~と 'j~R療の IHII支、hl; とがづ'7: l/n 、こと泊、/少、たく/c.

L 、。ピニオン(ね'¥io)'I'心イしも(1，，1心-J-るニとなく 1り]:十られ

ているニとi主いうまでも Jないニとである。

2 送風部

H"'!l ハンドノレの J\市七lt1工 :.?5~4 (ijであるが、 111迎Jt

が小2いとハンドノレI"I'I¥';数泊、多く f仁1)~~，iljik'れるL，大

君いとハンドノレ I"I'I\';~が少々くてiiH， (J 、、 jミ Jなるトノレク

企 ~iするので l' 州主、ムラィを '1:. じ効くなる。 f'Í"'!しの i出会yげ1

;{)二 tって， ~.\G，、はハンドノレのトノレク大きいため.イ îf

tこてハンドノレ合¥I!j，ilJiI('j;二仰すとき11， ハンドノレがれ、1':

分をl可転「るJg合は11'くなり ，j五、j':分ぐとIn)ij¥，;するJめ{i(工

il己く tcる(it[¥(肋:ある。 l!llちこれはよ]']fH'li[liI'liL;数の小J勾-

~ J({ 2:， JI-cJー/乍る¥1，¥辿カイリられなL、J二とになる。

)孔 )J調節iliiílml 工 :l 需 11 において :.?5~().()m/s あれば充

分とされており， (反にj:';1!~1 じ :.?Æl~:.?75 O)I，IT)'(では，ハ

ンドノレ 1"1'1位、数は凡そ :lO~8() r.p.mとえる。

次に泣動機(リ1~ltJI.ID'(iニついて述へると、 '，l{ ~U}胤二 :xì欠

の 1納JJ!がutl刊される。

11) .4¥.1'11，;長J!3IE助隊

(2) ìj\.HI~主流 f 変 I也i江動機

(川1川)のI場i弘占f介;-1は主lノ，1::ζ斗J川"叶小'1小|ドt転|

純問を，守芋ること泊が込で:ぎ~， l かもは~'rl' 11，\!~ ~ 1リ]，i己すること

が引ましい。このJJ/J合司!役人)瓜l立の大小によって恒助隊

の沌度変動点、ノ|じfζいことが大切である。 (1¥.L， 1吸Fぷ11

に11':(1'1けた11，¥)J ，Ji1 ilti t1!i 1主!見'11二位i立iニ)1;i;i'I'U'心Lすること泊 h

で全て， しかも11，¥;七分イIJの，iiL.h，~(， 、 1~iti:で，J!.jí)í'j できるニ

とが必要である。

(2)の場合はIlilF((.1: ii'i: ~移動 L てtiE動機の同 'I{L~ 速度を

I~ 下せ L めるが，この ftH屯動機に hいては， L:f l:f~l] 

(i<'， I'rl'万d、が不@:'Xであるため，成いはその調節範i'~か

j史いにもいjわらず，同市lL~速度は大きく変化する場合がち

L 、。 従っていl転速度の微調節を行危うニとができると便

利である。叉，可!日ヲ上干によってもI，j)ij¥';述度Ix変動し

屯ilJilコードの太さや長):1';.;こよっても屯11:の変化が起るの

でii二五;をま:Jーする。

IJ~AË風速合与えるために，十j 社~'\i. II'(iH.:' 大きくするよ

りも， 1¥及';'i.IllUi引をLえるf'Uif'N、;ずるとH心部工強くtt，). 

ヰl十WIx:十]f{JI工後j)lf{j上りも1/，~t '];Hlb.¥G ，、はやへつliii傾向の

)fí小 1;1l~ 、\1，\;宝が l't られる。

I，Ii'J(小"j')IヒMニ(1'，¥，、J2i11，¥;':i;も小!¥')にするJ3/J{i;こ;丸羽

札.~qq司転数合 I::fて!北'ι11，\;主 ~1't ることカ‘あるので.こ

の1弘行に， J2i 11，\;':i;のザ~;f~を (J~ 下してはならぬ(

3 選別風胴

j)i 1瓜;¥1:より l次tHされた¥1，¥は，そのまま注品"，二吹きj'r;

られるものではたく， --11.l1，UIHj\ J\の佐}イL 甘j; 二 I~'J って 11)、

き1:げ欠Mニ牲{イt2hて :l孫11;ニ)'!iり11¥~れる， 1! Jlち.

j長ド 11，ニ hげる主1孔のl吹L:iljは， :lOo ~6()O であり， 1リ: I 

f'IO)大ざいことは比 if(大なる殺事，'[の 11じきに J且 l ，終日[~i

l工比 i立小える切な~，社t，ど:W'M^，1j:金分断Iするため，こ Jf( t&t

fに役11~(~~す。

(1: l;!Hlii主主 11，\の I;r;千~i~ ~~乏(十 f(¥.、純凶1で11¥米るi以1)I.m 

の(川町で上下せLめ， 11，l[陥'1'の川自ij;lむ凶合!ょくする。ホ

ッパート i;:t;の法卜，ÐMí~j似の fiこ， f\:í[~';t fl'iがあり，ニれか

f{jr!J:'， JMí~j:l\ ;KるWi立を行しているものは， il:I;iJ似とのHI

11:1~1係によって， 1， 2吊11への1氏選l止を}Jlli
'
，!(寸ることが

できるので[史利である。(l切十万の I:)j，二Ji立11，¥生生ずる比j

f干{主主再父は州~ J\'(の仰]で容易に下III~Jする)は，たとい仕

切似合上げても，その叉 Uj，こ)~l!f，¥ fII~Jirrができるので，

籾伐守の比ITi小さ2:もののう〉雌には充分なii:色と制祭か

必要である。

第 28節 脱穀調製機用唐箕の機構及び取扱

1 脱穀機用唐箕

IJ\~殺され fニ材料はI]\~殺 }jil;日記 L 、はJlk(:l<'r 0) ~~ yll守Mこよっ

て I~，\~{í全域にけって';J-イいするものとは限らず叉，傾斜 ~i

i{j皮及び沈下jとさ M二よっても殺約の初述i主異なり、岐路

i二入る際のJ存I、エネノレギ-iHUιる。

li~"HVS のúJ l 花29) ， 3)) によれば交体i ト 0)11)~殺物分布

について 1人以い岐びiこ2人以いの場合， u動j玉込式の
場fTに次の 1!11 2: がi 沢が'Í6}< されている。動力Il\~ f.l!慢の運

転条f'Iと以ぎ)Jとが|寸」ならば， mH'l物はほほ A定の廿

布引をノl'すものであって，その If;1土総w:の仲人{\!:~，こよ

って'どまる。例えば， 1人以でほ W'[:'(')，2人放で:i¥・
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字削の ~II くで，長返しiム，左~î)ぷ'I~;i_ムの日1]:こは好?と関係

しない。 I，;J一械でも川転1d.が変化するに従い，分イ1j II~I) の

lfI1も;主ってくる。

自動j三込;よでは~}jiこ fl ，J したうf イp月i で， バとの航;l;り(jh

i:r}j ìムと，秘の [t~J、とじよって!え'ぶされる。 UJ 、 L ， 2 

番処理(11川i二よって分イ1I引は:UIIの)jへならされる傾向

がある。 jii的M二liffふ小麦とも扱I[HIIIIo¥OコM.fJJの 1/3の;1む

間二?叫する t乏緋iを通じてIk?l:物会ii;手の 2/3が/長トする。

以上の粘れとI，q:;n;の風速分布との 11k!.i主けは1がめて>fi;'t!
であ 1)，I])~殺物の/名ド分イp と 11~\! 'ßうI イp とがすでく j庄のゆ;合

l こ;土司 jはJ巴の 19~\JiIi状態となる。l!Ilち，動力!日i殺憐1えび [1

liJJI5込ユにでは1]見:?l:物の/存下分布i二夫々41散があり， )，'frC 

のjE社製('Fにおいても，上"己結果をIJIII床しなければな

らぬ。

fmの !IJJ\~殺については，稲:AIJ機への発I.t(;二対してその

研究が始められ，土)白防(氏て410)の研究科i~~;こよると次の

如くである。位、切れ及び小枝1史料の'It'=十一本l工l"fれもえ1¥り
1[.( 1) :2 11後のものが大きく， J及川l日l転数のよ';{i!J11とjCi二iJ，!(

世する。しかしてこの1結合の l̂jl[;.(jI'qをにおけ一る本分介lit

;l:f.il 3:2，85も .1と;Wi工 76 ，0% であるカミら般の)j\~?):.i0i"i 

1~íi' 18~もに比してはるかに大きい。'j~際の生Ij\t:?} 念行

なう場合iニ，かかるやL~切や小枝iWt:!の 11~\jili ~乞する :"1， 1'..\< に

hl、ても， I，IO'((史用のi品iUHi土IAめられるわけーとある。

受刑トーの傾斜似，以路I~--:J さ， I:ll選を乏ける:fJ1の初J!iliA'f

m二ついては大保氏23)のi川先力¥あり，そのtJI収合要約す

hil傾斜trdIJ)Jl:' 1 主 i~jf.った材料でもiJfLトしうる 11川、rlJ~ と

し，仰の初速は 1m/s 紅皮とすること泊、良い 11~\j望台支

;十， 2 m/s 以 tでは司、 μ となる。以U-fir'，'~j さ合 l'/l すより

ふ，ìS~述イセ('.41めるニとカミUJとである。

初のJ九ド!安勢についてはy，:林氏43)のuJl冗カ‘ある。11日ち，

傾斜計"bこ初心的を「ドり， 'l;~ì こがfの広下安T坊をー〉よ:と L ，

これがJり A風速によって 11~\.iきされるよら;合はト止めてH紡取

をi'lるといわれる。 G.Kuhne r:!}1も， f担~)，lfJ，(の傾斜

恥ニi京さ:3mm，中tdhmm のイ~lti.l!j); fc::" I没けるときは小女手

Jリ1~Jtli i こ fg、とされている。.{'，林氏によれば， 11U各 J'，~j さ

を侠くすると， (凡武材料のJ.ibiIに曝されるli:j[:¥J泊、hiくな

り， ?T htの材料金f)1，*(;するときは，材干f[，jJLの 1，品、によ

り)jji))1jがイ~{i(l'j~ となる。ヰ~y，二籾，)改lì l1~1J品企外れると， )1~\ 

II'I'['で充分飛行述度合与えられていても， T't :I;~小さきた

め，辺助エネノレギー全容坊に一点火して機外まで吹き JI~ば

されない。従って!氏路i'，もさは広L、)jがμく 100mmliiJ 

í~ (11倉式では:31il1100 mm， 6 1\') 二主 11~\路lOO mm， 1お11

スクリュ一分i~t路 20mm) がjJ!j当のようである。

)j'- i.~L似 i 工主 11~\の一川;を l 岳 u スクリューへl吹き分ける

もので ~~t殺似のド )jから I: }jへ似の傾斜iニ沿ってl吹き

l:ける。ニれヵ;*}UiO)iJiこよく働き， 1 i1i二日の1'，';初歩合は

i'lげとなる。主11~\i.t叉:2訴11のわら叉i車、の五千'，'Ji'}合吹

きとばし， :3行'inへJJI:l¥ -j-るが， 11 0[(1)1吸引ぷ-tJI 限生，!<[i~J'~ ~ど

:1許)(11の代りに1¥;.(f、j けた自動)])~位機等について， )，If'f( 

j三 11~\ I止と吸引決泣の1l 1: I1~Uit との均衡の川題がある。吸っ l

淡町の-tJI:1'.恰jI'(f自主 j)I:I\ される手;W)1'!'の大き ~iこよっ

て， !.<X い (ì~~ こぎ，パラこぎとれこよって笠利'1)\ :H I立が呉

なるので， 1は小限界カ‘ある(例えばIr'訂正:108mm， 1[1，，¥ 178 

mmのJi'il¥IJI吸込4枚二mu.合{仰はして-tJ[:I¥ノ£イプの I[({壬
lS6mmで， 1400 r.p.m. n:2 m/s あればf'FJ~'I'の支障は

し々、45))。

へF 者は特に北i!Jjíu;こおいて使用されるIl~~位機の特例、的

条('I~取りしげておきたい。これ等を)iIJぷすれば次の卵l

くである。

(1) 矢L匁1'1')条件

秋ltll'Ylliにして父， ¥降;為-1f.当i川1

l'竹ノ'FÆ来仁も気瓦L 写匁，('白作的lド内〈サ引叫j刀凡~IじJれ'-) ~全土受(け十， f'F:'f 11 t文が1;1;めてhi¥，、。 冷~M ，

1，(1('III1'iこもン己全作業ヵ:21ま.hる。

(2) 1'1'仰のドIJJ:

fiiiでは11i::.)iiれ総力、多く， finわらの乾-r，'¥'H、充分である

にも拘わらず， T.l( "'1 もろくj-'jyμ1]~~PU\ff\' 、こと。

(3) 出家経常l見限の大 Jなること

;J，川 j也!!?では， Hれの tii'もても :l~7 ha紙日し，対1¥1'1'粁-

'~; ;;では 7~9ha の ;1屯間内 t二人る mJ4f も多々ある税収、で

ある。

(4) (/I:KI隊式のjlliι

弘氏支，政 I\I~.良守においては司jI'(J左[Li)jJ~/)JI q 二)~~;位機をf.l

ち込h.，ノミラニぎ叉は11込λの場合が~ふれーにL!?箕の

J望日iJ[/J:íì~It，LI:が;1:U1'Dとなる。

(5) X，t匁fl物の多間1'1:

ニれはj長!日 m~:?l:機(例えば惚 IIH式)による友f~Ll古川の

Jl山知、必要とされ，た々交制4ごlil日tして!見i.iミの網日とし，
)， lfT(~干プーリー守 Mこよってよj;HWI (J ul転数合規制でぎるよ

うiこLたものである。七II¥('IJ也，li;で)ム今く 14及している。

イタII~fì日Il)~殺 iこついて述べると， j0J "'1}，';1速度は 2200-

2500パ/分 (ti60-7fiOm/min)とL、われているが， ;jヒiuijll

では2645)と/分 (800m/min)合j自ちとする。 以)J[.iJ'IiiIII'可申ム

数々 1..げると， l ，I f T(羽似 'lq~1転注文も1:泊・るので， )~g<))訓

üíj~1必 11Mはより-)山ムL 、ニとがせ~〆iとされる。行ì'lf， I式If'I・の

11においても{i'{I'Xに!氏JiIiのできることが必必である。

2 スレッシャー用唐箕

スレ 'J '/ャーは投込ぷ匂片j であり，材料は!悦;おt ì';ij~*，長

て， 1:::千I{は1と;f'M-!I'iI¥同'1じ似 (Beater)，こより掻きi去られ，
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!品川'{t-JI't1 '，1f1I;glJt1i (Detlecting Board)合総てよれ1移活 1I1トL竹内氏等32);二よれ:i.1/0+、のニトJtWLd、J"ill)えび枚

う~ii'i: IStraw Rack) ;こよって111)[次機外にJJI:1 \される。!J)~ il!.について次のIlllく述べている。全般的に見て取(、Jfll:1

raた傾 fはIJìí Jt~r，;と山こ'2!*fl::lIij:tより必ド L，振動託ii ()O~ 十:lO。の ;\i@円が H似Jであり司〆J;IH~枚数iì2 枚より:1I~

(Ridder)にて庁iijJIJされる。+.f'll.移送うliiすの+11f似(鉛似) へのi、h県はあるが， :l枚より 4枚へは少なく， 1ìl)~枚数

より浜干した!付末、lt ， jよJ引'J及び ';i Jfi. ~r( 土fM 卜似に沿って は:l十えである。 1!11ち， liij低i)11がW，、とされてし、るつ

JiLドし， j辰l効怖のI['j市1とffTifLする ofl'iNは主!孔に上って， 初問機/i'iJJIWI:能と LてはiEi;玄米の 997<:以上のfIU'.、

その'1'のI[村"司与q'Mf'L，，):災入手と分断tされるの 米 h~~~'~L， Lヵ、も， !f'J ~と， 111し米が少なく押i1必ヤ枇の泌

スレソシャー選日IJ11¥¥IJJnJ'1 'には振動怖があって，枯れ泊、 人A.Iは主i絶己μ文対Jリないものでなくてlは主ならぬo 1初刀は合7'1ド，;にこ1.句

何傾u糾、ヰJ十似トhiイ企を;河流オれLドする|際Z努抗1むiにこ主!瓜f孔¥¥.;;企プ受(け十るj場払f什7と唾 .¥←U.i侃附f引而ii5J引別1!川1リJ~主:2':::守等f手eザ怜俳杉私併1f川L

れてi筒i布沿のJ端;品品よりi祈流オ紅Lドする1際深恥hにこ!胤f瓜¥¥!選1芸tl1企ιプケi乏FげるJ必f?とがあ で15Nーである。 多少IU'.I，lfJ(2需IliこHJ>、米合IUして

る。しかLてliij，k';ーには主11¥¥'1)州j[両に沿って11大く助fTと司 もこれは)j ..f î; こ 2 度がけして Iljj'ilj JJIJが容 ~)Jiこできるの

河川úi ド /;i~ より l吹き 1..げる ILifTの 2 附がある。大町l スレソ で， 11: 1..玄米'1'のtJ1だげは1tき)1.<るように心掛けなけれ

シャーに?孔、ては2fI.'~の 1 ， 1げtに上ってた々使い分けする ばならぬ。主1，lfJf;2 市 11;こは 1"1';ニ玄米泊、 tll ては之ら，~.~

こともあり，概して 1fI.' ~I，I\災企使 IIJ して， 2 fI.'~1肝に l氏-:.:: L， :1系11;こは全絞れの 0.17<-以 1'.の殺pカリ吹き Jltir"

i去る助命力、多い。 小中1スレッシャーi二「ゴL、てはj五11¥¥';'i1;1り; れてはならない。 1!日ち，主I ，~:J(の巡目IJ不良は)j イ jO)I'j 能

号:l\ lliこうよ i~t似合，iをけリu、J)川IJ 日戎兄い lは工』友乙)川川Iiと L て犬々何傾j{j';料、J↓fμ的f行I イ合を;抗5可可しく低トさせるものであiり)， 1記どに[引|仁一卜川一J，I汗f)'川'1'、へも計影;?幣

が¥J，I，

j送去H風¥¥i川';j川日出:の4ω効J司力寸')〆キ名iをド刊[げfずiにこ， しい7カ!うJド、も1臥瓜『路名l内付のH風丸1述虫，企をIμ均t勾J一化 ある O

すること泊、大切である。 C.Kuhne氏6)によれば!氏路If0i

l白i全)l，!i，iニI(り殆とJ勾イc風速'土f)1、給寸ーるために風間中'"

(L)の炊いニと及び11&'，，( 1 1 jI'(f王 (j))の大きいことが必 1?Ji

である。 ニれーベ干のIY，]j系は 1:1.28である。 より!ぶい 11\\，~お

'111，¥ IL>7UU mm) と lt'ji主[民J小~~、iU，ks.( 1 1 jI'(f王，日Jlち，1)

L二 1:4.5のI，!f;i{ではィ、J:'.. ) -o)I1¥¥，j宝分布となり，も Lも

11\\， j主，JM í1J'iのため 1\及 '-x~I J ~ど絞るならば 11\U~分イliは似本的

に:USくf仁る。 市c/1iO)'jll¥iJ1iニ上れば， 1) : L ~ 1: 2.28が，ilt1

、''Iであり， 4枚羽tlil)¥悩れていること全知lった。 11¥U)，JM

tiíH1iの{主位は L が:lOO~820mm におし、て全く異なった

風j~)} イtî をぶL，<<1 :15 1><1iこ犬々の (1111 ノ，'G;+~カ‘~}，t;比 'Iiをでき

るよう iこが~れてある。 11111 ，1二二本の{氏いものが、円三J化した

jHtiである。

3. 籾摺機用唐箕

全1'I!fi!Ji'JJ問機といえば，tJ1子11'1'長の完全u動化したも
のであり， ゴムローノレ 1~!lJJ約機の総#1'である。ローノレ '1'M

2 }~6 インチにおいて， i丘l時11:U<;{~:~:は n()~1800 k只

vこも注1， 1定問されるIr1-fJ(の内中1，¥li:IO~60 cmであるか

ら，比較的'1'Mの炊い)jに凶する。

コムロール1((fの )71;1放相えから/名ドしたJ~ii'長物は傾斜似

合経て)氏路'1'をi千円ーするが，主府箕はこれをi'JJ，*lt， f)1 

伎に分離し，仕上げ!汗箕は玄米， f)1佼，!t'I';{ミ，昨12f下に

分自佐する。特に比ifr:小さいt)1伎を風選するには第:2~(三第

4 iWiに述べた如く，柿iめて複雑な形態の選別風IIHを必要

とし逆風(問所を減らし，吹き溜り的現匁を生じないよう

にするこ二とが大切である。

第 13章結論

!，Ii'TU土11¥¥，))合平IJJ日して係rJ'iljiJIJするお(j色よれた民健)1，て

おり司その114皮状況i工1glr家、''11)1 fiといわれるf'，'一戦

化されているつ ..Itfl仕!江a二bいて;土町111'11セ!の附m及び品怖
がトyiy)て/yl，;こも点、点、わらず，刊に付IlI'i'J也t!17では. 1 fr 

の!汗'j'Uこよって各Hif't・物防 fの;I印1]を行なっているc

IllfJ(の使!日JJil、について見ると，次の 2)Ji1、がある F

( 1) 作物約「から内科卜物を除去する hil、

(2) 宗主 p~を〉己全p，イゾjc全 t~[i二分却する 1iíl、

所;円， p凶JlW['j'(においてはハンドル向転数合変化L
てニれ吋ーの万il、在使い分けLている。 J!IJtコ司(11において

は|日l'lk;数なドげて風合~hJ く L て 1'1' 1~ L， (2)にIゴL、てiiluj

中ょ;を l:.:-rてu'¥'I<ど強くするつ LかLながら， この何人 ll!l
jllfyl~の取J技 Jjìl、については多'1 の主)W~! と経験全必要と

L， コツを要ーする。

他}j， n~~殺機，スレッシャー及び籾別機lこ'LL着きれて

L 、るl呼気(11-:記 2Jiìl、を 1 同の IY.'{~中において行なうと

ニんに，JMi1iJJJiムの困難がある。i'JJJil1憐)flJ，lfT(としては主

米， li)，"~lえび籾'1~1~をう)-:)析するのえであるのに対L. I悦J2

1波及びスレッシャ一間!J73毛(ifìÍí，支如、l立ひT~'立績を対撃

としているため，これ等f'fifyt状を長11って始めて1;IHi;の

jl;i;Jiiすな使用取扱いができる。

次に府'j'f:を構成している主要郎はj111\~装置であるか.

ニれが一般送風機として11}.1放って凡fニ場合，如何なる特

1 '1:を千iするかについて検討すれば，一般に所要馬力がr~l

く，風速分布及ひ 11U)~J司自íjの不規則なこと， 1品巻宇¥羽
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!l!'\'の I I'~i}:泊、小 úiii なこと、 ~~t\J，r:/九ド lit. 〆]:Jtl~'1i.i，ij'lk;主主、

日!z '-'íll. 在日t fJ i 、 (1: 切れ守の l~ìMi~íJが微妙 ，J.-r;:， こと苛が学げ

られる。

本li!f冗l工ニtt':):， i l'il :U組合併 ìJとすへく I]í(;-:~t渋川)，!f)'f、の li!f

もこ1;Mてどだし ドL、iこも'l;i;~:l~教ねの iJilJ fi.;!';(の下におど苛{[\

，;(;氏の i~il 協力企 1'}て系統的uこ 'j~験全 ;fi ，ll) 司)，~íiJt(l'yjJiJlに

二って件たもの合u:.iこ'J!lWk験i こ、工っていれi'!I，L~、 L 、1，¥¥'')'(

t 二|対する WlifUI') 吋先的要ぶについて lií~!Ì')'ヒすることができ

たハし泊、 L て、 IlìU:~tたスレッシャー，切符H復旧 l ， ìf 'fCは

もとより r!il"iJH. あるいiは土!助F肋U))力))川1IJ川，1川1月f川7引穴'(;こえ川J一斗す1-るJI取l以正J以及い;ル|ル千

び'こLEHJ1Jlむt
タ必~ .ザ

.7) r.，)。

1 所要馬力及び平均風速

!円，1汗l可f'j'(サi'(j、J辺主)1!瓜J凡t丸tl.i川t

i-; ;りJ. 羽 Hi'\l を Jι条f'Iのドで I'~ 転ずれば. 1リl吹'I，!;})

1制l同)))は凡そ1"1恥i放の:¥来に比例 Lて附加するニとカ h

11[1リ I Ltニ。 lìíj低[il!で 41'，(ヰ!似が以も\~;1く，ぬ!lli(!i主liJ1't'

1.'; })も少江いが，、ドiりH，¥!'-liも少ないので均，本は似L、。三

牧牛l¥HI土、|λJ:0)hr，1.巡の'hIJ{iiニ/i)1't'，II~)) 泊、 I ~ -:Jく司 :qえやHHで

よ 4 枚↓lfl~ と大江がない。

子YJI1'1i主はi吸'，;.¥11の状態合 ->eiこするときはよJ;JtlHi.i"1

転'ir.i二|正比例Lてlt;{ti成する。 41主乞〆トJ;JtJ似.!(は主|前ii出ij(¥:(傾1ゆfiJω泊が冶汁イJリ強j

i 牧で iは主 41枚文勾iにこ I近!止Í~づ1 き|的ìí山íj(\:(傾1訂lげf打的i! IJう).必4必~t く:! f'1:ではJI.IHfl!の

影科!)祈?とない。 fll.L、4枚;J;JfHではん 990以上のliij

傾向と Lても司もi工ヘう!凡述l主WI!JllL ，'(いニとがJヲかった0

・般に放射;1;1似 Ci2~9(0) 上り筏，;gílJ 1)2く9(0)にすると

~\!七の (J~ f:主托 Ll、。

1，If)Tの:1:1 1 11，¥述を附加せしめんとしてよ];]似'I(["J転紋'土

庁lり11すると司 /iji't'，i'l;))1土:1采iニjt{VI]Lて]'.りするもので

あるから. 1七市の大き/t"大、 'J、以の 11'\JEに I;~ しては允

"f，J.-tるH:JE:~乞区、~，!gとする。

11見殺司，JM製機)jiJ.If)'(と Lては司 主'Iilllから動力の(ムj主を

そ;十ているため.fY:r~' i'iニ h-:tるi'l(，日の変動iこ際Lては，

lcqqhとー付、になってl司転するので、 1，ID'(;j:jlli，¥，制jUi変動

，こよって1瓜I¥主はJ';'ti/，記するニとになる。 i従;;Eつてi主佐E必引一:'1山刺'1柄i担凶凶q引油hの|川【H叶1リl転

がj過位削iれ't(，が仰:jによつて低ドLたJ場払f介IIにこiは工，一口f'r'来来をlぺ1'1附断相析iし、

11常iドい川I口叶iJ中iム、iにに:こ二{似i反[J心乙せし占t仇F

えてカか益らf'作ノy:{朱来:ミ令 4合f遊めること泊が、i甘i八;~訂J立である O

ニれは'λEI"J転の!日(10)機よりも'1'述父は1"-:1述内燃機|民1を

使用する際iニ肢もii怠ずべき二とで，小別内燃機関のガ

パナー特性による機関同中ム速度の変動をも考!包して原則J

I!'Aを選択することである。しかし，スレッシャーにおい

てよトラクターの動力i川1¥川からベルトにて動))をu.;j主

することもあり，ニの際のi刊:jによる向転速度の没:動tニ

ついてもうそく liiJUジ仁ニとか考えられる。

HI<<]I川)'f、の:1¥11風速11:!.65-6，6 mjsあれば， >長州，

エゴ7 紅1カ‘ら大 'ii二寸1 るまで J:fii 7)II"Tíì~である。

2. 唐箕の特性曲線

こhはJ，IfJl;2i 11，¥ i'出合 'M1j:j芸風前主としてJljjJえってはたも

のであり，プレート・ 7 J'ンの〆ドltH枚数，ヰ]UUl.lf、J"fi!!え

び 'r~ì):等について吸う(\lllliíh'l会変化させた助fhこつL、て

iWJ'λL:'Lたものである。 )111ち‘;];JtH取(、Jil!はo。とL，〆十]M
，¥，川転1&::t止1"1'1丘、とLtニ。

(11 ]): L二l‘Uitlのj&11¥¥:1/" iiiii こ fすいて、lム J~JI10-li. '1¥1111.¥; 

)) .総}，~長IJヰリモ iニ 4 ， :仁 2枚目)1II([iこ(l¥:くなる。 Lかも，

lifJl1比二:!.:l4以上と Lても治と附加せず，、V-J'り11じがえ

ひ総括'<))ヰ;:i1、)Jって{1i;下するつ|問JH悶i日11什l上比ヒエUiiι ドでiは主

¥1，凡'¥!述宝，'/ω、Jか)

:Uの11川l日川l刊]で 4枚カがる(れ低l氏i;< . :l枚、 2枚dの州〉川1似1町似{れlに1"尚勾A百Gくなる O こ
れもIHJ11 比1.16から以下では2、川ーする。例えば九二
400， /12二 10tleのliiilば¥¥II¥IIliふHH..こ13¥'、て¥H11Ilt = :!.:14で

;工4枚、日00r.p.m，で11，¥)七 14.:1mjs. .I.!; J): 1 O.:!6 hp， 

'"))ネ 41%. 11，U 'l!: H"P;H三()~であった。

I:!， 1攻、~lllilíh'i':':一石とし， 1氏路似合変化せ Lめると，

け()~H:!cm において;&11'¥:1¥:(14牧， 800r.p.m.におL、

て0.45-0.94m3/s となり‘ l!f，\!七 11Ji[r i ニ L44~U5m，診

Mニ{氏ド「る。 I!fU'{¥llli，i(L)合:l，)cm以下と Lても l!f，¥!tは

タffどU1U:n、。分J牛.¥(主 L-57cmでi工4十文治 ¥[rijく(:18 

;~，). L=4:! cmでは:¥枚泊る :¥7)(で4枚より!日'jC、。J!f'¥Jt

fj，わ::*'1Lニ 4:!-57cm iこおし、て， 4 t文が 6~75もで(山

より (l¥;く，、11.):り(ヒしていること合ぶしている。

(:1) U、1"のれii栄治、らお 2';~rl; こ ;'Gべたぷ('!.i2iJ!f，\，:ri; のJ!fUM"i

L=570 mm， 1V.A';，.¥JIII'(j王J)二:!50mm(l):L二1::!，28， 

Il日111ヒL7:!)においては吸え:¥III(IiW会)ムく Lて IHJ11)1:. 

:!.:14とLてもイf'<'1)であることがlTZめられる O 〆トl似枚

数は 4枚カ‘(也より悩，h. lllHfl! (羽l'H:I¥11((!) 1土』九二

9()0~99Ü のプレート・ファンで充分である。 iril体力学

的にはて〆1'1似人11i(j ，31く90υ として， 24えしのI1it入住宅手

坊に Lても. 11I1i(II;J;]似と Lての効県は}jY:射羽十Hに比し

大正:がない。羽似11ヲ:りょについてはl吸気11内側、 i山!I引lリlけ乍ちコh， 

，ノ只〈%ペふLの;討流iれL人Fすrるi品耐例1，'肺附"司，1市11¥肝!行Tをt料iめに切り/綿品Ltたこ!形1杉5ι外，状i

られるカが、 qうなる土I; JJ';羽 H~ とするか， ts Lん，外(JIJJ)，IJ 
~;lJ企斜めに切り結Ltこ万が lピイ î l !及気 II (\IIJ の I'， ~jl、1!f'¥J七が

Jl!!えられ， 11'瓜¥¥.i述i主剖if川1M';モ吟ネ+不:の低くなることが品Jt

:d主iうfイ拘仰!iiは工 ，1'向 一r-;乎子i句1化ヒFすrるO 

3 唐箕の風速分布と風速偏差率

41)1'(分イliでは11<¥U各 IJ'):'ENく，下i完は'J{nくなってい
るがJllftfl!-440 (;i2 二 72

0

) では\((~忠的に一下段が強い。
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。。では 1-.，'1'1笠力、JJDtくたりI;.fiめ， IIIiMfljでは叫二I11すり

ILiし干 V2:で i :t Jfx:H1Ij の tjf;~~~/) ゆえい。 :1 ， :2枚でI'IJ除であ

るが， 21文では始ど取(、ljlj の lk~1ぺ'がはられ ic い。

j]( :'1えうfイ1Iにおいては叶ti二l山jl吸気¥1 1 (liJlが強く， W'(I¥'J. 

分拘i を'，~ L， J以Hjlj(f ，y'I'心iこはると， liiifi;iUljの}jiH':':

Jmf'，'度少ないが， h-:4 i)とはll'~ 郎 O)'JTI( \， 、例 fl)ji 工+川 l孔泌

を別している。筏;!lf1jで;主'I'III[)久が;v;:しくなり '1'だるム

の W'(:If;'J.jj- 1Ii と/r.，る。iJí~11' (分布とIJlj十五i二2枚ではJIJ.十l

11jの:"1)~~i i.少ない。

i以よ 1.. のU風'¥¥しJ速1主主う分fイ印|いj~企/人ぶヒlh川川出Id辻山訂川h川:1'1山'1下山1ド〈

J川tl/必i品4下lぷ-武¥!，I#弱iiにこ斗1¥深祭して悩めてt伝F在Q:攻嬰在皮嬰iであるO

Jjい1'-分イiJの'V.JLJ{ヒLたものl主Ij，u;:'，牛iが{氏く、 Mυ'Ji(j"jX一

本によって枚数及びll x: Hf1jの lÿJ係はうでく lリ 11M となる。 I~正

に述べたUIIく， :2， :1， 41~の 111(\ で (1Ç;下L， JI:I.(、j"Clj()O~十~~υ

(九二 9()~990) が此も i氏く， :1 牧では 4 枚とめどぷI/~/C. いの

従って1/x:[，IHl似で允分であるニとがわかった。

1吹II'rIIにおけるヰH1~先端[1目隙は /!llllj'，':j さの 1 ;:lとすれ

ば， 2;:1よりもY.. j一化Lた分仰がf'Jられる。

)1t¥))，iMi'ii'i:二1)1;1しては‘この(j，，¥;干名f;iニ上って大きく!万六J

し， iTl'j ~十'1.;二 L て (æ干 Iltcl.(fJW;であること生生11った。

4 穀粒落下経路と風選理論の検討

IIJ.Hf1j (f， 4 f文において、 1'. 俺 1~1 の(j"j ，f 本が以も (lÇ; l 、

ので，この、y.JLJíヒLtニ:リ~!L~; 二 hいてホソパーヵ、ら決ド L

た?竹下先zt¥'l.カh飛行する経路について制1守すれば、 l吹1['，11

より下 25cm に J乱、て、交付~(土主 11t\O)彫枠合乏[十ず‘ 5. :2

m/sで初段がうhiifL，司、段、約l土6.5m/s，枇は7.8m/s 

J::々 分断する。 1:，'1'， トーitt二ついて司主11¥¥0)版科な乏

けて illi~lrするのは籾';"l.， +t念Pi土4.5m/s， *枇ltiは土 5.:2m匂

l'司初4山lは土 6.5ml冶Sカ冶らである η

士iJ: Ni)lj; こ]lJ~上 flj1手のタテ分命令比較すれば，fJ1ほ)()

r.p.m で ()O~100 ;こ付いて :1~ 4ケ1111:二lrLr'，':ill~~が移動し‘

4()0では 4と5ダ¥1の'IJt1¥li二移る。)![Iち， ()Oで7.8m/sの

ものは 3()。でl土Ii.()m/討で1，，1一分イ11<土川ることができ

る。 しtiニfJ1!えびねじのJEi)ll;二i主II:VJthえを 1:げたJjカ‘上L、η

~H~ 友の分{[i l土仰と時々似ている。小女Ii()() r.]l.mで

:.t ()O ~:lO。で:2 ~:l タ I[Fl ;二移動L，，ト¥，:8()() r.p.mーでは

。O~4()O で:2<)世 I[ 日 i二，大 ÇJ. 800 r.p.mでは:m。で 2すI[
nが1ti大';j-{[iとなっている。上七年d、さL、:?lPI:tI'大l二Clj
0
0， fI主(!のIll1i雪上ヒ弔:大きいものはl吹上向 4()Oの }jが分自1I

し幼い。 仕切似も IIIi荷は低く，後liはが;jくするとfiい。

11¥¥;'1目指数u二よれば， \Ij~ 上 Çlj :)0。において似の)1当主'/111¥¥J'Ji

~~ 1とすれば，大r，!.(大半li.):2.:23・(小P.):2.00，ノl江主l.78，

小女l.:i:l，再t~友 0.94 の 111)[であり，風速は大豆(小平日)に

おいて仰の約 2倍にも達している。 1吹Lffj00 ;こすれば

1.1:2 (:，~.の 11\\ÆW:I)\\f~必必とする。 1' ， iLIII((J初土中二lt，f(と

か!()()()H'Fーによって決'!Eできるものでi主なく ，G/F比

l!llt，ラ([，'.j(，j;'ft: :1¥:とl吹きつけーられたやの¥(!Ift'iとのlti二従っ

て11¥¥;ざされるものであることが 1'¥1¥りjした。ニれほ司 G

Kuhne氏の;守111:6);ニーおいてIVli;LLてあるものと全く一

致した。 ;Xi471え¥;こじIF比と!1¥¥JE指数o)IYM系カ寸J;Lてあ

る。 1![1ち，この1-;.:¥:こよれ，alPの (;IF11二を求めるニとhニ

t り， 初iにこiι汁、，t寸寸』る1風正氏kし¥¥j'七主L成反いlは工〆↓l卜〆什H心叫，¥([川"叶巾'1小l'転i

わ泊、るので， J171い)，0，;1 ，if;，ひに以J投いに際して件;足仰の

;Ii:j、Li選日IJH¥¥iJi~ど i!とめるに iむにつものと!ど、われる。

しかLて， 1仰の殺pを11¥¥JEする際にも Fの1¥1[ii.変化

L，1Jけたの的 jーよりも制IIJミい附「ほとJ出ド経『名の帖iも!ぷ

く/な 1)，六¥uiのr[li'llf'，')支iこ上っても異なるので司"住者lの

l<:l、A住友， :2pやII{の旅J己的c-， ビート附[-(う予約， (i)I'P， 

1 におし、てはうI イ1I 防i:~íí {) J三くなり ，i，七fこli1:NIな粍怖を辿
るものと比l、われる。

5. 出口風速分布と穀粒落下分布との関係

lりこ UII(fi二If;十る仰のィ1与Fうfイ111こよれば， ioii:jli fljて

はi 長い W'(:I引を，~， L 、げでは外1l';IU長い W'j-:Ji'lであ

るが 11え大う}1! i(ケ 1t'~t:はす[1 と、l' 行する。 lìíj傾向では在-i il ，l.j

IlUJの風速j)':I;rrt くなるので II}ひ羽マ'子 1(1)分布の傾 I~JJI工強ま

る。 長一大分イli~H 土~) j} ~れる。 :1 枚でも似た傾向かあり.

2枚でl主liij(il(iljが、lλYJ化 Lている。 l吹上[11~l()。において

も分イliの引はlりlii'{lではないカ;， W'{:I¥I)分市で11U'下町1

';J-イ)Jとしてノy~ 支えない今結 1 ，，) :)~4 十えでは11.1.(、l'flj00， 2-

:1枚では oο 父Ii.liij(l:ufljが紋通渋ド分布L.枚数につい
て114枚が悩れるが， JIJ.Hf1jiこよっては :1枚のIJが(h6;f 

'.y.(が{氏くなるニとがあるので， :('J:pの J~J -i'{i， f分拘i{.:{')

るためには(Mぷ〆.y-(の似し、(内]()%υ、ド)ことがtfl'!J!て

ある。

以上のが1日:;工大以‘ iJ、ょについてもI'IJ¥JのがtiltEが1/;:;， 

す』ること全知lった。

6 風力調節と落下分布

ツ三'1'-';11)にお;十る11¥U'tfllli ，'(':二本を比較すれば， 1，ιC:I'J1羽血)

% Jえび、1':1L川lのliij閉Jlr'rilJを聞では 5.7%Jえひ:1.5-Ii，i

%で， 11j'~)山i\i の H% 以卜にある。伐りの{を閉乃寸iflìíj

閉で i よ 1 l.2~29.()% で干閉では 1:俺閉の 8 (古にも達L.

版~;lðr( ¥T I c: 1¥1). j} 1'ljとなる。 j存干分イ1Iにおいても点、FjH
とほほ似た分布であり司 土問j或いは上?を聞が肢も平均化

L，下閉では 1 ダ I[ 日 '1' 央 ì'íì~に集'1' L てと.îf~l辻線も V字引を

IIする。これはl吹!:i1j:100 の場合の小友分イ11に肌、ても

'ji，こ1111)，¥とLtこがi~~合内ることカ‘できた。 1![Iち司その傾

I(，Jはl吹J-.jJI()。の1'J，l';}{liとうそく -j'i{している。

治下分11iは一般に主11¥¥の水、|正分布によって大きく左右
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:.tし卜11:の点、¥'';1'イIJが'fi:嬰である。 11二絞t'I/，pli正L、殺pで
よ1，.伐の水子分イIJのi主)--'l'j:.7)冶，T('起であるが，下伐の分イli

が乱れると全(ねじ)，二J長ドう}{Jiも，iiLれる。I"lれ;こしても IJ，

干分布のJ:l-jーなことが段も'ft:'変であり， 1，氏)J ，;tt.Juii:二上っ

て句全1¥日II'I'，t i)ιIl，d ;fiヰtがI'，:jくなるようなことがあって

よげま L くえい。 11，，\ぷヰ.~8;c以下位 IHJ，品-107<J:<: IムF
':C!'U司107<U、Iーケ小山として 11]人としても爪乞え 1なL、。

i折、ニIVY札 11 ろ~I"J心I'J的或いは刊'](似二絞った11~j で七，

，':Jl(，)ii'i、11;状jえびベノレト1ドのJjx:(、J(.]:il'i:':¥，によって11，U!J!:

'It!ti:ì 全く Jtl~./"ιるものであるヵ、ら， l~止に&べfこぷ条(11ーを

守って11，¥)J ，JMiiii在行なえば、|勺り化したうyイIJとなり， II\~位

向，スレ iソンヤ -1えこ>WJm~皆川/， l fJt';iこ司日kいは ìjí.i~\I ， lf'j'i、

Jムく ti:、片!でぎるつ
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38) 'iii;怯栄.f¥'j ;¥[1 '[l¥: )，lf;J主にWJするli}f冗(第 :1鰍). conditions (with grain). 

IJ)G殺険Jllr.tfnの阪リ)I出}fi1"について 北海道大学民 This paper summarizes the fundamental experi・

学i'm邦文紀'll!:1巻 1け 11{j和 33年 ments on three basic performances which are largely 

:i則前怯 栄・ l¥'j;')1) l/l・ )，If箕に|均一!ーる研究{第 4報). responsible for the characteristics of the plate fan: 

風E品中両泊、ni泡に及は fI6?干につL、て t23住機械学会 Namely， 

北海道支出会fl*6弓 11(1和 :14oド12月 (1) the required power， the wind velocity， and 

401 常恰 栄・lyj1;1¥11:: )万箕に|則寸る IVf究(第 51栄). the overall e伍Clency.

民))調節方法投ひに 2次(I(nlll而1羽恨の彩智につい (2) the wind rlistribution at the wind duct and 

と.投業険械学会;jt20:{全 l~~' 11{j和 :¥3"t土(i月 the rate of wind velocity deviation 

11) I)l丸以一郎・ 送風機及び圧縮険 J支報常 11{i和31"ド (:l) the eHect of the fan blinds and blade shapes 

42) 1:同富壬郎・ ファンと 7 ロワー. 産業[:'(1;1; 11{j和 The main purpose of this paper is in obtaining 

28年 basicfunctional data for the determination of an 

4:¥) ~'，'林が一郎 )H Ttにお[十る仰と*lt0) JIH d[ ~離に九 even grain distribution and elucidation of cl四 ing

する Mf究 t27定機械学会誌 11:{主2り|山和 29年 characteristics 

9月 A series of studies from Jul. 195ti to Oct. 1959 

44) 南部 十九. 北海道に発注した lスレアシャーのH"， were conducted in the following heading order 
活力学的考察.卒業論文 11行和 28"1'-:o )1. l. Fundamental performance under no-load con-

45) 常松 '米・附村俊民・南部 恒. 協和 A57)~~吸引'仏 ditions (air only) 

約十JI:l[VJI日t殺険の性能について 民業険械学会北海 (1) The required po礼erand the mean wind吋ー

道支出会派第付勾 H百和 :¥4;j'-12 J]. locity. 

(2) The characteristic curve of the winnowing 

Summary fan 

The winnowing fan developecl in Japan， is widely (:¥) The distribution of wincl velocity and the rate 

used for the processing of various crop seeds. I t of 、，'indvelocity deviation 
mainly con円istsof a fan， wind cluct， and grain sepa- 2. Grain cleanin民 andseparating tests. 

rating boards. The winnowing fans may be clas- (4) The drop course of the grain and the principle 

sified as (1) fanning mill and (2) grain cleaning and of grain cleaningー

separating fan. (5) Wincl clistribution ancl grain distrihution 

The fannin只 mill(indigenous TOMI) is a simple， (6) ()n the influence of fan blinds and the grain 

convenient and e伍cient grain cleaning machine， distribution. 

widelyア used by farmers to clean small seecls of A brief description of the experiments performed 

Slzes， ran日ingfrom rape-seecl， ho日millet，segmented on each item will be given in the above order 

seed of sugar heet to beans. The fanning mill in (1) The re::juirecl power ancl the mean 町indvelocit 
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Generally， the backward slant blades show a lower blade fan is similar to the straight，blade fan. The 

wind velocity at all fan speeds， as compal'ecl with performance of the impeller with four out-corners 

the raclial blacles (，32二 9()D). 1n other words， the sheared 0妊 washigher than when four in-cornere 

overall efficiency of the forwarcl slant blades is were sheared 0妊.

high. The highest e伍ciencyis obtainecl 叫ん of Accordin日 tolaboratory tests on the fannin日

99'， 1080， and 90'， respectively， for the four‘three， mill， the wincl velocity at the thircl spout is r rom 
and two blades. :!.fる to6.6 m per sec 

Since the requirecl power of the winnowin耳 fan (:同 Thedistribution of the winc! velocity and the 

increases much ffiore rapiclly than the increase in rate of the wind velocity cleviation. 

impeller speed， it is indicatecl that a mere increase The vertical clistribution of wind velocity is 

in impeller speecl， for instance in the processing lower at the upper half of the outlet as comparecl 

of beans， means a loss in power. with the lower half. 1n the forwarcl-slant-blacle 

If the grain thresher is opcratecl unc!er overloacl the wincl velocity increases in the upper half 

conclitions， the impeller speecl clecreases in ac- The horizontal distribution of wincl velocity is 

corclance with the cylinder speecl decrese (as much similar to the W-type and V-type， respectively at 

as 10%). Therefore， in the case of using an housing 1 ancl 11. Generally， the wind velocity at 

engine with a smaller torque， overloacling shoul【 thesuction port sicle is higher than the mi【lclle

be avoided as much as possible. of the wincl duct. The rate of wincl velocity 

，~) The characteristic curve of the winnowing fan. cleviation is from 9 to 11 % respectively in two 

The present investigation was じonductecl in blacle fans， ancl from 7 to 9% in four blacle fans. 

orcler to clarify the relation between the opening 1t is founcl that the minimum rate occurs at about 

at the suction port ancl the number of blades. ()O to+:!2
0 
tiltecl blacle angle 

These performance tests were attempted on radial- 1t is notecl that the wincl velocity deviation is 

four blacles ancl constant speed. lowest when an even wind distribution is main-

The performance of the tour blacle fans is tainecl. The proper tip clearance 討 onethircl of 

superior to two or three blacle fans. When the the height of outlet Ihousing 1). 

proper magnitucle of the openin日 ratiois consicl- 1n most cases the winnowing fan employecl fan 

erecl， it was notecl to be most effective in th 
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hopper メ located just above the outlet， with 

a ‘black boarcl' placed strategically behind the 

wind duct while a sheet of glass was placed par-

allel to the‘black boarcl' to observe the drop 

course of grain. Under the wind duct、agricl 

arrangement of grain boxeぉ indicate the grain 

【listributio日

The wind velocitv討houldbe distributed evenly 

at the outlet under no-Ioac! ancl grain cleaning 

conditions. Because wind velocity distribllti川、

町 asequalized by the bl"de angle and number of 

blade民 thestraight ancl four blade fan (with the 

lower half moon openin♂at the air suction port討)

can bc used for this日raindrop test 

Since the drop course of the日raincan easily 

be measurecl by photo日r乱phswith flash bulbs， the 

deiinite position of the TOMI seed separating 

boarcl locatecl in front of the winιI duct was 

determined by the c!rop cour問。fthe grain. The 

purpose of the boarcl is to uniformize the product 

The v乱rietyof materials are rough (unhullecl) 

nceえ I.well-developed rice， under-developed rice. 

and removecl hulli司 O日旬、 wheat，aclzuki beans. and 

soybe日ns(Iarge and small are respectively over 

diameter ()f 5.5 mm  anc! under 5.5 mm) 

When the height of outlet was :25 cm from the 

民rainboxes， the proper wincl velocity of grain 

separation of removed hull and under-cleveloped 

rice were 5.:2 and 7.8 m's respectively. The influ-

ence of air blast at the outlet beginin日 from4.5. 

5.2 and r1.5 m/s are respectively hull， unclerーdevel-

oped seed， ancl developed seed of rou記hrice. At 

the blast angle of 0' in rouιh rice with the fan 

speed at fillll r.p.m.， the grain distribution of 7.8 

m日 wassimilar to those of fi.O m's at a blast 

angle "f :\00
• ¥Yhen the clevclopecl and under-

developed seeds of rough rice were separatecl thc 

TOMI secd separating board was 25 cm lower 

than fi cm. 

The distribution of oats is similar to rou日hrice 

At the separation of 日dzukibeans、.¥'iththe fan 
angle at :lllo or 4()'， the TOMI seed 日 parating

board was hi日herthan the rou只hrIcE' or oats. 

¥¥.'hen the index number for the volume of air 

required for ideal separation of rough rice 、.¥'ith
the blast angle at :mo is expressed as 1， larger 
soybeans requireιI 2.:2:¥， smaller soybeans :2.00. 

aclzuki beans 1.78、wheat 1.::¥::¥， oats 0.94. It was 

found that the icleal wincl velocity in smaller 

soybeans was twice of that required in rough 

rice. The wind velocity of separation at the blast 

angle of ()' should be increased 1.12 tim白 against

the blast angle of :\00
• 

The principles of grain c1eaning and separating 

are not affected by the thousand grain weight or 

speci五c日ravityof 只rain.as generally acceptecl. 

hut approximately coincide with the G/F ratio 

whereじ isthe grain wei耳htand F is the surface 

area or an民leof a grain in the air blast. As in-

dicated司 thisagrees with the theory of grain sepa-

ration as set forth G. Kuhne (19:¥:2). The rela-

tionship bet¥¥ァeenthe rate of (;!F in each宮ram

and the index number of cleanin日 isshown in 

Fig.47. 

ln orcler to c1etermine the proper fan speecl for 

a certain unprocessecl grain， the (;jF ratio can be 

always cletermined by comparing with the百ram

c1eaning standard in rough rice. Further， it is 

pointed out that the magnitude of F is varies 

with the angle of each grain in the air blast. 

Thus， the drop course of the spherical or slender 

seeds tencl to spread out while v呂riouspatterns 

are to be expected in accordance with the shape 

ancl surface of the seed 

ドorinstance， the surface characteristics of seed 

may be rou日h or smooth， since there are oats 

with emptyεlumes， single， t¥¥'o Or three grained 

type of oats. whole or segmented seecl of sugar 

beet比 and rough rice with rachis (branchlet) or 

awn. 

(51 'v¥incl velocity distribution and grain distribution 

(C;rid pattern). 

At the blast an記leof 0。‘ theclistribution of un-

hul!ed rice are W figure shaped in the記ridbox 

and inclistinct W 五日ureshaped， which indicate 

a more e¥'en distribution with respect to the 

backward slant and strai日ht hlade. Besides， the 

distribution of the forwarcl slant hlades tends to 

take on the ¥'v'五日ureshap日1，because the grain 

piles divide into three parts and the wind velocit¥ 

日tthe sicle of suction port is hi日her than the 

middle wind duct. 

The grain distribution i11 three blades fan shows 

a similar pattern to four blades， bu t the results 

* Sei-;"，omi; wel!-c1eveloped rice， Shiina; uncler-c1eveloped rice， Momikara; hul! 



IYI i';ll: r.f;li;i二IYJする州究 :277 

in two blades are r;enerally une¥'en 

At the blast angle of :)00、羽にtypeclistribution 

changes to U-type. Three or four blacle fans 

with straight blacles sho日 betterresults as com-

parecl with others. Two or three blacle fans are 

distributecl evenly at the straight or forward slant 

blacles. Therefore， it is noted that in orcler to 

insure uniform grain c1istribution the number of 

blacles ancl the blade an日leshoulcl be cletermined 

scienti品cally

The distribution of soybeans or wheat show日

a similar result to rou記hrice. The rate of wincl 

velocity deviation should be under 10%. 

州 Onthe in自uenceof fan blincls and grain dis 

tribution. 

This investi伴ltionwas conducted to cletermine 

the type or position of air blinds for eHective 

regulation of air in concentric 50% openings ancl 

half moon openings. 

When the suction ports on each encl of the fan 

housi口氏 isregulatecl the concentric 50~~ opening， 

the wincl velocity clecreases by approximately 40% 

of the full opening， the rate of wind velocity 

cleviation of concentric 5051c opening is 5.7%，ー The

results of lower half moon opening and upper 

half moon opening are respectively from :¥.5 to 

6.7% ancl from 11.:2 to :29.0%. 1n former， the 

wincl velocity distribution is even， while in the 

latter the clistribution changes to "二typc. Thus， 
the grain distribution is similar to thεhorizontal 

wincl clistribution. 1t mav be said that the lower 

half moon opening has an even distributiofJ， whi!e 

the upper half moon openin只 showsan uneven 

¥'-type c1istribution. This is clue to tlw fact that 

in the upper half moon openin日 theair blast in 

the center is nulli五edancl the grain merely c1rops 

through the cluct ancl piles up snow drift fashion 

The air blast on both sicles of the opening 討 high.

1n the case of the distribution in ¥，:hea上 the

tendency at the blast angle of :¥0' is similar to 

the clistribution in rough rice at the blast angle 

。f0。
Grain clistribution， generally， is aHeじtecl by the 

wincl ve!ocity clistribution of the lower half 

The separation of light seed is affectecl by the 

wincl velocity clistribution in the upper half、while

heavy seed is affected by the lower half 

From the investigation wi¥h grain司 thぞ ra¥e()f 

wincl velocity cleviation is classified again as fol-

lows: uncler 8%εood， from 8 to 1O;~ fair， over 

10% bacl 

Since the wind velocity dis¥ribution varies with 

¥he position or from of suction port and the 

location of fan pulley， a fan blind should be em-

ployed in orcler to obtain an even air f10¥¥' at the 

suctlOn port 


